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今
号
は
今
よ
り
ざ
っ
と
60
年
前
、
１
９
６
０
年
代
の

Ｆ
１
を
取
り
上
げ
る
。
50
年
代
を
「
フ
ロ
ン
ト
エ
ン
ジ

ン
の
時
代
」、
72
年
頃
か
ら
の
ク
サ
ビ
形
サ
イ
ド
ラ
ジ

エ
タ
ー
車
の
潮
流
を
「
ウ
エ
ッ
ジ
シ
ェ
イ
プ
の
時
代
」

と
す
る
な
ら
、
や
は
り
60
年
代
は
「
葉
巻
型
Ｆ
１
の
時

代
」
と
称
せ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
こ
の
呼
称
を
ど
こ
の
誰
が
い
つ
命
名
し
た

の
か
も
定
か
で
な
い
が
、「
タ
バ
コ
型
」で
も「
円
筒
型
」

で
も
な
い
こ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
こ
そ
当
時
と
後
年
の
Ｆ
１

フ
ァ
ン
に
そ
の
フ
ォ
ル
ム
や
車
体
レ
イ
ア
ウ
ト
を
即
座

に
連
想
・
共
有
し
や
す
い
絶
妙
な
も
の
だ
っ
た
。
元
ネ

タ
英
語
表
現
は
な
か
な
か
見
当
た
ら
ず
、
も
し
か
し
た

ら
日
本
発
信
の
ジ
ャ
パ
ン
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
表
現
な
の
か

も
し
れ
な
い
（
ネ
ッ
ト
上
に
「the cigar-type F1

」

と
い
っ
た
表
記
は
見
受
け
ら
れ
る
が
…
…
）。

　

し
か
し
本
誌
の
主
な
読
者
層
で
あ
る
Ｆ
１
フ
ァ
ン
は

〝
セ
ナ
プ
ロ
時
代
〞
か
ら
Ｆ
１
を
見
知
っ
て
ハ
マ
っ
た

世
代
が
中
心
で
、
葉
巻
型
の
時
代
は
や
や
「
雲
の
上
の

存
在
」
と
い
う
か
「
別
世
界
の
も
の
」
的
な
捉
え
方
を

さ
れ
敬
遠
さ
れ
が
ち
だ
。
な
ん
せ
ウ
イ
ン
グ
も
な
く
大

き
な
Ｆ
Ｊ
に
し
か
見
え
な
い
よ
う
な
マ
シ
ン
は
一
見
し

た
だ
け
で
は
ど
れ
も
同
じ
カ
タ
チ
に
見
え
、
ス
ポ
ン
サ

ー
カ
ラ
ー
の
彩
り
も
な
け
れ
ば
目
に
触
れ
る
映
像
や
写

真
の
大
半
が
白
黒
と
い
う
状
況
で
は
「
と
っ
つ
き
に
く

い
」「
古
す
ぎ
て
手
が
出
に
く
い
」
と
感
じ
ら
れ
て
も

不
思
議
じ
ゃ
な
い
。
延
長
線
上
に
現
代
の
最
新
Ｆ
１
が

あ
る
よ
う
に
は
到
底
思
え
な
い
、
の
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
興
味
を
持
と
う
と
し
な
い
「
食
わ
ず
嫌
い
」

が
最
も
良
く
な
い
。「
古
（
い
に
し
え
）
の
日
本
グ
ラ

ン
プ
リ
」や
ハ
コ
ス
カ
Ｇ
Ｔ
‐Ｒ
と
も
ほ
ぼ
同
時
代
。「
古

す
ぎ
」
と
は
単
な
る
思
い
込
み
で
し
か
な
い
。

はじめに

Text/Joe Kojima(Racing on)  Photo/Hidenobu Tanaka
Special Thanks/SPARK, KIDBOX

エンタメ要素を排した時代のF1がもつ本当の魅力
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肝
心
の
マ
シ
ン
だ
っ
て
、
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
魅
力
的

な
こ
と
は
本
誌
が
保
証
す
る
。
ウ
イ
ン
グ
も
な
い
マ
シ

ン
は
個
性
に
乏
し
く
、
シ
ン
プ
ル
す
ぎ
て
貧
相
に
見
え

る
な
ん
て
声
も
聞
か
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
も
ち
ろ
ん
こ

の
時
代
な
り
の
ア
イ
デ
ア
や
試
行
錯
誤
は
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
し
、
こ
の
時
代
な
り
の
熾
烈
な
マ
シ
ン
開
発
競

争
が
あ
っ
た
の
だ
と
理
解
し
よ
う
。
実
際
、
61
年
と
70

年
で
は
同
じ
コ
ー
ス
（
１
周
14
㎞
時
代
の
ス
パ
、
路
面

ド
ラ
イ
）
で
実
に
22
秒
も
の
タ
イ
ム
ア
ッ
プ
を
果
た
し

て
い
る
の
だ
。
エ
ン
ジ
ン
排
気
量
が
２
倍
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
る
が
、「
車
体
」
に
ど
ん
な
革
命
的
進
化

が
あ
っ
た
の
か
、
興
味
は
湧
か
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
そ
ん
な
「
じ
ゃ
じ
ゃ
馬
」
な
マ
シ
ン
を
操
っ

た
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
に
も
着
目
し
て
ほ
し
い
。
セ
ナ
プ

ロ
時
代
に
劣
ら
ぬ
強
烈
な
個
性
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
も

っ
た
ス
タ
ー
た
ち
が
文
字
ど
お
り「
死
と
隣
り
合
わ
せ
」

に
な
り
な
が
ら
奮
闘
し
、
当
時
の
レ
ー
シ
ン
グ
少
年
か

ら
羨
望
の
眼
差
し
を
向
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
、
当
時

と
後
年
の
Ｆ
１
で
最
も
大
き
な
違
い
が
安
全
性
だ
。
事

故
率
は
同
じ
で
も
、
致
死
率
の
高
さ
は
い
か
ん
と
も
し

が
た
い
現
実
と
し
て
あ
っ
た
。
な
ぜ
ジ
ム
・
ク
ラ
ー
ク

は
結
婚
せ
ず
、
複
数
年
契
約
を
拒
否
し
た
の
か
。
シ
ョ

ー
や
エ
ン
タ
メ
的
な
要
素
を
排
し
た
時
代
の
Ｆ
１
が
も

つ
「
本
当
の
魅
力
」
も
、
そ
こ
か
ら
浮
き
出
て
く
る
。

　

ま
た
こ
の
時
代
、
ホ
ン
ダ
の
存
在
も
大
き
い
。
彼
ら

の
第
１
期
は
２
０
１
２
年
に
大
特
集
し
て
い
る
が
、
な

ぜ
現
在
も
彼
ら
の
挑
戦
が
続
い
て
い
る
か
と
い
う
疑
問

へ
の
解
は
こ
の
時
代
に
こ
そ
あ
る
。こ
の
時
の
成
功（
と

苦
労
）
に
ホ
ン
ダ
は
ず
っ
と
虜
に
な
っ
た
ま
ま
な
の
だ
。

　

今
号
で
敷
居
が
少
し
で
も
下
が
り
、
ひ
と
り
で
も
多

く
に
葉
巻
型
の
魅
力
が
伝
わ
る
こ
と
を
願
う
。 

f

同じに見えて、さにあらず。
ナショナルカラーからスポ
ンサーカラーとなり、エン
ジンは大きくなってウイン
グも生え始める。そんな変
化も楽しい葉巻型F1（のミ
ニカーたち）。ホンダのトラ
ンポ２種は昨年発売になっ
たスパークの新作だ。
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１
９
６
０
年
代
を
代
表
す
る
名
手
ジ
ム
・
ク
ラ
ー
ク

の
Ｆ
１
Ｇ
Ｐ
通
算
勝
利
数
は
25
、
当
時
の
最
多
記
録
だ
。

で
は
そ
の
ク
ラ
ー
ク
の
、
２
位
の
回
数
は
？　

答
え
は
、

た
っ
た
１
回
│
│
。
こ
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
さ
は
い
っ
た

い
な
ぜ
だ
ろ
う
。
当
時
の
こ
と
を
見
聞
き
し
て
い
な
か

っ
た
者
で
も
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
想
像
力
を
働
か
せ
れ
ば

誰
で
も
気
が
つ
く
。
常
に
優
勝
狙
い
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

と
。
優
勝
か
リ
タ
イ
ア
か
と
い
う
戦
績
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
と
。
ク
ラ
ー
ク
が
生
涯
愛
用
し
た
ロ
ー
タ
ス
の
マ
シ

ン
が
「
速
い
が
脆
い
」
性
癖
だ
っ
た
こ
と
は
今
で
は
有

名
だ
が
、
ロ
ー
タ
ス
に
限
ら
ず
、
60
年
前
の
Ｆ
１
群
は

レ
ー
ス
距
離
さ
え
走
り
切
れ
れ
ば
Ｏ
Ｋ
と
い
う
技
術
力

で
成
り
立
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
当
時
は
Ｆ
１
Ｇ
Ｐ
年
間
開
催
数
自
体
が
10
戦

ほ
ど
で
し
か
な
か
っ
た
。
相
対
的
に
１
戦
ず
つ
の
価
値

が
現
在
よ
り
高
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
な
か
で
も
、

第
二
次
世
界
大
戦
以
前
か
ら
Ｇ
Ｐ
レ
ー
ス
と
し
て
開
催

さ
れ
て
い
た
（
つ
ま
り
世
界
選
手
権
制
度
開
始
以
前
か

ら
存
在
し
て
い
た
）
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、

モ
ナ
コ
、
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
伝
統
の
各
Ｇ
Ｐ
は
「
勝
ち
た

い
度
」
が
特
に
高
い
。
し
か
も
昔
か
ら
あ
る
サ
ー
キ
ッ

ト
は
、
危
険
な
香
り
が
プ
ン
プ
ン
す
る
自
然
の
地
形
を

生
か
し
た
難
コ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。

　

そ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
の
母
国
戦
も
ま
た
「
勝

ち
た
い
度
」
の
高
い
Ｇ
Ｐ
だ
。
イ
ギ
リ
ス
人
が
特
に
多

か
っ
た
60
年
代
で
は
、
遡
る
こ
と
10
年
前
の
50
年
代
に

は
後
進
国 

（
!?
）
だ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
Ｇ
Ｐ
の
価
値
が
高

ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、
21
世
紀
の
よ
う
な
、
そ
の
時
代
・

地
域
の
政
治
力
や
財
力
に
任
せ
て
世
界
選
手
権
カ
レ
ン

1960年代F1の
記憶と記録

“セナプロ”時代のもっと前

Text & Data/Shinji Hayashi
Photos/Motorsport Images, Grand Prix Photo

今から30年前のセナプロ時代が面白かったように
60年前のF1だって、知れば知るほど沼にハマる
ちょっとだけ名前を覚えたら、ネット動画をチェック
そしてまたこのページに戻って記録を確認
気がついたら貴方も葉巻型F1の虜になっているかも

62年イタリアGPでロータス
のピットカウンターに陣取っ
たPit Babes。ドライバー夫
人やガールフレンドがタイム
キーパーを務める以外も、カ
メラマンは決して見逃さない。

61年オランダGPのスタート。
3-2-3グリッドの１列目は３台の
シャークノーズ・フェラーリが占
拠。出走全車が一度もピットスト
ップせずに完走した珍レース。
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7月8日

8月5日

11月1日

12月29日

5月３日

5月30日

8月4日

10月20日

5月13日

5月29日

6月19日

9月4日

5月14日

5月22日

5月30日

7月2日

7月15日

9月10日

10月8日

4月23日

5月20日

6月17日

1960年代F1主な出来事年表
全10戦、①RA②MC③インディ500④NL⑤B⑥F⑦GB⑧P⑨I⑩USA。
非選手権５戦

2.5ℓF1最終年。インディ500の選手権カウントはこの年限り

ジム・クラーク、ジョン・サーティース、リッチー・ギンサーらが
F1GPデビュー

ハリー・シェルが非選手権F1戦（シルバーストン）で事故死

ロータスが初優勝。プライベートのスターリング・モス。モナコGP（モ
ンテカルロ）で

クリス・ブリストウとアラン・ステイシーが事故死。ベルギーGP（ス
パ・フランコルシャン）で

イギリス勢がイタリアGP（モンツァ・バンクコース）をボイコット。フ
ィル・ヒル（フェラーリ）が初優勝

アストンマーティンがF1撤退

全８戦、①MC②NL③B④F⑤GB⑥D⑦I⑧USA。非選手権20戦

1.5ℓF1開幕。モナコGP（モンテカルロ）で、S.モスが２連覇

オランダGP（ザンドフールト）では出走全車が完走。ウォルフガング
・フォン・トリップスが初優勝

インディ500にジャック・ブラバム（クーパー・クライマックス）初挑
戦、９位

ジャンカルロ・バゲッティ（フェラーリ）がデビュー戦優勝。フランス
GP（ランス）で

初の4WD-F1、最後のフロントエンジンF1のファーガソンP99が参
戦。イギリスGP（エイントリー）で

W.フォン・トリップス事故死によりP.ヒルがアメリカ人初王座。イタ
リアGPで。本田宗一郎観戦
リカルド・ロドリゲス19歳が最年少デビュー、予選２位。イタリア
GP（モンツァ）で

イネス・アイルランドとワークスロータスが初優勝。アメリカGP（ワ
トキンスグレン）で

全９戦、①NL②MC③B④F⑤GB⑥D⑦I⑧USA⑨ZA。非選手権20
戦

S.モスが重傷を負い引退。グッドウッドでの非選手権F1で

グラハム・ヒル（BRM）が初優勝。ローラ、デビュー戦でPP。オラン
ダGP（ザンドフールト）で

J.クラーク（ロータス）が初優勝。ベルギーGP（スパ・フランコルシャ
ン）で

ダン・ガーニーとポルシェが初優勝。空冷F1唯一の勝利。フランス
GP（ルーアン）で

ブラバムシャシーがF1GPデビュー。 ドイツGP（ニュルブルクリン
ク）で

R.ロドリゲスが非選手権F1メキシコGP予選中に事故死

南アフリカGPが選手権戦として初開催、イーストロンドンで

革新的モノコックフレームのロータス25が登場

ポルシェがF1撤退

全10戦、①MC②B③NL④F⑤GB⑥D⑦I⑧USA⑨MEX⑩ZA。非選
手権14戦

クリス・エイモン、ペドロ・ロドリゲス、マイク・スペンス、マイク・
ヘイルウッドらがF1GPデビュー

新設の鈴鹿サーキットにて第１回日本グランプリ開催。ピーター・ウ
ォー駆る小型スポーツ、ロータス23が優勝

インディ500にJ.クラーク（ロータス・フォード）初挑戦、２位

J.サーティース（フェラーリ）が初優勝。ドイツGP（ニュルブルクリン
ク）で

メキシコGPが選手権戦としては初開催、メキシコシティで

エンジンをストレスメンバーとして使う
ロータス49Bは時々こうなります、と冗
談を言えるのも、J.オリバーが無事だっ
たからこそ。68年フランスGP予選で。

1962

1963

1961
196

0
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 順位 ドライバー マシン 有効得点
 1 J.クラーク ロータス・クライマックス 54
 2 G.ヒル BRM 40（47）
 3 J.スチュワート BRM 33（34）
 4 D.ガーニー ブラバム・クライマックス 25
 5 J.サーティース フェラーリ 17
 6 L.バンディーニ フェラーリ 13
 7 R.ギンサー ホンダ 11
 8 M.スペンス ロータス・クライマックス 10
 8 B.マクラーレン クーパー・クライマックス 10
 10 J.ブラバム ブラバム・クライマックス 9
 順位 ドライバー マシン 有効得点
 1 J.ブラバム ブラバム・レプコ 42（45）
 2 J.サーティース フェラーリ、クーパー・マセラティ 28
 3 J.リント クーパー・マセラティ 22（24）
 4 D.ハルム ブラバム・レプコ 18
 5 G.ヒル BRM 17
 6 J.クラーク ロータス・クライマックス&BRM 16
 7 J.スチュワート BRM 14
 8 M.パークス フェラーリ 12
 8 L.バンディーニ フェラーリ 12
 10 L.スカルフィオッティ フェラーリ 9
 順位 ドライバー マシン 有効得点
 1 D.ハルム ブラバム・レプコ 51
 2 J.ブラバム ブラバム・レプコ 46（48）
 3 J.クラーク ロータス・フォード 41
 4 J.サーティース ホンダ 20
 4 C.エイモン フェラーリ 20
 6 P.ロドリゲス クーパー・マセラティ 15
 6 G.ヒル ロータス・BRM＆フォード 15
 8 D.ガーニー イーグル・ウェスレイク 13
 9 J.スチュワート BRM 10
 10 M.スペンス BRM 9

 順位 ドライバー マシン 有効得点
 1 G.ヒル ロータス・フォード 48
 2 J.スチュワート マトラ・フォード 36
 3 D.ハルム マクラーレン・BRM＆フォード 33
 4 J.イクス フェラーリ 27
 5 B.マクラーレン マクラーレン・フォード 22
 6 P.ロドリゲス BRM 18
 7 J.シフェール ロータス・フォード 12
 7 J.サーティース ホンダ 12
 9 J-P.ベルトワーズ マトラ・フォード＆マトラ 11
 10 C.エイモン フェラーリ 10
 順位 ドライバー マシン 有効得点
 1 J.スチュワート マトラ・フォード 63
 2 J.イクス ブラバム・フォード 37
 3 B.マクラーレン マクラーレン・フォード 26
 4 J.リント ロータス・フォード 22
 5 D.ハルム マクラーレン・フォード 20
 5 J-P.ベルトワーズ マトラ・フォード 20
 7 G.ヒル ロータス・フォード 19
 8 P.カレッジ ブラバム・フォード 16
 9 J.ブラバム ブラバム・フォード 14
 10 J.シフェール ロータス・フォード 13
 順位 ドライバー マシン 有効得点
 1 J.リント ロータス・フォード 45
 2 J.イクス フェラーリ 40
 3 C.レガッツォーニ フェラーリ 33
 4 D.ハルム マクラーレン・フォード 27
 5 J.ブラバム ブラバム・フォード 25
 5 J.スチュワート マーチ・フォード 25
 7 P.ロドリゲス BRM 23
 7 C.エイモン マーチ・フォード 23
 9 J-P.ベルトワーズ マトラ 16
 10 E.フィッティパルディ ロータス・フォード 12

68年ドイツGP前、楽しそ
うに談笑するドライバーた
ち。右からG.ヒル、J.シフ
ェール、J.オリバー、P.カ
レッジ、J-P.ベルトワーズ、
後ろJ.イクス、L.ビアンキ
ら。このうち3人はこの後
３年間で事故死する。

＊得点方法：各戦上位６位までに9-6-4-3-2-1の各点。有効得点は61年と62年と66年はベスト５戦のトータル、63～65年はベスト６戦のトータル、67年と69年は前半６戦中ベスト５戦と
後半５戦中ベスト４戦のトータル、68年は前半６戦中ベスト５戦と後半６戦中ベスト５戦のトータル、70年は前半７戦中ベスト６戦と後半６戦中ベスト５戦のトータル。（　）内は総得点。
コンストラクターズランキングでは、複数台が入賞した場合は最上位の得点のみ有効。ドライバーズランキング表はスペースの都合上、上位10位までを記載。

1967

1966

1965

1970

1969

1968
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 順位 ドライバー マシン 有効得点
 1 P.ヒル フェラーリ 34（38）
 2 W.フォン・トリップス フェラーリ 33
 3 S.モス ロータス・クライマックス 21
 3 D.ガーニー ポルシェ 21
 5 R.ギンサー フェラーリ 16
 6 I.アイルランド ロータス・クライマックス 12
 7 J.クラーク ロータス・クライマックス 11
 7 B.マクラーレン クーパー・クライマックス 11
 9 G.バゲッティ フェラーリ 9
 10 T.ブルックス BRM・クライマックス 6
 順位 ドライバー マシン 有効得点
 1 G.ヒル BRM 42（52）
 2 J.クラーク ロータス・クライマックス 30
 3 B.マクラーレン クーパー・クライマックス 27（32）
 4 J.サーティース ローラ・クライマックス 19
 5 D.ガーニー ポルシェ 15
 6 P.ヒル フェラーリ 14
 7 T.マッグズ クーパー・クライマックス 13
 8 R.ギンサー BRM 10
 9 J.ブラバム ロータス＆ブラバム・クライマックス 9
 10 T.テイラー ロータス・クライマックス 6
 順位 ドライバー マシン 有効得点
 1 J.クラーク ロータス・クライマックス 54（73）
 2 G.ヒル BRM 29
 2 R.ギンサー BRM 29（34）
 4 J.サーティース フェラーリ 22
 5 D.ガーニー ブラバム・クライマックス 19
 6 B.マクラーレン クーパー・クライマックス 17
 7 J.ブラバム ブラバム・クライマックス 14
 8 T.マッグズ クーパー・クライマックス 9
 9 I.アイルランド BRP・BRM 6
 9 L.バンディーニ BRM、フェラーリ 6
 9 J.ボニエ クーパー・クライマックス 6
 順位 ドライバー マシン 有効得点
 1 J.サーティース フェラーリ 40
 2 G.ヒル BRM 39（41）
 3 J.クラーク ロータス・クライマックス 32
 4 L.バンディーニ フェラーリ 23
 4 R.ギンサー BRM 23
 6 D.ガーニー ブラバム・クライマックス 19
 7 B.マクラーレン クーパー・クライマックス 13
 8 P.アランデル ロータス・クライマックス 11
 8 J.ブラバム ブラバム・クライマックス 11
 10 J.シフェール ブラバム・BRM 7

F1GP 1961～70 ドライバーズランキング

5月30日

6月28日

7月11日

8月2日

8月23日

10月25日

5月31日

6月27日

9月12日

10月24日

3月27日

5月30日

6月12日

6月19日

6月22日

7月3日

8月7日

9月4日

10月2日

1月2日

5月7日

5月31日

6月4日

6月11日

6月18日

7月2日

全10戦、①MC②NL③B④F⑤GB⑥D⑦A⑧I⑨USA⑩MEX。非選
手権８戦

ヨッヘン・リント、ピーター・レブソン、ピーター・アランデルら
がF1GPデビュー

インディ500でA.J.フォイトが２勝目。フロントエンジン車最後の
勝利。２名焼死。本田宗一郎観戦

ブラバムシャシーが初優勝。フランスGP（ルーアン）にて

イギリスGPがブランズハッチでは初開催

ホンダがF1デビュー。ドイツGP（ニュルブルクリンク）で。予選
でカレル・ゴダン・ド・ボーフォールが事故死

ロレンツォ・バンディーニ（フェラーリ）が初優勝。選手権として
は初開催のオーストリアGP（ツェルトベク）で

最終戦メキシコGP最終周に逆転王者決定。J.サーティースが２輪&
４輪両世界タイトル保持者に

全10戦、①ZA②MC③B④F⑤GB⑥NL⑦D⑧I⑨USA⑩MEX。非選
手権５戦

ジャッキー・スチュワート、デニス・ハルム、リチャード・アトウ
ッドらがF1GPデビュー

インディ500でJ.クラーク（ロータス・フォード）初優勝

フランスGPがクレルモン-フェランでは初開催

J.スチュワート（BRM）が初優勝。イタリアGP（モンツァ）で

R.ギンサーとホンダとグッドイヤータイヤが初優勝。メキシコGP
（メキシコシティ）で

コベントリー-クライマックスエンジンがF1撤退

全９戦、①MC②B③F④GB⑤NL⑥D⑦I⑧USA⑨MEX。非選手権
６戦

３ℓF1開幕、暫定版での参戦多数。マクラーレンとイーグルがF1GP
デビュー

ジャッキー・イクス、ジャン-ピエール・ベルトワーズ、マイク・パ
ークス、ギ・リジェらがF1GPデビュー

富士スピードウェイ開幕戦にJ.クラーク来場。日本グランプリが鈴
鹿より富士に移る。秋に日本インディ開催

インディ500でG.ヒル（ローラ・フォード）がルーキー優勝。スタ
ート時に16台衝突

ベルギーGPの１周目に天候急変のため７台がコースアウトしてリタ
イア。J.サーティース（フェラーリ）優勝

ル・マン24時間でフォードが初優勝、フェラーリの連勝６で止まる。
映画『フォードvsフェラーリ』のモデル

J.サーティースがフェラーリと喧嘩別れしてチーム離脱

J.ブラバムが自製F1で優勝した初のドライバーに。フランスGP（ラ
ンス）で。自製車での王座も初

ドイツGP（ニュルブルクリンク）はF2部門との混走。67＆69年も。
ジョン・テイラーが事故死

ルドビコ・スカルフィオッティ（フェラーリ）とファイアストンタ
イヤが初優勝。イタリアGP（モンツァ）で

16気筒エンジン車が初優勝。J.クラーク（ロータス・BRM）により。
アメリカGP（ワトキンスグレン）で 

映画『グラン・プリ』、F1GP各戦に同行して撮影

排気量無制限スポーツカーのCan-Amシリーズが北米で開始。シャ
パラルはハイウイング装着

ブラバム・ホンダF2が12連勝、最終戦のみ敗退。１ℓF2最後の年

全11戦、①ZA②MC③NL④B⑤F⑥GB⑦D⑧CDN⑨I⑩USA⑪
MEX。非選手権８戦

P.ロドリゲス（クーパー）が初優勝。地元ジョン・ラブ２位。南ア
フリカGP（キャラミ初開催）で

デニス・ハルム（ブラバム）が初優勝。L.バンディーニが焼死。モ
ナコGPで

インディ500でガスタービン車が終盤までトップ快走。優勝はA.J.フ
ォイト。F1選手６名参戦

フォード-コスワースDFVエンジンがデビュー優勝。J.クラークによ
り。オランダGP（ザンドフールト）で

ル・マン24時間でフォード連覇。D.ガーニー／A.J.フォイト組のマ
ークⅣ。翌年からプロトは３ℓ以下に

D.ガーニーが自製イーグル（・ウェスレイク）で優勝。ベルギーGP
（スパ・フランコルシャン）で

フランスGPがル・マンのブガッティサーキットでは初開催

1961

1962

1963

1964

　年表の各年１行目は、その年の開催GP戦を表示。数字は第
何戦かを表わす。Ａはオーストリア、Ｂはベルギー、CDNは
カナダ、Ｄはドイツ、Ｅはスペイン、Ｆはフランス、GBはイ
ギリス、Ｉはイタリア、MCはモナコ、MEXはメキシコ、NL
はオランダ、Ｐはポルトガル、RAはアルゼンチン、USAはア
メリカ合衆国、ZAは南アフリカ。世界選手権戦に含まれない
F1レース開催数も併記する。
　コンストラクターズランキングはシャシーとエンジンの組み
合わせによって配点されるので、例えば同一年度においてロー
タス・クライマックスとロータス・BRMが併存する場合は、
それぞれ別物として扱われる点に注意。

年表＆ランキングのひとこと解説196
4

196
5

1966
1967
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 順位 コンストラクター 有効得点 優勝
 1 ブラバム・レプコ 42（49） 4
 2 フェラーリ 31（32） 2
 3 クーパー・マセラティ 30（35） 1
 4 BRM 22 1
 5 ロータス・BRM 13 1
 6 ロータス・クライマックス 8 
 7 イーグル・クライマックス 4 
 8 ホンダ 3 
 9 マクラーレン・フォード 2 
 10 ブラバム・BRM 1 
 10 マクラーレン・セレニッシマ 1 
 10 ブラバム・クライマックス 1 
 順位 コンストラクター 有効得点 優勝
 1 ブラバム・レプコ 63（67） 4
 2 ロータス・フォード 44 4
 3 クーパー・マセラティ 28 1
 4 ホンダ 20 1
 4 フェラーリ 20 
 6 BRM 17 
 7 イーグル・ウェスレイク 13 1
 8 クーパー・クライマックス 6 
 8 ロータス・BRM 6 
 10 マクラーレン・BRM 3 
 11 ブラバム・クライマックス 2 

 順位 コンストラクター 有効得点 優勝
 1 ロータス・フォード 62 5
 2 マクラーレン・フォード 49 3
 3 マトラ・フォード 45 3
 4 フェラーリ 32 1
 5 BRM 28 
 6 ホンダ 14 
 6 クーパー・BRM 14 
 8 ブラバム・レプコ 10 
 9 マトラ 8 
 10 マクラーレン・BRM 3 
 順位 コンストラクター 有効得点 優勝
 1 マトラ・フォード 66 6
 2 ブラバム・フォード 49（51） 2
 3 ロータス・フォード 47 2
 4 マクラーレン・フォード 38（40） 1
 5 フェラーリ 7 
 5 BRM 7 
 順位 コンストラクター 有効得点 優勝
 1 ロータス・フォード 59 6
 2 フェラーリ 52（55） 4
 3 マーチ・フォード 48 1
 4 ブラバム・フォード 35 1
 5 マクラーレン・フォード 35 
 6 BRM 23 1
 6 マトラ 23 
 8 サーティース・フォード 3 
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。
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催
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。
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ー
ド
ラ
イ
バ
ー
が
手
に
し
た

収
入
な
ど
、
今
の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
比
べ
た
ら
微
々
た
る

も
の
だ
。
そ
れ
で
も
彼
ら
は
耐
火
服
も
着
ず
に
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
も
着
け
ず
に
燃
料
タ
ン
ク
に
囲
ま
れ
た
窮
屈
な

コ
ク
ピ
ッ
ト
に
潜
り
込
み
、
雨
の
ス
パ
や
霧
深
い
ニ
ュ

ル
ブ
ル
ク
リ
ン
ク
に
繰
り
出
し
て
い
っ
た
。

　

記
録
上
の
数
字
の
多
少
に
よ
っ
て
昔
と
現
在
と
を
単

純
に
比
較
す
る
の
は
正
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
そ
の
バ

ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
時
代
背
景
も
念
頭
に
置
き
、
先
人

た
ち
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
想
い
の
上
に
現
在
の
繁
栄
が

存
在
し
て
い
る
こ
と
を
、
本
誌
の
読
者
で
あ
る
な
ら
ば

ぜ
ひ
理
解
し
て
お
き
た
い
。 

F

61年ベルギーGP、スパのガレー
ジ内ではクーパーT53の整備中。
中央でJ.サーティースとB.マクラ
ーレンが話し込んでいる。前者は
60年まで２輪世界GP王座に君臨。

1966 1968

1969

1970

1967
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 順位 コンストラクター 有効得点 優勝
 1 フェラーリ 40（52） 5
 2 ロータス・クライマックス 32 3
 3 ポルシェ 22（23） 
 4 クーパー・クライマックス 14（18） 
 5 BRM・クライマックス 7 
 順位 コンストラクター 有効得点 優勝
 1 BRM 42（66） 4
 2 ロータス・クライマックス 36（38） 3
 3 クーパー・クライマックス 29（37） 1
 4 ローラ・クライマックス 19 
 5 ポルシェ 18（19） 1
 5 フェラーリ 18 
 7 ブラバム・クライマックス 6 
 8 ロータス・BRM 1 
 順位 コンストラクター 有効得点 優勝
 1 ロータス・クライマックス 54（74） 7
 2 BRM 36（45） 2
 3 ブラバム・クライマックス 28（30） 
 4 フェラーリ 26 1
 5 クーパー・クライマックス 25 
 6 BRP・BRM 6 
 7 ポルシェ 5 
 8 ロータス・BRM 4 
 順位 コンストラクター 有効得点 優勝
 1 フェラーリ 45（49） 3
 2 BRM 42（51） 2
 3 ロータス・クライマックス 37（40） 3
 4 ブラバム・クライマックス 30 2
 5 クーパー・クライマックス 16 
 6 ブラバム・BRM 7 
 7 BRP・BRM 5 
 8 ロータス・BRM 3 
 順位 コンストラクター 有効得点 優勝
 1 ロータス・クライマックス 54（58） 6
 2 BRM 45（61） 3
 3 ブラバム・クライマックス 27（31） 
 4 フェラーリ 26（27） 
 5 クーパー・クライマックス 14 
 6 ホンダ 11 1
 7 ブラバム・BRM 5 
 8 ロータス・BRM 2 

F1GP 1961～70 コンストラクターズランキング7月15日

8月14日

8月27日

9月10日

1月1日

4月7日

5月7日

5月12日

6月8日

6月9日

6月23日

7月7日

7月20日

10月6日

5月4日

5月18日

5月30日

7月19日

8月1日

10月8日

4月19日

5月10日

5月30日

6月2日

6月12日

6月14日

6月21日

8月2日

8月16日

9月5日

9月6日

10月4日

10月25日

J.クラークがイギリスGPで通算５勝目

ボブ・アンダーソンがシルバーストンでF1テスト中に事故死

カナダGPが選手権戦としては初開催、モスポートパークで

イタリアGP激闘の末、ホンダが２勝目。J.サーティースがJ.ブラバ
ムを0.2秒差で降す

1.6ℓF2のヨーロッパ選手権開始

全12戦、①ZA②E③MC④B⑤NL⑥F⑦GB⑧D⑨I⑩CDN⑪USA⑫
MEX。非選手権４戦

J.クラークがJ.M.ファンジオを上回るF1GP通算25勝目。南アフリ
カGP（キャラミ）で

J.クラークがホッケンハイムF2で事故死

M.スペンスがインディ500テスト中に事故死

スペインGPが選手権戦としては14年ぶりの開催、ハラマで

L.スカルフィオッティがロスフェルド・ヒルクライムで事故死

ブルース・マクラーレンが自製F1で優勝。ベルギーGP（スパ・フ
ランコルシャン）で。小型ウイング装着車登場

マトラが初優勝。J.スチュワートがドライブ。オランダGP（ザンド
フールト）で

J.イクス（フェラーリ）が初優勝。ジョー・シュレッサー（空冷ホ
ンダ）が焼死。フランスGP（ルーアン）で

ジョー・シフェール（プライベートロータス）が初優勝。イギリス
GP（ブランズハッチ）で。巨大ウイング林立

マリオ・アンドレッティ（ロータス）がF1デビュー戦でPP。アメ
リカGP（ワトキンスグレン）で

ホンダとクーパーとイーグルがF1撤退

全11戦、①ZA②E③MC④NL⑤F⑥GB⑦D⑧I⑨CDN⑩USA⑪
MEX。非選手権４戦

スペインGPがモンジュイック市街地では初開催。ウイング脱落によ
る事故が多発

G.ヒルがモナコGPで通算５勝目。予選中にハイウイングの使用禁
止決定

インディ500でM.アンドレッティ（ホーク・フォード）が初優勝

イギリスGP（シルバーストン）に３種類の４輪駆動F1が登場

ゲルハルト・ミッター（BMW F2）が事故死。ドイツGP（ニュル
ブルクリンク）予選中

J.リント（ロータス）が初優勝。G.ヒルが重傷。アメリカGP（ワト
キンスグレン）で

全13戦、①ZA②E③MC④B⑤NL⑥F⑦GB⑧D⑨A⑩I⑪CDN⑫
USA⑬MEX。非選手権３戦

サイドラジエターのロータス72が台頭。マーチとサーティースとテ
ィレルがF1GPデビュー

新興マーチシャシーが初優勝、J.スチュワートがドライブ。スペイ
ンGP（ハラマ）で。多重炎上事故発生

モナコGP最終周でJ.リント（ロータス）がJ.ブラバムを抜いて逆転
勝利

インディ500でA.アンサー（PJコルト・フォード）が優勝。兄ボビ
ー（68年覇者）と兄弟ウイナー初達成

B.マクラーレンが事故死。グッドウッドでCan-Amカーテスト中

10月開催予定の日本グランプリの中止をJAFが発表。日産とトヨタ
の排ガス対策→日本グランプリ欠場発表を受けて

ル・マン24時間でポルシェが917で初優勝。映画『栄光のル・マ
ン』のモデル

ピアス・カレッジ（デ・トマソ）が焼死。オランダGP（ザンドフー
ルト）で

ドイツGPはGPDAがニュルブルクリンクでの開催をボイコット、ホ
ッケンハイムに移して開催

オーストリアGPがエステルライヒリンクでは初開催

チャンピオン目前のJ.リントが事故死。イタリアGP（モンツァ）予
選で

新人クレイ・レガッツォーニ（フェラーリ）が初優勝。イタリアGP
で

新人エマーソン・フィッティパルディ（ロータス）が初優勝。アメ
リカGPで。故J.リントの王座決定

メキシコGPはコース脇まで大勢の観客が押し寄せ、この年限りで中
止

J.ブラバムとD.ガーニーが現役引退。ダンロップタイヤがF1撤退

66年のF1シーンを活写
した米国映画『グラン・
プリ』のプログラム表紙。
F1界が商売抜きで全面
協力した。いまネットで
検索すると一部視聴でき
る。疾走する66年型F1
の姿にまず興奮せよ。

何
度
も
繰
り
返
し
名
前
を
見
返
し
て
い
る
と
、い
つ
し
か
60
年
代
が
恋
し
く
な
っ
て
く
る

1961

1962

1963

1964

1965

1968
1969

1970
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１
９
６
０
年
代
の
Ｆ
１
マ
シ
ン
は
大
き
く
分
け
て
61

年
か
ら
の
１
・
５
ℓ
時
代
と
66
年
か
ら
の
３
ℓ
時
代
に

分
け
ら
れ
る
。
そ
れ
ま
で
の
２
・
５
ℓ
（
も
し
く
は
０

・
75
ℓ
過
給
器
）
エ
ン
ジ
ン
か
ら
、
ス
ピ
ー
ド
の
抑
制

と
軽
量
化
の
両
立
を
目
的
に
１
・
５
ℓ
Ｎ
Ａ
に
統
一
さ

れ
た
Ｆ
１
で
は
、
57
年
に
ク
ー
パ
ー
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
ミ
ッ
ド
シ
ッ
プ
レ
イ
ア
ウ
ト
が
主
流
と
な
り
、

61
年
の
４
輪
駆
動
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
Ｐ
99
を
最
後
に
フ
ロ

ン
ト
エ
ン
ジ
ン
車
は
消
滅
。
フ
ロ
ン
ト
ラ
ジ
エ
タ
ー
の

「
葉
巻
型
」と
呼
ば
れ
る
ボ
デ
ィ
シ
ェ
イ
プ
が
定
着
す
る
。

あ
わ
せ
て
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
も
そ
れ
ま
で
の
リ
ジ
ッ
ド

や
ス
ト
ラ
ッ
ト
は
姿
を
消
し
、
剛
性
が
高
く
、
路
面
追

従
性
の
い
い
ダ
ブ
ル
ウ
イ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ン
と
コ
イ
ル
ス

プ
リ
ン
グ
の
組
み
合
わ
せ
が
一
般
的
と
な
っ
た
。

　

シ
ャ
シ
ー
は
鋼
管
ス
ペ
ー
ス
フ
レ
ー
ム
が
一
般
的
だ

っ
た
が
、
62
年
に
ア
ル
ミ
合
金
の
パ
ネ
ル
を
バ
ス
タ
ブ

状
に
組
み
合
わ
せ
た
、
軽
量
、
高
剛
性
の
モ
ノ
コ
ッ
ク

を
ロ
ー
タ
ス
が
開
発
。
コ
ン
パ
ク
ト
で
高
出
力
な
コ
べ

ン
ト
リ
ー
・
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
90
度
Ｖ
８
、
Ｆ
Ｗ
Ｍ

Ｖ
ユ
ニ
ッ
ト
を
搭
載
し
た
ロ
ー
タ
ス
25
が
こ
の
時
代
の

最
適
解
と
な
っ
た
。
63
年
ダ
ン
ロ
ッ
プ
が
扁
平
、
ワ
イ

ド
ト
レ
ッ
ド
の
13
イ
ン
チ
タ
イ
ヤ
を
初
投
入
し
た
こ
と

で
コ
ー
ナ
リ
ン
グ
ス
ピ
ー
ド
が
飛
躍
的
に
上
昇
す
る
。

　

66
年
か
ら
始
ま
っ
た
３
ℓ
（
も
し
く
は
１
・
５
ℓ
過

給
器
）
エ
ン
ジ
ン
に
な
っ
て
も
、
基
本
的
な
マ
シ
ン
コ

ン
セ
プ
ト
は
１
・
５
ℓ
時
代
と
変
わ
ら
ず
、
シ
ャ
シ
ー

は
ブ
ラ
バ
ム
、
ク
ー
パ
ー
な
ど
一
部
を
除
き
ア
ル
ミ
モ

ノ
コ
ッ
ク
が
主
流
と
な
る
。
た
だ
し
エ
ン
ジ
ン
の
大
型

化
と
高
出
力
化
に
伴
い
マ
シ
ン
の
全
長
や
ト
レ
ッ
ド
、

ホ
イ
ー
ル
ベ
ー
ス
は
ひ
と
回
り
大
型
化
し
た
。

　

エ
ン
ジ
ン
は
高
出
力
の
多
気
筒
エ
ン
ジ
ン
が
有
利
と

さ
れ
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
、
ホ
ン
ダ
、
マ
セ
ラ
テ
ィ
、
ガ
ー

ニ
ー
・
ウ
ェ
ス
レ
イ
ク
が
Ｖ
12
を
、
Ｂ
Ｒ
Ｍ
が
Ｈ
16
を

開
発
す
る
が
67
年
に
フ
ォ
ー
ド
、
コ
ス
ワ
ー
ス
、
ロ
ー

タ
ス
に
よ
り
Ｆ
２
用
の
直
４
Ｆ
Ｖ
Ａ
を
Ｖ
８
化
し
た
Ｄ

Ｆ
Ｖ
が
登
場
。
こ
の
Ｄ
Ｆ
Ｖ
を
搭
載
し
た
ロ
ー
タ
ス
49

が
３
ℓ
期
の
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
と
な
っ
た
。

　

ま
た
68
年
に
は
増
大
し
た
パ
ワ
ー
を
活
か
す
た
め
４

輪
駆
動
と
空
力
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
ス
タ
ー
ト
。
複
雑

で
重
い
４
輪
駆
動
は
す
ぐ
に
淘
汰
さ
れ
る
が
、
モ
ナ
コ

Ｇ
Ｐ
で
ロ
ー
タ
ス
が
フ
ロ
ン
ト
ウ
イ
ン
グ
と
リ
ヤ
ス
ポ

イ
ラ
ー
を
装
着
す
る
と
、
ベ
ル
ギ
ー
Ｇ
Ｐ
で
は
フ
ェ
ラ

ー
リ
が
セ
ン
タ
ー
ウ
イ
ン
グ
を
採
用
。
フ
ラ
ン
ス
Ｇ
Ｐ

か
ら
リ
ヤ
ハ
イ
ウ
イ
ン
グ
と
な
り
、
69
年
開
幕
の
南
ア

フ
リ
カ
Ｇ
Ｐ
で
は
前
後
ハ
イ
ウ
イ
ン
グ
が
装
着
さ
れ
た
。

　

ほ
ど
な
く
ハ
イ
ウ
イ
ン
グ
が
禁
止
さ
れ
る
と
ロ
ー
タ

ス
は
ボ
デ
ィ
全
体
で
ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー
ス
を
稼
ぐ
ウ
エ
ッ

ジ
シ
ェ
イ
プ
へ
と
傾
倒
。
70
年
の
ロ
ー
タ
ス
72
の
登
場

と
と
も
に
「
葉
巻
型
」
の
時
代
は
終
焉
す
る
。 

F

葉巻型時代の
F1マシン

1960年までの2.5ℓF1GPは、ミッドシップとFRが混在
迎えた61年の1.5ℓF1新シーズンはほぼミッドシップで占められた

英国系チームを中心にマシンの革新は進みながら分派
現在に続く新たなコンストラクターも誕生していった

Text/Yoshio Fujiwara  Photos/FORD, Motorsport Images

1961   1970
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　60年代のF1シーンのトレンドを作り上げ
たのは、間違いなくコリン・チャップマン率
いるチーム・ロータスだった。
　60年に18でミッドシップ化に成功した彼
らは1.5ℓ初年度の61年にボディをスリムに
し、空力的に洗練させた21を開発。62年シ
ーズン開幕前の非選手権にはコベントリー・
クライマックスFWMV V8に対応した正常
進化型の24を送り出す。その裏でチャップ
マンは市販車エランのバックボーンフレーム
の開発過程にヒントを得て、スチール製のツ
インチューブと前後バルクヘッドにアルミ合
金パネルを組み合わせたモノコックシャシー
を発案。62年の開幕戦オランダGPでデビュ
ーした25のモノコックシャシーは、軽量な
がら24の２倍近い捩り剛性を確保していた。
またシンプルな構造はエンジンの脱着などメ
ンテナンス性が向上するとともに、ドライバ
ーを極力寝かせる姿勢とすることでロールセ
ンターを低くすることにも成功。硬めのアン
チロールバーと柔らかいスプリングを使用す
ることで、高いメカニカルグリップも実現し
ていた。63年にはFWMVをインジェクショ
ン化し、さらにダン・ガーニーの求めに応じ
て25にフォードV8を搭載した29でインデ

ィにも挑戦。その後F1では25の改良型であ
る33で64＆65年シーズンを戦う一方で、
65年にレン・テリーが設計した38でクラー
クとともにインディ500を制覇した。しかし
66年から始まった3ℓF1に際してはエンジ
ン確保に失敗。テリーが設計した38の流れ
を汲む43にBRM H16ユニットを搭載して
急場を凌ぎつつ、極秘裏にフォードの資金援
助のもとコスワースと共同でDFVの開発に
成功する。
　そしてチャップマンとモーリス・フィリッ
プが設計しDFVを積む49は、クラークとグ
ラハム・ヒルという当代一のドライバーに託
され、一夜にして勢力図を塗り替えた。とこ
ろが68年4月のホッケンハイムF2でクラー
クが事故死。失意の中、ヒューランド・ギヤ
ボックスやウイングの採用で競争力を増した
改良型の49Bがヒルの手でダブルタイトル
を獲得する。それと並行してインディ用には
ウエッジシェイプ、４輪駆動、ガスタービン
エンジン搭載の56を製作。
　またシーズンオフには完全ウエッジシェイ
プボディをもつ57を試作するとともに、69
年用にそれらの経験を反映した４輪駆動の
63を開発し、72誕生への素地を作っていく。

ロブ・ウォーカーレーシングチーム（1961-62、68-70）
ブラバム・レーシングオーガニゼーション（1962-63）
エキュリー・フィリピネッティ（1962-63）
シフェール・レーシングチーム（1963-64）
エキュリー・ボニエ（1969）

ロータスシャシーを用いた主なプライベーターチーム

チーム・ロータス

クラークの才能とDFVで60年代のF1をリード

Team Lotus

ロータス49／1967

ロータス49C／1970 ロータス63／1969

ロータス25／1962

ロータス43／1966

ロータス49B／1968

ロータス21／1961

ロータス33／1964

ロータス38／1965

ロータス49B／1968

60年代のロータスは、スペースフレームの
21を経て25でバスタブ式モノコックを採
用。63年と65年には25を駆るジム・クラ
ークによりドライバーズとコンストラクタ
ーズタイトルを獲得。さらに67年にDFVエ
ンジンを得ると速さは群を抜き、68年＆70
年にダブルタイトルを獲得した。

1965年には、F1モナコGPを欠席してインディ500に出場したジム
・クラークがロータス38・フォードで総合優勝。

1968年ロータス49Bを使うロブ・ウォーカーチームから出場した
ジョー・シフェールが、イギリスＧPでワークスを下して優勝。
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　1.5ℓF1が始まった時BRMは生みの苦し
みの中にいた。前年のP48でミッドシップ
化を果たすも自製エンジンの開発が難航。し
かし62年、機械式燃料噴射装置を備えた90
度V8が完成し、トニー・ラッドが設計した
ショートホイールベースが特徴のP57に搭
載され本領を発揮。グラハム・ヒルが全戦完
走で4勝を挙げ、チームとともに初タイトル
を獲得した。63年のフランスGPでは早くも
モノコックシャシーのP61を投入するが、リ
ヤバルクヘッドを省略した構造が災いし失敗。
しかし64年登場のP261は高い戦闘力をみせ、

　1959・60年のF1王者であるジャック・
ブラバムは、61年にモーターレーシング・
ディベロップメント（MRD）を設立。62年
からブラバムの名でF1にも進出する。デザ
イナーは同郷のロン・トーラナックで、鋼管
スペースフレームのシンプルながらブラバム
の経験則に基づいたドライバーフレンドリー
なBT3を設計。63年には新加入のダン・ガ
ーニーが進化版のBT7で上位に進出、64年
のフランスで初優勝。最終戦メキシコでも新
型BT11で優勝。そして66年、ブラバムは
オーストラリアのレプコに依頼し、市販車オ

65年もヒルがタイトル争いに加わる。66年
からの3ℓ化にあたっては、ラッドが180度
に開いたV8を上下に重ねたH型16気筒を発
案。平たく短いP83に搭載されるもトラブ
ル続き。67年も引き続きH16を搭載した
P115を投入するが期待の若手ジャッキー・
スチュワートでも優勝できず。68年からは
新開発のV12を搭載したP133、69年に改
良型のP138、P139を投入するが低迷。し
かし69年に加入したトニー・サウスゲート
が設計したP153が70年ベルギーGPで久々
に優勝を果たし復調の兆しを見せた。

ールズモビルF85のアルミブロックをベース
としたコンパクトで丈夫なタイプ620 
SOHC V8を独自に開発。BT11の進化型、
BT19を駆る40歳のブラバムが史上初めて
オーナー兼ワールドチャンピオンに輝いた。
翌67年も同じコンセプトのBT24に乗るデ
ニス・ハルムが王座を獲得し黄金期を迎えた
が、68年のBT26レプコは低迷。ところが
69年にDFVを獲得するとスペースフレーム
のBT26Aで新人ジャッキー・イクスが2勝。
70年にはモノコックを採用したBT33を開発、
開幕戦でブラバムが生涯最後の優勝を飾った。

レグ・パーネルレーシング（1966-69）
バーナード・ホワイトレーシング（1966-68）
UTA レーシング・オーガニゼーション（1970）

DW レーシング・エンタープライゼス（1964-68）
ロブ・ウォーカーレーシングチーム（1964-66）
シフェール・レーシングチーム（1964）
ヨアキム・ボニエレーシングチーム（1966）

BRM P57／1962

ブラバムBT20／1966

BRM P138／1968

ブラバムBT11／1964

BRM P153／1970

ブラバムBT26／1968

ブラバムBT33／1970

BRM P261／1964

ブラバムBT7／1963

BRM P139／1969

ブラバムBT22／1966

ブラバムBT26A／1969

英国のコンストラクターとして知られるBRMは、シャシーのみならずエンジン
メーカーとしても知られた。1.5ℓV8エンジンや３ℓH型16気筒、V型12気筒
エンジンを開発し、自チームのみならず他チームへも供給しF1を支えた。

ブラバムBTシリーズの1.5ℓF1時代はコベン
トリー・クライマックスV8エンジンを搭載。
３ℓ時代はオーストラリアのレプコ製V8エン
ジンを搭載し1966-67年にジャック・ブラバ
ム、デニス・ハルムの戴冠に貢献。またスペ
ースフレームシャシーはBT26＆26Aシリー
ズで最後となり、BT33（1970）からは他チ
ーム同様モノコックシャシーとなった。

BRMシャシーを用いた主なプライベーターチーム

ブラバムシャシーを用いた主なプライベーターチーム

ブリティッシュ・レーシング・モータース

ブラバム

英・自動車工業会が生んだコンストラクター

自らの名前を冠したチームで参戦しタイトル奪取

British Racing Motors

Brabham 
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　ミッドシップでF1界にシャシー改革をも
たらし、59年と60年のタイトルを獲得した
クーパーだったが、1.5ℓエンジンへの対応
に失敗。前年のT53を踏襲したT55にF2譲
りのコベントリー・クライマックスFPF直4
を搭載し出場。ドイツGPから新開発の
FWMV V8が優先供給されるが、改良型の
T58ともに活かせずに終わる。62年にはボ
ディ幅を狭めたT60を投入し、ケン・ティレ
ルがマネージメントを行なうようになるが状
況は好転しなかった。その後、63年のT63、
64年のT73、65年のT77もボディシェイプ

　フェラーリの60年代は波乱の10年となっ
た。1.5ℓ初年度の61年はカルロ・キティが
開発したミッドシップの156とV6ディーノ
ユニットが大当たりして快走。しかし第7戦
でランキングトップのエース、ウォルフガン
グ・フォン・トリップスが事故死。ナンバー
２のフィル・ヒルがアメリカ人初のワールド
チャンピオンに輝いた。ところが年末にキテ
ィら首脳陣がエンツォ・フェラーリと対立し
て離脱。マシンの開発も止まり一気に低迷す
る。63年ジョン・サーティースが加入する
とともにマウロ・フォルギエリがモノコック
シャシーの158とV8ユニットの開発に奔走。
その努力は64年最終戦で逆転のダブルタイ

こそ変われど実質的には古いT53の流れを汲
むもので、戦闘力は相対的に低下していった。
加えて64年のチャールズ・クーパーの死去
に伴い、65年からチームはチップス・モー
ター・グループに売却された。66年の3ℓ化
では57年のF2用にルーツを持つ古いマセラ
ティ60度V12を獲得。デリック・ホワイト
設計のモノコックシャシーを持つT81を投入
するが重く大柄で下位に沈む。67年のT86
は「最も醜いF1」と酷評され、68年には
BRM V12を搭載したT86Bで再起を図るも
のの浮上することなくワークス活動を終了。

トル獲得というかたちで報われる。65年は
新開発のフラット12エンジンも投入するが、
スポーツカーと３ℓエンジンの開発にリソー
スを割かれ低迷。66年は新開発の60度V12
を積む312でサーティースが快走するもシー
ズン途中にお家騒動から離脱。67年はエー
スとなったロレンツォ・バンディーニがモナ
コで事故死するなどマシン以外の要因で低迷
を喫する。続く68年と69年もDFV勢を前に
苦戦を強いられるが、70年にフラット12を
積む312Bが登場すると優勝戦線に復帰した。

アングロ＝アメリカン・エキップ（1962）
ロブ・ウォーカーレーシングチーム（1963-68）
ヨアキム・ボニエレーシングチーム（1966-68）

FISA（1961）
スクーデリア・サント・アンブロース（1961）
ノース・アメリカン・レーシングチーム（1964-65、69）

フェラーリ156／1961

クーパーT60／1962

フェラーリ246／1966

クーパーT77／1965

フェラーリ312／1967

クーパーT86B／1968

フェラーリ312B／1970

クーパーT86B／1969

フェラーリ158／1964

クーパーT58／1961

フェラーリ312／1966

クーパーT81／1966

フェラーリ312／1969 フェラーリ312／1968

1.5ℓF1時代初年度の1961年にはフェラ
ーリ156を駆るアメリカ人、フィル・ヒル
がドライバーズタイトルを、チームもコン
ストラクターズタイトルを獲得。彼らが次
にタイトルを獲得したのは64年、ジョン・
サーティースによって。３ℓ時代の66年か
らは「312」の名前を冠するマシンが登場
するが、タイトル争いからは遠のいた。

クーパーは1959-60年とミッドシップ
にエンジンを搭載したT51でドライバ
ーとコンストラクターのタイトルを獲
得し、1.5ℓ時代の62年には３位とな
った。３ℓ時代の66＆67年にはマセ
ラティV12を搭載し３位を獲得も、ワ
ークスチームとしては68年いっぱいで
撤退。以後はプライベーターチームが
クーパー製シャシーで参戦した。

クーパーシャシーを用いた主なプライベーターチーム

フェラーリシャシーを用いた主なプライベーターチーム

クーパー

スクーデリア・フェラーリ

ミッドシップ化に先鞭も３ℓ時代には対応できず

世界選手権スタート以前より存在する、F1GPの代名詞

Cooper 

Scuderia Ferrari S.p.A.
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　ブラバムの後を継いでクーパーのエースと
して活躍していたブルース・マクラーレンも、
63年に自身のコンストラクターを設立。66
年からは自身のマシンで参戦した。コンコル
ドの開発に携わっていたロビン・ハードがデ
ザインしたM2はファイアストンのテスト用
に作られたもので、ジュラルミンシートとバ
ルサ材のコアでできた「マライト」をモノコ
ックのパネルに使用。インディ用を改造した
フォードV8、次にセレニッシマV8を積んだ
M2BをF1用として出走する。67年にはトロ
ージャンが製作しBRM 2ℓV8を積んだ

M4BとBRM V12を積んだM5Aを投入。そ
して68年、DFVを手に入れるとハードとゴ
ードン・コパックがデザインしたM7Aが戦
闘力を発揮。ベルギーでマクラーレンが優勝
し、イタリアとカナダでデニス・ハルムが連
勝。コンストラクターズ２位に食い込んだ。
69年はM7Aで出場する傍ら、F5000マシン
ベースのM7Cと４輪駆動のM9Cも投入。し
かしM7Aの改良型M14A、アルファロメオ
V8を搭載するM14Dを投入した70年シーズ
ン中にマクラーレンが事故死。チームはテデ
ィ・メイヤーの手に委ねられることに。

アングロ・アメリカン・レーサーズ（1968）
エキュリー・ボニエ（1968、70）
チーム・サーティース（1970）

マクラーレンシャシーを用いた主なプライベーターチーム

マクラーレン

F1、インディ、スポーツカーでレースを席捲した新興勢力

McLarenマクラーレンM5A／1967

マクラーレンM7C／1968

マクラーレンM9A／1969

マクラーレンM7C／1970

マクラーレンM2B／1966

マクラーレンM7A／1968

マクラーレンM14A／1970

ホンダRA273／1966

ホンダRA271／1964

ホンダRA300／1967

ホンダRA300／1968

ホンダRA302／1968

ホンダRA272／1965

ホンダRA273／1967

ホンダRA301／1968

　市販４輪への本格参入を前にした63年秋に、
ホンダはロータスへのF1エンジン供給に合意。
並行して開発された1.5ℓ60度V12 DOHC
エンジンはクランクケース一体型ギヤボック
ス、ヨー慣性モーメントの低減を狙った独創
的な横置きレイアウトを採用。ところがロー
タスから一方的に契約を破棄され自力での参
戦を決意。エンジンをストレスメンバーにし
たセミモノコックのRA271を作り上げ64年
ドイツGPから参戦を開始した。その進化型
というべきRA272で挑んだ65年は最終戦メ
キシコGPでリッチー・ギンサーが優勝。翌

66年はイタリアGPから縦置き90度V12を
搭載するフルモノコックのRA273を投入す
るが戦闘力は低かった。67年はサーティー
スを通じてローラと提携しイギリスに拠点を
設立。インディカーのローラT90を改造した
RA300はサーティースの手でイタリアGPで
優勝。続く68年には新設計のV12を積み軽
量化を果たしたRA301で参戦。空冷V8を積
むRA302がフランスGPに投入されるも、ジ
ョー・シュレッサーが事故死。RA301も2
位が最高位に終わり、失意のうちに第１期の
活動を終了した。

ホンダ

２輪世界GPの技術でF1へ挑戦

Honda 

エンジンサプライヤーとして参戦を予
定していたホンダだったが、64年に自
社製作マシンでF1進出。62年秋にク
ーパーT53を入手しF1シャシーとエン
ジンを学び、64年からの実戦では1.5
ℓ横置きV12エンジンを搭載した。苦
戦が続けたが65年最終戦でギンサーが
優勝。３ℓ時代の67年にはジョン・サ
ーティースが加入。ローラと共同製作
したRA300はイタリアGPで優勝した。
68年には日本で開発した空冷エンジン
搭載のRA302を持ち込んだが、悲劇的
な結末となってしまった。

チーム結成初期はブルース・マクラーレンの１台のみで出走。68年のM7Aよ
り北米Can-Amシリーズで走っていたチームメイト、デニス・ハルムとの2カ
ーエントリーで参戦開始。またこの年よりチームカラーのパパイヤオレンジに
塗られた。Can-Amに出場していたジョン・サーティースも、自チームを設立
した70年序盤、マクラーレンM7Cを使ってF1に参戦している。



23

　自製のF3で65年から活動を始めたマトラ
は66年にF2、68年にはエルフとフランス政
府の支援でF1へ進出。そしてスポーツカー
レースへの転用も考慮したV12DOHCを設計。
シャシーはMS7を改良したMS9。そこにF2
を運営していたティレルがDFVでスチュワ
ートを擁して後追い参戦。V12を積むマト
ラ・スポーツとDFVを積むマトラ・インタ
ーナショナルの２チーム体制となった。69
年はマトラ・インターナショナルに活動を一
本化しMS80 DFVで出場。スチュワートが
6勝を挙げ初戴冠。70年、マトラがクライス
ラー傘下となったことでティレルが離脱し、
再びマトラ・スポーツが登場。V12を積ん
だMS120は72年まで参戦した。

　1957年の1.5ℓF2にポルシェは2シーターの
718RSKをシングルシーターにした718RSK F2
で出場。61年からF1が1.5ℓになるとクーゲル
フィッシャーの燃料噴射装置を装着した787 F1
で参戦。62年には新設計の鋼管スペースフレー
ムに空冷水平対向8気筒エンジンを載せた804を
投入。フランスGPではダン・ガーニーのドライ
ブで、空冷エンジン搭載車として唯一の優勝を記
録したが、その後ワークス活動は休止された。

　1964年にダン・ガーニーが設立。66年からの
F1とインディ参戦を目指しレン・テリーに兼用
のシャシーの設計を依頼。F1用はコベントリー
・クライマックス2.7ℓV8を搭載したイーグル
T1Gを名乗りベルギーでデビュー。イタリアGP
からはハリー・ウェスレイクが製造した専用設計
のV12エンジンで出場。67年のベルギーGPでは
オール・アメリカとして値千金の優勝を勝ち取る
が、68年にウェスレイクと提携を解消、撤退する。

　ファーガソンP99は史上初の４輪駆
動かつ最後のフロントエンジン方式の
F1マシンだ。非F1選手権として開催
されたオールトンパークでは大雨の中
スターリング・モスが優勝している。ロ
ーラは62年から断続的にF1参戦。共
同開発のホンダRA300のローラ側の
呼称はローラT130。デ・トマソも61
年に単独参戦の後、70年にウイリアム
ズとジョイントで復帰。ジャンパオロ
・ダラーラが設計した。この70年は新
興コンストラクターが登場した年だっ
た。マーチが市販した701は多くのプ
ライベートチームが使用。１レースに
6台が出走したことも。サーティース
はホンダ撤退後に自チームを興しTS7
で参戦した。ティレルは繋ぎのマーチ
701に満足できず自製001をシーズン
終盤に投入した。

マトラ

ポルシェ

アングロ・アメリカン・レーサーズ

本家と分家で
搭載エンジンが分かれた

60年代に出場した
その他のF1

空冷F1で唯一の成功

アメリカ製のマシン＋エンジン＋ドライバーで参戦

Matra

Porsche

Anglo American Racers

マーチ701／1970

サーティースTS7／1970

ファーガソンP99／1961

ローラMk.4／1962

ティレル001／1970

デ・トマソ505／1970

ポルシェ804／1962

イーグルT1G／1967

マトラMS80／1969

マトラMS11／1968

マトラMS120／1970

マトラMS7／1967

マトラMS84／1969 マトラMS10／1969

1967年のテスト参戦を経て68年から本格参戦するが、マトラ自製のV12を搭載したマトラ・スポーツとDFVを搭載し
たマトラ・インターナショナル（ティレル）が並行して参戦した。69年にはインターナショナルのジャッキー・スチュ
ワートがドライバーズタイトルを獲得した。
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覚
え
の
あ
る〝
ロ
ー
カ
ル
ヒ
ー
ロ
ー
〞

た
ち
が
Ｆ
１
の
門
を
叩
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
ん
な
ド
ラ
イ
バ
ー
の
勢
力
図
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
ひ
と
つ
が
、
58
年
に
イ
タ
リ
ア
で
始
ま
り
、
程
な

く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
に
広
が
っ
た
フ
ォ
ー
ミ
ュ

ラ
ジ
ュ
ニ
ア
（
Ｆ
Ｊ
）
だ
。
ち
ょ
う
ど
Ｆ
１
が
１
・
５

ℓ
に
移
行
し
１
・
１
ℓ
の
Ｆ
Ｊ
と
大
き
な
差
が
な
く
な

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
育
っ
た
。

　

そ
の
筆
頭
格
が
ロ
ー
タ
ス
と
と
も
に
台
頭
し
た
ジ
ム

・
ク
ラ
ー
ク
で
、
ほ
か
に
も
ト
レ
バ
ー
・
テ
イ
ラ
ー
、

ピ
ー
タ
ー
・
ア
ラ
ン
デ
ル
、
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
バ
ン
デ
ィ

ー
ニ
と
い
っ
た
血
気
盛
ん
な
若
者
た
ち
が
Ｆ
Ｊ
で
の
成

功
に
よ
っ
て
Ｆ
１
へ
の
扉
を
開
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
し
て
66
年
か
ら
の
３
ℓ
時
代
に
な
る
と
、
急
激
に

増
大
し
た
エ
ン
ジ
ン
パ
ワ
ー
も
あ
っ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
化
は
さ
ら
に
進
み
、
経
験
豊
富

な
30
代
の
ベ
テ
ラ
ン
と
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
、

ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
イ
ク
ス
、
ヨ
ッ
ヘ
ン
・
リ
ン
ト
と
い
っ

た
新
進
気
鋭
の
若
手
が
大
勢
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。

　

現
代
と
違
う
の
は
、
レ
ー
ス
の
開
催
数
も
10
戦
程
度

と
少
な
か
っ
た
た
め
Ｆ
２
に
出
場
し
た
り
、
オ
フ
シ
ー

ズ
ン
に
は
南
半
球
の
タ
ス
マ
ニ
ア
シ
リ
ー
ズ
に
出
場
す

る
の
が
一
般
的
だ
っ
た
こ
と
だ
。
し
か
し
ス
ポ
ン
サ
ー

の
影
響
が
強
ま
り
レ
ー
ス
自
体
が
先
鋭
化
す
る
に
つ
れ
、

そ
う
し
た
〝
兼
業
〞
は
次
第
に
淘
汰
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
こ
の
時
代
の
特
徴
は
ブ
ラ
バ
ム
の
成

功
以
降
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
自
身
の
コ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
創
設
に
動
き
出
し
た
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は

ド
ラ
イ
バ
ー
業
以
上
に
茨
の
道
と
な
っ
た
。 

F

“フライング・スコット”の愛称で呼ばれた
60年代を象徴するレーサーのひとり。スコッ
トランドの農家に生まれ、免許を取得するとロ
ーカルレースへ出場。すぐにその才能は衆目を
集め、アストンマーティンやロータスから声が
かかるようになる。チーム・ロータスから出場
した60年のFJで圧倒的な強さを見せると、第
４戦オランダGPでF1に昇格する。62年、モ
ノコックの25を得ると才能は一気に開花。最
終戦までヒルと王座を争う。翌63年にはポー
ルポジション（PP）７回、７勝という圧倒的
な強さで初タイトルを獲得。以降、常に王座争

いを展開し、65年には２度目のチャンピオン
に輝いている。またF1以外でもロータスとと
もにF2、タスマン、ツーリングカー、スポー
ツカーレースに積極的に挑戦。65年には38で
インディ500をも制した。66年は走らない43
で低迷するがそれでも１勝。49DFVを得た67
年はシーズン最多の４勝を記録するも王座には
届かず。そして王座獲得に期待のかかった68年、
４月のホッケンハイムF2でクラッシュし還ら
ぬ人となった。F1では通算25勝。33回のPP
記録は89年のアイルトン・セナまで破られな
かった。

ジム・クラーク

同じ年にF1とインディ500を制した、3冠王者のスター

Jim Clark
1966年F1最終戦メキシコ
GPに出場したドライバー
の一部。（写真左より）モイ
セス・ソラーナ、イネス・
アイルランド、ダン・ガー
ニー、ジャック・ブラバム、
ジョー・シフェール、リッ
チー・ギンサー、ピーター
・アランデル、ロニー・バ
ックナム、ブルース・マク
ラーレン、ヨアキム・ボニ
エ、ペドロ・ロドリゲス。ド
ライバーは無地の２ピース
レーシングスーツを着て、
レース前のせいか履いてい
る靴もレーシングシューズ
や革靴、デッキシュ－ズな
どまちまち。

James Clark Jr. OBE│1936年
３月４日～1968年４月７日。イ
ギリス・スコットランド出身。



26

F1立志伝の人。イギリスの中流家庭に育ち24
歳でレーサーを志望。計器で有名なスミスを退
職し、ロータスでメカニックとして働きながら
レース活動を始める。58年にロータスからF1
デビュー、60年にBRMへ移籍。芽が出ない時
期が続くが62年の開幕戦オランダGPで初優勝
を飾ると一気に開花し、初タイトルを獲得。
63年から65年まで連続でシリーズ２位となる
などトップドライバーに上り詰めた。そして

戦争孤児として素行の悪さも目立ったが、61
年に級友のヘルムート・マルコらと見たドイツ
GPに感化されレーサーになることを決意。63
年のFJでは２戦目で優勝を飾り、64年にはロ
ブ・ウォーカーのブラバムでオーストリアGP
にデビュー。その後65年にクーパーへNo.2と
して加入。ル・マンでは総合優勝も飾った。さ
らに66年には走らないクーパーT81でランキ
ング３位に入る殊勲を挙げた。69年にはバー

15歳で２輪デビュー、56年にMVアグスタで
世界２輪GP 500ccで戴冠。その後60年まで
に計７つのタイトルを獲得すると共に４輪に挑
戦。ケン・ティレルのクーパーでFJにデビュ
ー直後にロータスからF1にも参戦。いきなり
イギリスで２位、ポルトガルでPPを獲得する
非凡さをみせ63年にフェラーリへ移籍。64年

スコットランドで自動車販売業を営む父、レー
サーの兄をもつ環境に生まれる。失読症で学校
に馴染めない幼少期を過ごすが、クレー射撃で
才能を発揮しスコットランドチームのメンバー
に迎えられた。61年にレース活動を開始する
とすぐに頭角を現し、64年にクーパーのジュ
ニアチームを率いるケン・ティレルにスカウト

67年にロータスへ移籍。クラーク亡き後のチ
ームを引っ張り68年に２度目の王座に。通算
５勝を挙げたモナコマイスターとして知られる
ほか、66年インディ500、72年ル・マン24
時間と世界３大レースを制した唯一の人物。

ニー・エクレストンをマネージャーに迎えロー
タスへ。終盤のアメリカGPで初優勝を飾る。
迎えた70年はエースとして５勝を記録。イタ
リアGPの予選で事故死するも、そのままラン
キング首位を譲らず故人のままチャンピオンに。

最終戦で逆転王座を獲得、史上唯一の２輪、４
輪王者に輝いた。66年にはローラT70で初代
Can-Am王座に輝く一方、F1ではチーム不和
からシーズン途中にフェラーリを離脱。67年
からはホンダに加入し１勝。そして70年に自
チームを立ち上げ、78年までオーナー（ドラ
イバーは72年で引退）としてF1に参戦した。

される。そして65年にBRMからF1デビュー。
初戦から入賞を果たしたうえ第８戦イタリア
GPで優勝を飾りシリーズ３位に。68年にはテ
ィレルに誘われマトラへ移籍。いきなり王座争
いを繰り広げ、69年には圧勝で王座を獲得。
さらに71年、73年にもティレルでタイトルを
獲得。GP通算27勝はその後14年間の最多記録。

グラハム・ヒル

ヨッヘン・リント

ジョン・サーティース

ジャッキー・スチュワート

世界３大レースを制した“デイモンの父”

没後にワールドチャンピオンとなった最速男

世界２輪GPとF1
どちらもチャンピオンに輝く

F1の安全にも尽力した
三度のワールドチャンピオン

Graham Hill

Jochen Rindt

John Surtees

Jackie Stewart

Norman Graham Hill,｠OBE│1929年２月15日～
1975年11月29日。イギリス・ロンドン出身。

Karl Jochen Rindt│1942年４月18日～1970年９
月５日。ドイツ・ラインラント＝プファルツ州出身。

John Surtees OBE│｠1934年２月11日～2017年３
月10日。イギリス・サリー州出身。

Sir John Young Stewart OBE│1939年６月11日生
まれ。イギリス・スコットランド出身。
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戦後オーストラリアで自動車ショップ経営の傍
らミジェットレースで名を揚げ、55年に渡英。
クーパーの整備工として働きながらイギリス
GPでF1デビュー。59年のT51が高い戦闘力
を発揮すると開幕戦モナコで初優勝、その勢い
でチャンピオンを獲得。さらに60年もT53で
シーズン途中に５連勝するなど好調を維持し２
連覇を達成する。その頃から同郷のロン・トー
ラナックとともにコンストラクター設立を画策、

シフェールは57年に２輪でレースをスタート。
愛称は“ゼッピィ”。60年にFJで４輪へ転向し、
翌年ヨーロッパFJチャンピオンに輝くと、62
年にプライベートロータスでF1デビュー。そ
の後も個人参戦を続けるが、65年からロブ・
ウォーカー・レーシングに加入。68年のイギ
リスGPでロータス49を駆りプライベーター最
後の優勝を飾った。一方64年からはポルシェ
ワークスに加入しエースとして数々の勝利に貢

ニュージーランドの農家に生まれ、国内レース
でスカラシップを獲得して60年に渡英。ケン
・ティレルに声をかけられるもブラバムの下で
メカニックとして働きながらFJに出場し63年
にランキング２位を記録。64年にはF2に進出、
ブラバムに次ぐランキング２位となった。65
年にブラバムの僚友としてF1デビュー。66年

９歳の時にペルテス病に罹り左足が短くなるハ
ンデを負うが、レース好きの父のもと14歳で
ヒルクライムに出場。その後レースで頭角を現
すとブラバムの目に止まり、ニュージーランド
のスカラシップ１期生として渡英。59年にク
ーパーからF1デビューを果たしアメリカGPで
優勝。22歳104日という最年少記録は、2003

62年から自車で参戦開始。66年のフランス
GPでは自分の名を冠したマシンで初優勝。さ
らにその年のタイトルも獲得する偉業を成し遂
げた。その後もオーナー＆ドライバーを続けた
が70年でチームもトーラナックに譲り引退した。

献。その後70年にフェラーリからF1入りを打
診されるも難色を示したポルシェが資金を提供
しマーチワークス入り。71年にはBRMへ移籍
しオーストリアで2勝目を飾るが、非選手権の
ブランズハッチで非業の死を遂げる。

のモナコGPで初優勝を飾ると、上位入賞を繰
り返してタイトルを獲得。しかしそれがチーム
内の不和を招き、67年に同郷のマクラーレン
へ移籍。以来、献身的にチームを支え68年と
70年にはCan-Am王座も獲得。74年のF1引退
後もレースを続けたが、92年、バサースト
1000のレース中に心臓発作を起こし急死した。

年のアロンソまで破られなかった。同年末に長
年在籍したクーパーを離れ独立し自身のコンス
トラクターを設立。66年にはフォードGTでル
・マンを制覇。また自チームでは68年のベル
ギーGPで優勝。Can-Amでも67年と69年に
自らタイトルを獲得するが、70年６月グッド
ウッドでM8Dのテスト中に事故死。

ジャック・ブラバム

ジョー・シフェール

デニス・ハルム

ブルース・マクラーレン

自分の名を冠したマシンで優勝、王者に

スポーツカーでも活躍したスイスの星

ニュージーランド初の王者

若くして勝った逸材
マクラーレンチームの始祖

Jack Brabham

Joseph Siffert

Denis Hulme

Bruce McLaren

Sir John Arthur Brabham│1926年４月２日～2014
年５月19日。豪州ニューサウスウェールズ州出身。

Joseph Siffert│1936年７月７日～1971年10月24
日。スイス・フライブルク出身。

Denis Clive Hulme｠OBE│1936年６月18日～
1992年10月４日。ニュージーランド・モツエカ出身。

Bruce Leslie McLaren│1937年８月30日～1970
年６月２日。ニュージーランド・オークランド出身。
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アメリカの国内レースでルイジ・キネッティに
見出され59年にフェラーリからF1とスポーツ
カーでデビュー。２度の表彰台を獲得するもチ
ームに合わずBRMに移籍する。61年にはポル
シェへ移籍し62年に初優勝。63年からはブラ
バムで実力発揮し64年には２勝を挙げる。そ
して65年、グッドイヤーのバックアップを受
け自身のコンストラクターAARを設立。67年
のベルギーでは記念すべき１勝を飾るとともに、

カリフォルニア生まれで、友人のフィル・ヒル
を手伝ううちにレースに参加。スポーツカーレ
ースでの活躍がルイジ・キネッティに認められ、
57年からNARTのフェラーリでル・マンなど
に出場する。その流れで60年にフェラーリか
らスポットでF1デビュー。61年にはNo.３ド
ライバーとなりランキング５位に入るも放出さ
れBRMに移籍する。65年には開発能力の高さ
を買われてホンダに加入。最終戦メキシコで自

ニュージーランドの裕福な農家に生まれ、ロー
カルレースでマセラティやクーパーに乗り活躍。
レグ・パーネルの目に止まり、63年に19歳
324日の最年少記録でF1デビューした。その
後65年までパーネルのロータスをドライブ。
66年にフォードGTでル・マンを制すと、その
実績を買われて67年にフェラーリでF1とスポ

子供の頃から弟のリカルドと共に自転車やオー
トバイで活躍し12歳で４輪デビュー。15歳か
ら活動を開始し、59年にメキシコを離れ渡欧。
リカルドは60年にF1デビューするも61年に事
故死。引退も考えるがレースを続け、63年に
ロータスから北米要員としてスポットでのF1
デビューを果たす。67年クーパーのNo.２を得

ル・マンでもフォードGT Mk.4で優勝。その
際史上初めてシャンパンファイトを行なう。
AARは68年でF1から撤退したが自身は70年
までドライバーを続けた。80年代以降はトヨ
タと組んでIMSA GTPやインディを戦った。

身唯一の、そしてホンダ初の優勝を飾る。その
後67年にAARへ移籍するがモナコで予選落ち
を喫し引退。その直後インディ500の練習中に
燃料を浴びたことに危機を感じレーサーも引退。
以降は晩年までヒッピー生活を送った。

ーツカーに参戦。ところが68年に３戦連続PP
を奪うなど速さをみせるも勝利を飾れず、69
年途中に離脱。その後マーチ、マトラ、テクノ
を転々とした挙句、74年に自チームのマシン
で参戦するが大失敗。75年途中にエンサイン
に加わり76年も参戦するが、ニキ・ラウダの
事故に衝撃を受け、F1で優勝しないまま引退。

ると開幕戦で優勝。68年にBRM、69年途中
にはエイモンの後任としてフェラーリに移籍す
るが70年にBRMへ復帰。ベルギーで2勝目を
挙げた。一方58年から連続出場しているル・
マンでは、68年にJW GT40で優勝。70年、
71年にはポルシェの年間タイトル獲得に貢献
したが７月のインターセリエで事故死する。

ダン・ガーニー

リッチー・ギンサー

クリス・エイモン

ペドロ・ロドリゲス

北米レース史に名を残す好漢

ホンダに最初の栄冠をもたらしたアメリカンレーサー

速さを見せるも未勝利に

メキシコのF1レーサー兄弟

Dan Gurney

Richie Ginther

Chris Amon

Pedro Rodríguez

Daniel Sexton Gurney│1931年４月13日～2018
年１月14日、アメリカ・ニューヨーク州出身。

Paul Richard Ginther│1930年８月５日～1989年
９月20日。アメリカ・カリフォルニア州出身。

Christopher Arthur Amon MBE│1943年７月20日
～2016年８月３日、ニュージーランド・ブルズ出身。

Pedro Rodríguez de la Vega│1940年１月18日～
1971年７月11日。メキシコ・メキシコシティ出身。
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50ccや125ccの世界２輪GPライダーとして
活動後、64年に４輪に転向。ランス12時間の
クラッシュで手足に障害を抱えるが、65年に
マトラとともにフランスF3にデビューし王座
を獲得。以来マトラの秘蔵っ子としてF2、F1
へとステップアップ。71年のブエノスアイレ
ス1000㎞の事故でライセンス停止になるまで
行動を共にした。その後72年にBRMでF１に
復帰するとモナコで唯一の優勝を記録。74年
にF1を引退するが、80年代までレースを続けた。

60年代のイタリアンヒーローのひとり。15歳
で父を失い、メカニックとして生計を立てなが
らバイク、車のレースに熱中。FJで頭角を現
し61年にF1デビュー。スポーツカーでは62年
にフェラーリ入りし、63年のル・マンで優勝。

医師の家庭に生まれるも、後は継がずに47年
からレース活動を開始。48年に500cc F3に
進出しデビューウインを飾った。50年には伝
統のRAC TTをジャガーで制して注目を浴び、
51年にF1デビュー。55年のメルセデス・ワー
クス加入以後はファンジオとともにGPを席巻。
ミッレミリアでは驚異的な新記録を樹立して優
勝した。ところがGP通算16勝を飾るも一度も
王座に届かず、記録よりも記憶に残るドライバ
ーとして「無冠の帝王」と呼ばれた。

続いてF1でもフェラーリに抜擢され、64年に
初優勝を果たす。66年のサーティース離脱後
はナンバー1に昇格し、将来を嘱望されるも勝
利には繋がらず、67年のモナコGPでクラッシ
ュ。31歳の若さでこの世を去った。

ベルギーの裕福な家庭に育った内気な少年だっ
たが、モトクロスで才能を開花。その後スパ
1000km優勝などツーリングカーの走りを見
たティレルにスカウトされ、マトラからF2に
出場。F1を凌ぐ速さから67年途中でクーパー
入りを果たす。69年のブラバム時代にブレイ
クし、70年のフェラーリでは亡きリントを相
手にランキング２位を獲得。しかしル・マン通
算６勝のレジェンドもそこをハイライトに下降
を続け、79年をもってF１から退いた。

史上初のアメリカ人F1ワールドチャンピオン。
49年に渡英して以来ヨーロッパを舞台に活躍し、
スポーツカーでは56年にフェラーリと契約。
58、61、62年と３度ル・マンを制したほかセ
ブリング12時間、デイトナ24時間での優勝歴
も持つ。一方F1には58年にデビューし、シー
ズン後半からフェラーリで出場。61年にフォ
ン・トリップスの事故を受け逆転王座に輝いた。
62年にフェラーリを離れた後は散発的に戦い、
67年でレースを引退。

ジャン-ピエール・ベルトワーズ

ロレンツォ・バンディーニ

スターリング・モス

ジャッキー・イクス

フィル・ヒル

マトラの秘蔵っ子

F1とスポーツカーで光った跳ね馬のエース

50年代から活躍した「無冠の帝王」

のちに耐久王として名を残す

アメリカ人初のF1王者

Jean-Pierre
Beltoise

Lorenzo Bandini

Stirling Moss

Jacky Ickx

Phil Hill

Jean-Pierre Maurice Georges Beltoise│1937年４
月26日～2015年１月５日。フランス・パリ出身。

Lorenzo Bandini│1935年12月21日～1967年５月
10日。イタリア領リビア・キレナイカ出身。

Jacques Bernard｠Ickx│1945年１月１日生まれ、ベ
ルギー・ブリュッセル出身。

Sir Stirling Craufurd Moss,｠OBE│1929年９月17
日～2020年４月12日。イギリス・ロンドン出身。

Philip Toll Hill Jr.│1927年４月20日～2008年８月
28日。アメリカ・フロリダ州出身。
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1961  1965

　

ジ
ム
・
ク
ラ
ー
ク
の
駆
る
ロ
ー
タ
ス
が
先
頭
に
立
ち
、

そ
の
背
後
を
グ
ラ
ハ
ム
・
ヒ
ル
の
Ｂ
Ｒ
Ｍ
、
ダ
ン
・
ガ

ー
ニ
ー
の
ブ
ラ
バ
ム
、
ジ
ョ
ン
・
サ
ー
テ
ィ
ー
ス
の
フ

ェ
ラ
ー
リ
が
追
走
す
る
。
一
瞬
お
い
て
、
ジ
ャ
ッ
ク
・

ブ
ラ
バ
ム
、
ブ
ル
ー
ス
・
マ
ク
ラ
ー
レ
ン
、
リ
ッ
チ
ー

・
ギ
ン
サ
ー
、
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
バ
ン
デ
ィ
ー
ニ
ら
が
ひ

と
か
た
ま
り
と
な
っ
て
駆
け
抜
け
て
い
く
。
そ
れ
が
１

９
６
０
年
代
前
半
か
ら
半
ば
に
か
け
て
の
Ｆ
１
シ
ー
ン

の
典
型
的
パ
タ
ー
ン
だ
っ
た
。
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
で
も
ス

パ
で
も
ザ
ン
ド
フ
ー
ル
ト
で
も
ラ
ン
ス
で
も
ル
ー
ア
ン

で
も
ク
レ
ル
モ
ン
フ
ェ
ラ
ン
で
も
シ
ル
バ
ー
ス
ト
ン
で

も
ニ
ュ
ル
ブ
ル
ク
リ
ン
ク
で
も
モ
ン
ツ
ァ
で
も
ワ
ト
キ

ン
ス
グ
レ
ン
で
も
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
で
も
、
状
況
は
ほ

と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
た
だ
65
年
に
限
れ
ば
、
同
年
Ｆ

１
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
ス
チ
ュ
ワ
ー

ト
の
Ｂ
Ｒ
Ｍ
が
い
き
な
り
彼
ら
の
中
に
割
っ
て
入
り
、

人
々
を
驚
か
せ
も
し
た
。
マ
ン
ネ
リ
と
は
な
ら
ず
、
そ

れ
が
奇
妙
に
心
地
良
か
っ
た
。

小
排
気
量
下
で
の
技
術
革
新

　

ロ
ー
タ
ス
も
Ｂ
Ｒ
Ｍ
も
フ
ェ
ラ
ー
リ
も
ブ
ラ
バ
ム
も

ク
ー
パ
ー
も
、
そ
し
て
ホ
ン
ダ
も
、
ど
れ
も
同
じ
よ
う

な
葉
巻
型
ボ
デ
ィ
を
纏
っ
て
い
る
。
ウ
イ
ン
グ
ど
こ
ろ

か
空
力
付
加
物
な
ど
皆
無
で
、
シ
ン
プ
ル
な
こ
と
こ
の

上
な
い
。
タ
イ
ヤ
は
よ
く
見
る
と
徐
々
に
太
く
な
っ
て

い
る
が
、
現
代
の
Ｆ
１
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
は
あ
ま
り
に

も
細
く
て
頼
り
な
い
。
な
ん
と
言
っ
て
も
、
エ
ン
ジ
ン

排
気
量
は
１
・
５
ℓ
し
か
な
い
。
出
力
は
わ
ず
か
２
０

０
馬
力
程
度
だ
。
今
や
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
英
国
勢

の
多
く
は
Ｖ
型
８
気
筒
の
コ
べ
ン
ト
リ
ー
・
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
Ｆ
Ｗ
Ｍ
Ｖ
か
Ｂ
Ｒ
Ｍ
を
多
用
す
る
が
、
イ
タ
リ

ア
の
フ
ェ
ラ
ー
リ
や
日
本
か
ら
初
登
場
の
ホ
ン
ダ
は
12

大英帝国時代の到来

Text/Ring Archives  Photos/Motorsport Images, McKLEIN

世界選手権が成立して10年、大排気量時代は終わりを告げ
F1マシンは1.5ℓという小さな排気量で争われることになった
この変更をきっかけに一躍主役に踊り出たのがイギリス勢だ

ドライバー面でもイギリス出身のチャンピオンが次々と誕生した

激変の歴史
Part 1
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気
筒
（
前
者
は
ボ
ク
サ
ー
12
、
後
者
は
横
置
き
Ｖ
12
）

を
搭
載
。
２
輪
譲
り
の
高
回
転
排
気
音
を
轟
か
す
日
の

丸
カ
ラ
ー
の
日
本
車
に
は
す
ぐ
さ
ま
「
ホ
ン
ダ
・
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
」
と
い
う
あ
だ
名
が
付
け
ら
れ
た
。

　

61
年
か
ら
65
年
の
Ｆ
１
規
定
は
こ
う
だ
。
排
気
量
１

・
３
〜
１
・
５
ℓ
、
過
給
は
禁
止
。
市
販
燃
料
を
使
用
。

ド
ラ
イ
ウ
エ
イ
ト
４
５
０
㎏
以
上
。
レ
ー
ス
中
の
オ
イ

ル
補
給
不
可
。
ロ
ー
ル
バ
ー
装
着
義
務
付
け
。
車
輪
を

覆
う
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
タ
イ
プ
・
ボ
デ
ィ
禁
止
。
結
果
的

に
フ
ロ
ン
ト
エ
ン
ジ
ン
車
は
突
然
消
滅
し
（
唯
一
の
例

外
は
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
Ｐ
99=

最
初
の
４
輪
駆
動
Ｆ
１
。

雨
の
61
年
オ
ー
ル
ト
ン
パ
ー
ク
非
選
手
権
戦
で
優
勝
）、

ミ
ッ
ド
シ
ッ
プ
車
だ
け
と
な
る
。

　

１
・
５
ℓ
時
代
が
61
年
に
始
ま
っ
た
時
、
フ
ロ
ン
ト

に
２
・
５
ℓ
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
す
る
大
柄
な
マ
シ
ン
に

慣
れ
親
し
ん
で
い
た
ベ
テ
ラ
ン
フ
ァ
ン
た
ち
は
、
小
さ

く
華
奢
な
こ
れ
ら
葉
巻
型
ミ
ッ
ド
シ
ッ
プ
マ
シ
ン
群
を

見
て
大
い
に
嘆
き
落
胆
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
小
排
気
量

化
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
ん
の
１
〜
２
年
の
内

に
各
コ
ー
ス
の
ラ
ッ
プ
タ
イ
ム
は
大
幅
に
短
縮
さ
れ
て

い
く
。
そ
し
て
人
身
事
故
も
減
っ
た
。
レ
ー
シ
ン
グ
ス

ー
ツ
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
も
義
務
化
さ
れ
て
な
く
、
そ
れ

な
の
に
ニ
ュ
ル
ブ
ル
ク
リ
ン
ク
北
コ
ー
ス
を
Ｆ
１
が
宙

を
飛
び
な
が
ら
走
っ
て
い
た
。
21
世
紀
の
現
在
の
視
点

で
は
ア
ン
ダ
ー
パ
ワ
ー
で
つ
ま
ら
な
そ
う
に
思
え
る
が
、

タ
イ
ヤ
グ
リ
ッ
プ
が
プ
ア
だ
っ
た
せ
い
も
あ
り
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
技
量
差
、
速
い
遅
い
は
如
実
に
表
れ
た
。
あ

る
意
味
で
は
Ｆ
１
黄
金
時
代
と
言
え
な
く
も
な
い
。

　

つ
ま
り
、
Ｆ
１
の
、
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
カ
ー
の
、
レ
ー

シ
ン
グ
カ
ー
の
技
術
が
一
気
に
数
段
階
進
化
し
た
の
が
、

こ
の
60
年
代
だ
っ
た
。
62
年
ロ
ー
タ
ス
25
で
用
い
ら
れ

た
モ
ノ
コ
ッ
ク
フ
レ
ー
ム
は
た
ち
ま
ち
他
車
に
も
伝
播

1963年の最終戦、南アフリカGPのスタートシーン。こ
の年のチャンピオン、ジム・クラークのロータス25がポ
ールポジション（写真左）、ジャック・ブラバムとダン・
ガーニーのブラバムBT17がフロントロウに並ぶ。ロー
タスとブラバムはイギリスに本拠を置き、搭載エンジン
はともにイギリスのコベントリー・クライマックス社製。
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し
、
従
来
の
鋼
管
ス
ペ
ー
ス
フ
レ
ー
ム
は
過
去
の
も
の

と
な
っ
て
い
く
。
そ
れ
で
も
ブ
ラ
バ
ム
は
70
年
型
ま
で

モ
ノ
コ
ッ
ク
化
さ
れ
ず
に
奮
闘
し
、
66
〜
67
年
と
王
座

に
就
く
。
保
守
と
革
新
、
葉
巻
型
の
外
観
は
似
て
い
て

も
チ
ー
ム
（
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）
ご
と
の
思
想
や
主

義
が
違
っ
て
い
て
面
白
か
っ
た
。
パ
ワ
ー
優
先
・
エ
ン

ジ
ン
優
先
の
エ
ン
ツ
ォ
・
フ
ェ
ラ
ー
リ
ま
で
も
が
英
国

風
シ
ャ
シ
ー
に
宗
旨
替
え
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
が

60
年
代
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
時
期
に
は
ま
だ
ス
ポ
ン
サ
ー
カ
ラ
ー
も
な
い
。

マ
シ
ン
の
色
は
国
別
に
決
め
ら
れ
て
い
て
、
イ
タ
リ
ア

は
赤
、
イ
ギ
リ
ス
は
緑
、
フ
ラ
ン
ス
は
青
、
ド
イ
ツ
は

白
（
銀
）、
ベ
ル
ギ
ー
は
黄
、
ア
メ
リ
カ
は
白
と
青
、

と
い
っ
た
具
合
だ
。
ホ
ン
ダ
参
入
時
に
日
本
の
ナ
シ
ョ

ナ
ル
カ
ラ
ー
は
存
在
せ
ず
（
な
に
し
ろ
日
本
で
近
代
４

輪
レ
ー
ス
が
始
ま
っ
た
の
は
63
年
）、
本
田
宗
一
郎
社

長
は
金
色
を
望
ん
だ
が
南
ア
フ
リ
カ
に
決
定
済
み
だ
っ

た
た
め
、
中
村
良
夫
監
督
が
Ｆ
Ｉ
Ａ
と
協
議
の
末
、
日

の
丸
に
ち
な
ん
だ
白
に
赤
丸
と
な
っ
た
。
例
え
ば
同
じ

英
国
車
で
も
Ｂ
Ｒ
Ｍ
や
ク
ー
パ
ー
は
濃
緑
、
64
年
ま
で

存
在
し
た
Ｂ
Ｒ
Ｐ
は
淡
緑
と
い
っ
た
具
合
で
、
ス
ト
ラ

イ
プ
を
入
れ
た
り
ノ
ー
ズ
の
み
別
の
着
色
に
す
る
な
ど
、

チ
ー
ム
ご
と
の
差
別
化
や
工
夫
が
見
ら
れ
た
。

　

Ｆ
１
Ｇ
Ｐ
戦
自
体
の
年
間
開
催
数
が
た
っ
た
10
戦
程

度
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
現
役
Ｆ
１
ス
タ
ー
は
Ｆ
２
や

ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
や
ツ
ー
リ
ン
グ
カ
ー
や
時
に
は
大
西
洋

を
渡
っ
て
イ
ン
デ
ィ
カ
ー
に
も
参
戦
し
た
。
Ｆ
１
を
目

指
す
若
手
精
鋭
た
ち
と
し
て
は
Ｆ
２
レ
ー
ス
で
Ｆ
１
ス

タ
ー
と
対
戦
で
き
、
そ
こ
で
の
活
躍
に
よ
っ
て
Ｆ
１
に

抜
擢
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
秋
に
な
っ
て

Ｆ
１
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
る
と
、
彼
ら
は
12
月
か
ら
２
月

と
南
半
球
で
ホ
リ
デ
ー
を
過
ご
す
。
南
ア
フ
リ
カ
で
は

中
古
Ｆ
１
に
よ
る
国
内
選
手
権
戦
が
あ
り
、
オ
セ
ア
ニ

ア
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
に
は

２
・
５
ℓ
の
タ
ス
マ
ン
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
が
存
在
し
た
。

地
元
選
手
た
ち
と
交
流
し
な
が
ら
そ
こ
で
過
ご
し
、
オ

セ
ア
ニ
ア
の
有
力
選
手
た
ち
は
本
場
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
レ

ー
ス
す
る
こ
と
を
夢
見
た
。

　

Ｆ
１
直
下
の
Ｆ
２
に
関
し
て
も
少
し
だ
け
触
れ
て
お

こ
う
。
56
〜
60
年
の
Ｆ
２
が
事
実
上
61
年
以
降
の
Ｆ
１

へ
と
昇
格
し
た
た
め
、
61
〜
63
年
は
Ｆ
２
自
体
が
存
在

せ
ず
、
イ
タ
リ
ア
発
祥
の
１
・
１
ℓ
小
改
造
エ
ン
ジ
ン

の
Ｆ
Ｊ
（
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
・
ジ
ュ
ニ
ア
）
が
そ
の
役
を

果
た
す
。
そ
し
て
64
年
以
降
は
、
こ
の
Ｆ
Ｊ
が
Ｆ
２
と

Ｆ
３
へ
と
再
度
枝
分
か
れ
す
る
。
市
販
車
ベ
ー
ス
の
１

ℓ
改
造
エ
ン
ジ
ン
が
Ｆ
２
（
約
１
２
０
馬
力
）、
同
じ

く
１
ℓ
で
は
あ
る
が
小
改
造
Ｏ
Ｈ
Ｖ
エ
ン
ジ
ン
が
Ｆ
３

（
約
１
０
０
馬
力
）。
こ
れ
ら
Ｆ
Ｊ
や
Ｆ
３
が
入
門
フ
ォ

ー
ミ
ュ
ラ
と
な
り
、
ク
ー
パ
ー
や
ロ
ー
タ
ス
や
ブ
ラ
バ

ム
や
ロ
ー
ラ
等
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
そ
の
製
造
販
売

に
よ
っ
て
口
に
糊
し
た
。

　

80
年
代
以
降
当
た
り
前
と
な
る
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
ト

は
ま
だ
存
在
し
な
い
。
ち
な
み
に
１
ℓ
Ｆ
２
最
後
の
年

（
66
年
）
に
ホ
ン
ダ
を
搭
載
し
た
ブ
ラ
バ
ム
は
驚
異
の

12
連
勝
を
遂
げ
る
。

　

61
〜
65
年
の
１
・
５
ℓ
Ｆ
１
時
代
に
行
な
わ
れ
た
世

界
選
手
権
Ｆ
１
Ｇ
Ｐ
戦
は
全
部
で
47
戦
。
し
か
し
そ
れ

ら
の
合
間
に
ノ
ン
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ（
非
選
手
権
）

Ｆ
１
戦
も
実
に
67
戦
行
な
わ
れ
て
い
る
。
ワ
ー
ク
ス
チ

ー
ム
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
タ
ー
（
個
人
参
加
者
）
も
、
各
国

主
催
者
と
交
渉
し
て
出
た
い
レ
ー
ス
に
出
た
。
自
由
が

き
い
た
。
Ｆ
１
Ｇ
Ｐ
各
戦
の
参
加
台
数
に
バ
ラ
ツ
キ
が

あ
る
の
は
そ
の
せ
い
だ
。
後
の
Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ａ
の
よ
う
な
参

加
チ
ー
ム
の
集
合
体
は
な
い
。
た
だ
、
常
連
ド
ラ
イ
バ

ー
た
ち
が
集
ま
っ
た
Ｇ
Ｐ
Ｄ
Ａ
は
で
き
た
。
当
時
は
年

間
全
戦
参
戦
義
務
な
ど
も
な
く
、
ス
ポ
ッ
ト
参
戦
も
多

1.5ℓF1初年度の1961年を席巻したフェラーリ156“シャーク・ノーズ”。イギリス勢の新規定
への出遅れを利した格好の戴冠だったが、翌年以降劣勢を余儀なくされる。

保守と革新、葉巻型の外観は似ていても
チームごとの思想や主義が違って面白かった



（写真上）左からクラーク、ニュージーランド出身のブル
ース・マクラーレン、グラハム・ヒル。マクラーレンと
ヒルはのちにイギリスに自らのチームを興す。（写真左）
1962年に初タイトルを獲得したヒルとBRM。イギリス
人がイギリスのマシンに乗っての戴冠は史上初だった。

この時代のイギリス勢躍進のシンボル的存在がスコットランド出身のジム・クラークとコリン・チャップマン率いるロータス。ふたりの天才が、数々の記録と技術革新をもたらしていった。
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か
っ
た
。
Ｇ
Ｐ
開
催
国
の
若
手
選
手
に
ワ
ー
ク
ス
の
余

っ
た
サ
ー
ド
カ
ー
が
与
え
ら
れ
た
り
、
お
金
持
ち
の
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
参
戦
、
果
て
は
母
国
Ｇ
Ｐ
参
戦
の
み
を
目

指
し
た
ワ
ン
オ
フ
無
名
Ｆ
１
な
ど
も
あ
り
え
た
。
た
い

て
い
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ス
タ
ー
が
速
い
が
、
時
に
は
地
元

無
名
選
手
が
ト
ッ
プ
争
い
を
演
じ
る
番
狂
わ
せ
も
あ
っ

た
。
テ
レ
ビ
中
継
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
参
加
チ
ー
ム
が

後
年
の
よ
う
に
肖
像
権
を
振
り
か
ざ
す
こ
と
も
な
か
っ

た
。
Ｆ
１
Ｇ
Ｐ
自
体
で
動
く
金
額
自
体
が
、
現
在
よ
り

も
は
る
か
に
小
さ
か
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ス
タ
ー
が
続
々
誕
生

　

初
年
度
61
年
は
２
・
５
ℓ
時
代
延
長
を
望
ん
で
い
た

イ
ギ
リ
ス
勢
の
対
応
が
遅
れ
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
Ｖ
６
勢
が

圧
勝
。
カ
ル
ロ
・
キ
テ
ィ
設
計
の
そ
の
個
性
的
な
シ
ャ

ー
ク
ノ
ー
ズ
が
人
気
と
な
る
。
た
だ
し
王
座
決
定
の
場

と
な
っ
た
イ
タ
リ
ア
Ｇ
Ｐ
は
悲
劇
に
見
舞
わ
れ
た
。
得

点
ト
ッ
プ
だ
っ
た
ウ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
フ
ォ
ン
・
ト
リ

ッ
プ
ス
伯
爵
が
２
周
目
の
ス
リ
ッ
プ
ス
ト
リ
ー
ム
合
戦

の
中
で
接
触
、
観
客
14
名
を
巻
き
添
え
に
し
て
事
故
死

し
て
し
ま
う
。
こ
れ
に
よ
り
僚
友
フ
ィ
ル
・
ヒ
ル
が
ア

メ
リ
カ
人
初
の
王
座
へ
。

 　

非
力
な
４
気
筒
エ
ン
ジ
ン
し
か
持
た
ぬ
劣
勢
イ
ギ

リ
ス
勢
の
中
、
ロ
ブ
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
・
チ
ー
ム
の
ロ
ー

タ
ス
18
を
駆
る
名
手
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
モ
ス
は
難
コ
ー

ス
の
モ
ナ
コ
と
ニ
ュ
ル
ブ
ル
ク
リ
ン
ク
で
優
勝
し
て
み

せ
る
。
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
新
型
Ｖ
８
は
ブ
ラ
バ
ム
駆

る
ク
ー
パ
ー
に
搭
載
さ
れ
て
ド
イ
ツ
で
デ
ビ
ュ
ー
。
こ

う
し
て
61
年
だ
け
は
62
〜
65
年
と
全
く
異
な
る
展
開
で

終
わ
っ
た
。

　

翌
62
年
に
な
る
と
イ
ギ
リ
ス
勢
が
反
撃
に
出
る
。
春

に
モ
ス
が
グ
ッ
ド
ウ
ッ
ド
で
重
傷
を
負
い
、
32
歳
の
若

さ
で
引
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
モ
ノ
コ
ッ
ク
・
ロ
ー

タ
ス
25
を
駆
る
ジ
ム
・
ク
ラ
ー
ク
と
の
争
い
を
制
し
た

Ｂ
Ｒ
Ｍ
を
駆
る
グ
ラ
ハ
ム
・
ヒ
ル
が
王
座
へ
。
イ
ギ
リ

ス
人
と
し
て
は
58
年
マ
イ
ク
・
ホ
ー
ソ
ン
以
来
ふ
た
り

目
。
前
年
王
者
と
は
同
じ
ヒ
ル
姓
だ
が
無
関
係
。
さ
ら

に
ロ
ー
ラ
を
駆
っ
た
ジ
ョ
ン
・
サ
ー
テ
ィ
ー
ス
、
ポ
ル

シ
ェ
を
駆
っ
た
ア
メ
リ
カ
人
ダ
ン
・
ガ
ー
ニ
ー
ら
も
上

位
の
常
連
に
。
車
だ
け
で
な
く
人
員
も
英
語
圏
ド
ラ
イ

バ
ー
が
主
流
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
英
国

主
導
権
。
も
と
も
と
消
防
ポ
ン
プ
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
英

国
コ
べ
ン
ト
リ
ー
・
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
Ｖ
８
を
市
販
、

Ｂ
Ｒ
Ｍ
も
自
製
Ｖ
８
を
用
い
る
。
一
方
61
年
末
に
主
要

メ
ン
バ
ー
が
造
反
独
立
（
Ａ
Ｔ
Ｓ
を
興
す
）
し
た
フ
ェ

ラ
ー
リ
は
前
年
型
フ
ェ
ラ
ー
リ
Ｖ
６
で
お
茶
を
濁
す
が
、

ラ
イ
バ
ル
た
ち
の
急
成
長
ぶ
り
の
せ
い
で
低
迷
す
る
。

ク
ー
パ
ー
に
乗
っ
て
59
／
60
年
世
界
王
者
に
就
い
た
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
ジ
ャ
ッ
ク
・
ブ
ラ
バ
ム
は
61
年
限
り

で
ク
ー
パ
ー
か
ら
離
れ
、
自
ら
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と

な
っ
て
自
製
Ｆ
１
で
参
戦
し
始
め
る
の
が
こ
の
年
＝
62

年
。
後
に
マ
ク
ラ
ー
レ
ン
、
ガ
ー
ニ
ー
、
サ
ー
テ
ィ
ー

ス
ら
が
こ
の
路
線
を
辿
る
。

　

63
年
に
な
る
と
前
年
惜
敗
し
た
ク
ラ
ー
ク
と
ロ
ー
タ

ス
25
が
本
領
発
揮
、
10
戦
７
勝
で
王
座
に
。
サ
ー
テ
ィ

ー
ス
は
フ
ェ
ラ
ー
リ
へ
、
ガ
ー
ニ
ー
は
ブ
ラ
バ
ム
へ
と

移
籍
す
る
。
64
年
は
速
い
ク
ラ
ー
ク
（
ロ
ー
タ
ス
）
と

安
定
の
グ
ラ
ハ
ム
・
ヒ
ル
（
Ｂ
Ｒ
Ｍ
）
の
争
い
と
な
る

が
、
シ
ー
ズ
ン
後
半
に
な
っ
て
フ
ェ
ラ
ー
リ
Ｖ
８
の
サ

ー
テ
ィ
ー
ス
が
こ
れ
に
割
っ
て
入
り
、
最
終
戦
メ
キ
シ

コ
の
最
終
ラ
ッ
プ
の
チ
ー
ム
プ
レ
ー
に
も
助
け
ら
れ（
２

位
走
行
バ
ン
デ
ィ
ー
ニ
が
減
速
し
て
サ
ー
テ
ィ
ー
ス
を

先
行
さ
せ
る
）
逆
転
１
点
差
王
座
に
。
２
輪
・
４
輪
両

方
で
世
界
一
に
就
く
唯
一
の
男
と
な
る
。
そ
の
最
終
戦

（右）1959、60年をクーパーで制したジャック・
ブラバム（写真右）は、1962年に自らのコンス
トラクターを興す。1964年王者のジョン・サー
ティース（写真左）も70年代に入って同様に自ら
チームを設立。（左）サーティースの活躍で1964
年の王座を獲得したフェラーリ。しかしこれ以後、
75年まで無冠が続く。 1962年になって始まったイギリス勢の攻勢

64年には小国・日本からの初挑戦者が現れた
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１
９
６
４
年
ド
イ
ツ
、
ニ
ュ
ル
ブ
ル
ク
リ
ン
ク
。
中
村
良
夫
監
督
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
ロ
ニ
ー
・
バ
ッ
ク
ナ
ム
が
Ｒ
Ａ
２
７
１
の
初
陣
へ
と
向
か
う
。
４
輪
経
験
が
皆
無
と
い
う
状
況
で
、
無
謀
と
も
思
え
た
ホ
ン
ダ
の
挑
戦
が
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
。
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で
ガ
ー
ニ
ー
駆
る
ブ
ラ
バ
ム
が
フ
ラ
ン
ス
に
次
ぐ
優
勝

を
マ
ー
ク
。
ち
な
み
に
彼
は
62
年
ポ
ル
シ
ェ
と
67
年
イ

ー
グ
ル
に
も
初
優
勝
を
も
た
ら
す
。

　

64
年
は
過
去
70
年
間
Ｇ
Ｐ
レ
ー
ス
と
全
く
無
縁
だ
っ

た
ア
ジ
ア
の
小
国
・
日
本
か
ら
の
初
挑
戦
者
が
現
わ
れ

た
年
。
２
輪
界
で
台
頭
し
た
ホ
ン
ダ
が
４
輪
乗
用
車
生

産
す
ら
始
め
て
い
な
い
こ
の
時
期
に
Ｆ
１
に
討
っ
て
出

（上）1965年はクラークが戴冠。ドイツではクラーク、ジャッキー・スチュワート、
ヒル、サーティースと４人のイギリス人がフロントロウを独占。（下）1965年にBRM
からF1デビューしたスチュワート。８戦目で初優勝し、ランキング３位となる。

ク
ラ
ー
ク
が
２
度
目
の
王
座
を
決
め
た
１
・
５
ℓ
F
１
最
終
年

の
ち
の
世
界
王
者
た
ち
の
デ
ビ
ュ
ー
な
ど
様
々
な
驚
き
も
あ
っ
た
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た
。
パ
ワ
ー
は
あ
る
が
、
重
い
し
信
頼
性
不
足
で
実
戦

向
き
で
は
な
い
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
無
名
の
ア
メ
リ
カ
人

ロ
ニ
ー
・
バ
ッ
ク
ナ
ム
を
起
用
、
翌
年
に
は
リ
ッ
チ
ー

・
ギ
ン
サ
ー
と
の
２
台
体
制
と
な
る
。

　

当
初
63
年
企
画
当
時
は
ロ
ー
タ
ス
と
組
む
は
ず
だ
っ

た
が
、
64
年
初
め
の
ロ
ー
タ
ス
か
ら
の
契
約
破
棄
に
よ

り
、
シ
ャ
シ
ー
ま
で
ホ
ン
ダ
が
自
製
し
て
の
参
戦
と
な

る
。
ち
な
み
に
ロ
ー
タ
ス
の
歴
代
シ
ャ
シ
ー
タ
イ
プ
名

に
ホ
ン
ダ
搭
載
用
Ｆ
１
が
実
在
し
た
形
跡
は
な
い
。
デ

ビ
ュ
ー
戦
ド
イ
ツ
は
終
盤
ク
ラ
ッ
シ
ュ
、
２
戦
目
イ
タ

リ
ア
（
高
速
モ
ン
ツ
ァ
）
で
は
一
時
５
位
に
ま
で
浮
上

と
可
能
性
を
見
せ
た
。

　

そ
し
て
65
年
、
１
・
５
ℓ
Ｆ
１
最
後
の
年
。
結
果
的

に
は
ク
ラ
ー
ク
と
ロ
ー
タ
ス
が
10
戦
６
勝
の
強
さ
で
２

度
目
の
王
座
を
決
め
る
が
、
様
々
な
驚
き
が
も
た
ら
さ

れ
る
一
年
と
な
る
。
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
Ｆ
Ｗ
Ｍ
Ｖ
は
２

バ
ル
ブ
か
ら
４
バ
ル
ブ
仕
様
へ
と
進
化
。
新
星
ジ
ャ
ッ

キ
ー
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
の
華
麗
な
る
デ
ビ
ュ
ー
の
ほ
か

ヨ
ッ
ヘ
ン
・
リ
ン
ト
、
デ
ニ
ス
・
ハ
ル
ム
と
い
っ
た
後

の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
た
ち
も
こ
の
年
か
ら
Ｆ
１
Ｇ
Ｐ

の
常
連
と
な
る
。
２
年
目
の
ホ
ン
ダ
は
関
口
久
一
監
督

の
下
、
ベ
ル
ギ
ー
で
ギ
ン
サ
ー
が
６
位
初
入
賞
、
イ
ギ

リ
ス
で
グ
リ
ッ
ド
１
列
目
、
オ
ラ
ン
ダ
で
序
盤
ト
ッ
プ

を
走
る
が
車
の
限
界
も
見
え
た
た
め
、
ド
イ
ツ
Ｇ
Ｐ
を

欠
席
し
て
、
大
改
造
を
図
る
。
エ
ン
ジ
ン
搭
載
位
置
の

低
下
と
車
重
軽
減
、
イ
タ
リ
ア
と
ア
メ
リ
カ
は
低
調
に

終
わ
り
、
い
よ
い
よ
１
・
５
ℓ
時
代
最
終
戦
メ
キ
シ
コ

を
迎
え
る
。
こ
こ
で
好
結
果
を
得
な
い
と
そ
の
先
は
無

い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
年
は
監
督
か
ら
外
さ
れ
日
本

に
い
た
中
村
良
夫
が
本
田
社
長
に
直
訴
し
現
場
に
て
陣

頭
指
揮
に
立
ち
、
高
地
メ
キ
シ
コ
ゆ
え
の
燃
料
セ
ッ
テ

ィ
ン
グ
を
事
前
に
煮
詰
め
、
ギ
ン
サ
ー
も
気
分
よ
く
予

選
３
位
か
ら
ス
タ
ー
ト
、
王
者
ク
ラ
ー
ク
の
序
盤
脱
落

も
味
方
に
付
け
、
何
と
65
周
全
周
ト
ッ
プ
で
優
勝
を
飾

る
。
ブ
ラ
バ
ム
に
乗
る
ガ
ー
ニ
ー
が
２
〜
３
秒
以
内
に

就
け
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
て
き
た
が
、
見
事
振
り

切
っ
た
。
こ
れ
は
ホ
ン
ダ
に
と
っ
て
も
ギ
ン
サ
ー
に
と

っ
て
も
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
タ
イ
ヤ
に
と
っ
て
も
Ｆ
１
Ｇ
Ｐ

初
優
勝
で
も
あ
っ
た
。

　

60
年
代
突
入
と
同
時
に
タ
イ
ヤ
は
事
実
上
英
国
ダ
ン

ロ
ッ
プ
の
ワ
ン
メ
イ
ク
状
態
だ
っ
た
が
、
こ
こ
に
き
て

ア
メ
リ
カ
の
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
が
参
入
す
る
こ
と
と
な
り
、

65
年
は
ブ
ラ
バ
ム
と
ホ
ン
ダ
が
契
約
し
た
。

　

50
年
代
の
ア
メ
リ
カ
は
Ｆ
１
と
は
全
く
無
縁
だ
っ
た

が
、
世
界
選
手
権
戦
カ
レ
ン
ダ
ー
に
イ
ン
デ
ィ
５
０
０

が
60
年
ま
で
含
ま
れ
て
い
た
の
は
「
世
界
選
手
権
」
を

名
乗
る
た
め
の
形
式
的
手
段
。
59
年
以
降
ア
メ
リ
カ
Ｇ

Ｐ
が
開
催
さ
れ
、
イ
ン
デ
ィ
が
カ
レ
ン
ダ
ー
か
ら
外
れ

た
途
端
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
が
イ
ン
デ
ィ
に
参
戦
し
始
め

る
と
い
う
皮
肉
の
後
、
65
年
に
は
つ
い
に
ク
ラ
ー
ク
と

ロ
ー
タ
ス
が
快
勝
。
フ
ロ
ン
ト
エ
ン
ジ
ン
・
ロ
ー
ド
ス

タ
ー
全
盛
の
時
代
も
突
如
終
わ
る
こ
と
に
な
る
。

　

逆
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
は
フ
ォ
ー
ド
帝
国
が
ル
・
マ
ン

24
時
間
制
覇
を
目
指
し
て
動
き
始
め
て
い
た
。
Ｆ
１
だ

け
を
見
て
い
て
も
、
60
年
代
の
真
の
面
白
さ
は
理
解
で

き
な
い
。 

f

人名 没年月日 享年 国籍 肩書 最期の状況

ウォルフガング・フォン・トリップス 1961／9／10 33 ドイツ

リカルド・ロドリゲス 1962／11／1 20 メキシコ

チャールズ・クーパー 1964／10／2 70 ドイツ

ビットリオ・ヤーノ 1965／3／12 73 イタリア

浮谷東次郎 1965／8／21 23 日本

ドイツの伯爵。フェラーリを駆
ってチャンピオン争いを展開

F1イタリアGPの2周目にクラ
ークと接触、観客14名も死亡

19歳でフェラーリを駆ってF1
デビュー。ペドロの弟

F1メキシコGPの予選中、借り
物のロータスで事故

コンストラクター「クーパー」
創設者。ジョンの父

病死

「アルファロメオP2」「ランチア
D50」等の設計者

ピストル自殺

トヨタ契約ドライバー。船橋サ
ーキット開幕戦で2勝

鈴鹿にてホンダS600クーペで
テスト走行中

1961～1965年　モータースポーツ関係主な物故者

 年 ドライバーズ選手権 コンストラクターズ選手権

 1961 フィル・ヒル（アメリカ／フェラーリ） フェラーリ

 1962 グラハム・ヒル（イギリス／BRM） BRM

 1963 ジム・クラーク（イギリス／ロータス・クライマックス） ロータス・クライマックス

 1964 ジョン・サーティース（イギリス／フェラーリ） フェラーリ

 1965 ジム・クラーク（イギリス／ロータス・クライマックス） ロータス・クライマックス

1961～1965年　F1歴代チャンピオン
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最
新
の
Ｆ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
カ
ー
の
形
状
は
ど
う
見
て

も
葉
巻
型
で
は
な
い
が
、
現
在
で
も
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
カ

ー
が
「
葉
巻
型
の
レ
ー
ス
専
用
自
動
車
」
と
表
現
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
の
は
１
９
６
０
年
代
ま
で
の
Ｆ
１
カ
ー

が
実
際
に
長
細
い
流
線
型
の
車
体
に
む
き
出
し
の
車
輪

を
取
り
付
け
た
、
ま
さ
に
「
葉
巻
型
」
の
レ
ー
シ
ン
グ

カ
ー
だ
っ
た
こ
と
の
名
残
で
あ
る
。
し
か
し
葉
巻
型
の

Ｆ
１
カ
ー
は
60
年
代
に
入
っ
て
急
速
に
進
化
を
始
め
た
。

　

60
年
代
ま
で
の
Ｆ
１
カ
ー
は
、
ま
ず
高
性
能
エ
ン
ジ

ン
が
あ
り
、
そ
の
エ
ン
ジ
ン
性
能
を
競
う
た
め
に
必
要

最
小
限
の
車
体
が
付
け
加
え
ら
れ
る
と
い
う
か
た
ち
で

作
ら
れ
て
い
た
。
極
論
す
れ
ば
Ｆ
１
は
、
自
動
車
メ
ー

カ
ー
が
エ
ン
ジ
ン
の
性
能
を
競
う
場
だ
っ
た
の
だ
。

“葉巻”の内部で
車体革命は進む

60年代F1マシンの技術変遷史

Text/Makoto Ogushi
Photos/Motorsport Images, McKLEIN

葉巻型マシンが走り回った1960年代のF1シーンは
シャシー技術が大きく進化した時代でもあった

モノコックフレームはスペースフレームを時代遅れにし
エンジンは構造材の一部に。そして先鋭化する空力開発は
ついにマシン全体のスタイルまで変えてしまうことになる



達
し
、
Ｆ
１
の
シ
ャ
シ
ー
性
能
を
引
き
上
げ
た
。
ク
ー

パ
ー
は
そ
の
草
分
け
で
、
ロ
ー
タ
ス
、
ブ
ラ
バ
ム
、
マ

ク
ラ
ー
レ
ン
な
ど
が
こ
れ
に
続
く
こ
と
に
な
る
。
ク
ー

パ
ー
Ｔ
43
を
き
っ
か
け
に
Ｆ
１
カ
ー
は
急
激
に
変
貌
し

61
年
の
新
エ
ン
ジ
ン
規
定
発
効
の
段
階
で
は
出
走
全
車

が
ミ
ッ
ド
シ
ッ
プ
レ
イ
ア
ウ
ト
と
な
っ
て
い
る
。

　

ク
ー
パ
ー
に
続
く
「
革
命
」
は
62
年
に
タ
イ
プ
25
を

投
入
し
た
ロ
ー
タ
ス
が
起
こ
し
た
。
そ
れ
ま
で
鋼
管
を

組
み
合
わ
せ
て
作
っ
て
い
た
ス
ペ
ー
ス
フ
レ
ー
ム
構
造

を
、
ロ
ー
タ
ス
は
ア
ル
ミ
の
板
材
を
組
み
立
て
た
舟
形

構
造
い
わ
ゆ
る
モ
ノ
コ
ッ
ク
構
造
に
し
た
。
モ
ノ
コ
ッ

ク
フ
レ
ー
ム
は
す
で
に
市
販
乗
用
車
で
は
広
く
普
及
し

て
お
り
、
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
の
一
部
で
も
用
い
ら
れ
た

こ
と
が
あ
っ
た
が
、
軽
合
金
で
要
領
よ
く
組
み
立
て
ら

れ
た
ロ
ー
タ
ス
の
モ
ノ
コ
ッ
ク
は
軽
量
高
剛
性
で
画
期

的
だ
っ
た
。
実
際
ロ
ー
タ
ス
25
は
デ
ビ
ュ
ー
３
戦
目
で

優
勝
を
記
録
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
Ｆ
１
に
モ
ノ
コ
ッ

ク
フ
レ
ー
ム
が
普
及
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
フ

レ
ー
ム
前
半
を
モ
ノ
コ
ッ
ク
、
後
半
を
ス
ペ
ー
ス
フ
レ

ー
ム
と
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
も
、
主
に
マ
ル
チ
シ
リ

ン
ダ
ー
エ
ン
ジ
ン
を
用
い
る
チ
ー
ム
が
用
い
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

次
の
革
命
も
ロ
ー
タ
ス
が
起
こ
し
た
。
66
年
に
デ
ビ

ュ
ー
し
た
タ
イ
プ
43
で
モ
ノ
コ
ッ
ク
を
コ
ク
ピ
ッ
ト
後

で
切
り
落
と
し
、
そ
こ
に
直
接
エ
ン
ジ
ン
を
結
合
し
、

車
体
後
半
部
の
フ
レ
ー
ム
を
廃
し
て
エ
ン
ジ
ン
を
フ
レ

ー
ム
の
一
部
と
し
て
流
用
す
る
、
ス
ト
レ
ス
ド
マ
ウ
ン

ト
構
造
を
採
用
し
た
の
だ
。
こ
れ
は
あ
る
意
味
、
断
面

積
の
大
き
な
Ｂ
Ｒ
Ｍ
製
Ｈ
型
16
気
筒
エ
ン
ジ
ン
あ
り
き

の
構
造
で
は
あ
っ
た
が
、
皮
肉
な
こ
と
に
Ｂ
Ｒ
Ｍ
エ
ン

ジ
ン
が
十
分
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
し
な
か
っ
た

た
め
タ
イ
プ
43
自
体
は
目
立
っ
た
成
績
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
67
年
の
タ
イ
プ
49
で
は
軽

量
コ
ン
パ
ク
ト
な
Ｖ
型
８
気
筒
エ
ン
ジ
ン
を
ス
ト
レ
ス

ド
マ
ウ
ン
ト
し
て
大
成
功
し
、
以
降
Ｄ
Ｆ
Ｖ
の
ス
ト
レ

ス
ド
マ
ウ
ン
ト
が
一
気
に
普
及
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ち
な
み
に
エ
ン
ジ
ン
の
ス
ト
レ
ス
ド
マ
ウ
ン
ト
は
64

年
に
Ｆ
１
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
ホ
ン
ダ
Ｒ
Ａ
２
７
１

が
先
鞭
を
つ
け
た
と
す
る
考
え
方
も
あ
る
。
一
見
す
る

シ
ャ
シ
ー
構
造
の
変
化

　

当
時
の
Ｆ
１
に
出
走
し
て
い
た
車
両
は
ほ
と
ん
ど
が

車
体
先
端
か
ら
ラ
ジ
エ
タ
ー
、
エ
ン
ジ
ン
、
ギ
ヤ
ボ
ッ

ク
ス
、
コ
ク
ピ
ッ
ト
、
デ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル
と
い
う
順

に
配
置
し
プ
ロ
ペ
ラ
シ
ャ
フ
ト
を
介
し
て
後
輪
を
駆
動

す
る
と
い
う
典
型
的
フ
ロ
ン
ト
エ
ン
ジ
ン
車
で
あ
っ
た
。

し
か
し
57
年
に
ク
ー
パ
ー
が
ラ
ジ
エ
タ
ー
、
コ
ッ
ク
ピ

ッ
ト
、
エ
ン
ジ
ン
、
ト
ラ
ン
ス
ア
ク
ス
ル
の
順
に
置
く

ミ
ッ
ド
シ
ッ
プ
レ
イ
ア
ウ
ト
を
採
用
し
た
タ
イ
プ
Ｔ
43

を
戦
線
に
投
入
、
威
力
を
発
揮
し
た
た
め
流
れ
が
変
わ

っ
た
。

　

ク
ー
パ
ー
の
成
功
は
Ｆ
１
カ
ー
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
止

ま
ら
ず
、
Ｆ
１
界
全
体
の
構
造
ま
で
を
変
え
る
こ
と
に

な
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
そ
れ
ま
で
Ｆ
１
の
主
役
を
務

め
て
き
た
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
対
し
、
外
部
メ
ー
カ
ー

か
ら
エ
ン
ジ
ン
供
給
を
受
け
独
自
の
シ
ャ
シ
ー
を
開
発

し
て
Ｆ
１
を
戦
う
シ
ャ
シ
ー
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
存

在
感
が
増
し
て
い
っ
た
か
ら
だ
。

　

シ
ャ
シ
ー
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
小
規
模
な
が
ら
専

門
分
野
に
長
け
た
家
内
制
手
工
業
、
い
わ
ゆ
る
コ
テ
ー

ジ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
が
根
付
い
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
で
発

（右）1967年のチャン
ピオンマシンであるブ
ラバムBT24のリヤセ
クション。レプコエン
ジンはそれまでの常識
どおり、フレームを介
して搭載される方式。
（下）コスワースDFV
を搭載した1967年の
ロータス49。エンジン
はシャシーの構造材と
して機能する。

コリン・チャップマン率いる
ロータスが導入したモノコッ
クシャシー。タイプ25とその
発展型のタイプ33に乗ったジ
ム・クラークが、1963年と
65年の王座に輝いた。
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と
Ｒ
Ａ
２
７
１
の
横
置
き
Ｖ
型
12
気
筒
エ
ン
ジ
ン
や
リ

ヤ
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
は
モ
ノ
コ
ッ
ク
か
ら
伸
び
る
細
い

サ
ブ
フ
レ
ー
ム
に
固
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
エ
ン

ジ
ン
が
な
け
れ
ば
サ
ブ
フ
レ
ー
ム
が
成
立
せ
ず
エ
ン
ジ

ン
が
フ
レ
ー
ム
の
一
部
と
し
て
応
力
を
受
け
持
つ
と
い

う
意
味
で
は
ス
ト
レ
ス
ド
マ
ウ
ン
ト
と
分
類
し
て
も
誤

り
で
は
な
い
。
Ｆ
１
史
上
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
Ｖ
型
12
気

筒
エ
ン
ジ
ン
を
横
置
き
し
た
マ
シ
ン
な
ら
で
は
の
特
殊

な
構
造
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
Ｆ
１
の
フ
レ
ー
ム
は
一
変
し
た
が
、
そ
れ

を
覆
う
ボ
デ
ィ
は
ノ
ー
ズ
先
端
に
ラ
ジ
エ
タ
ー
を
収
め

た
「
葉
巻
型
」
で
は
あ
り
続
け
た
。
で
き
る
限
り
前
面

投
影
面
積
を
縮
小
し
空
気
抵
抗
を
減
ら
す
た
め
の
デ
ザ

イ
ン
と
し
て
葉
巻
型
は
合
理
的
だ
っ
た
の
だ
。
し
か
し

車
体
性
能
を
追
求
す
る
過
程
で
車
体
全
体
の
重
心
高
や

前
後
重
量
配
分
が
デ
ザ
イ
ン
の
要
因
と
し
て
加
わ
る
よ

う
に
な
り
、
Ｆ
１
カ
ー
の
ボ
デ
ィ
デ
ザ
イ
ン
は
徐
々
に

変
化
し
て
い
く
。

新
た
な
る
ス
タ
イ
ル
へ
の
模
索

　

当
時
の
Ｆ
１
カ
ー
は
お
よ
そ
１
８
０
ℓ
の
燃
料
タ
ン

ク
を
モ
ノ
コ
ッ
ク
両
側
に
配
置
し
て
い
た
が
、
69
年
に

マ
ト
ラ
が
開
発
し
た
タ
イ
プ
Ｍ
Ｓ
80
は
モ
ノ
コ
ッ
ク
の

両
側
を
膨
ら
ま
せ
燃
料
タ
ン
ク
を
横
方
向
へ
拡
大
し
て

燃
料
消
費
時
の
重
心
移
動
を
抑
制
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

細
長
い
円
筒
形
だ
っ
た
ボ
デ
ィ
は
中
央
部
が
膨
ら
ん
だ

紡
錘
形
と
な
っ
た
。
同
様
の
発
想
は
70
年
の
Ｂ
Ｒ
Ｍ　

Ｐ
１
５
３
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
Ｆ
１
カ
ー
の
断

面
は
台
形
に
平
た
く
な
っ
て
い
き
「
葉
巻
型
」
で
は
な

く
な
り
始
め
る
。　

　

60
年
代
終
盤
に
な
っ
て
エ
ン
ジ
ン
性
能
が
高
ま
る
一

方
タ
イ
ヤ
性
能
も
向
上
す
る
と
、
た
だ
単
に
空
気
か
ら

逃
げ
る
ば
か
り
で
は
な
く
空
気
の
力
を
積
極
的
に
利
用

し
ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー
ス
を
得
て
グ
リ
ッ
プ
を
高
め
て
エ
ン

ジ
ン
性
能
を
受
け
止
め
走
行
性
能
を
引
き
上
げ
よ
う
と

い
う
考
え
方
が
生
ま
れ
、
Ｆ
１
カ
ー
の
姿
は
ま
た
大
き

く
変
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

68
年
、
ま
ず
フ
ロ
ン
ト
ノ
ー
ズ
両
側
に
ウ
イ
ン
グ
や

カ
ナ
ー
ド
が
装
備
す
る
車
両
が
現
れ
、
追
っ
て
リ
ヤ
ウ

イ
ン
グ
の
装
備
が
始
ま
っ
た
。
す
で
に
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー

レ
ー
ス
で
は
大
型
の
ハ
イ
マ
ウ
ン
ト
ウ
イ
ン
グ
を
装
備

し
た
シ
ャ
パ
ラ
ル
が
活
躍
し
て
い
た
が
、
そ
れ
に
追
従

し
た
格
好
で
あ
る
。

　

当
初
は
及
び
腰
だ
っ
た
ウ
イ
ン
グ
は
短
期
間
の
う
ち

に
大
型
化
し
、
高
い
位
置
に
マ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
当
時
は
車
幅
の
規
定
は
あ
っ
て
も
車
体
全
高

に
つ
い
て
の
規
定
は
な
か
っ
た
。
空
力
付
加
物
は
車
両

規
則
を
司
る
Ｃ
Ｓ
Ｉ
が
予
想
も
し
な
か
っ
た
装
備
で
あ

り
、
Ｆ
１
カ
ー
の
車
高
を
上
方
へ
伸
ば
す
よ
う
な
技
術

者
は
い
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
68
年
の
最

終
戦
で
は
出
走
全
車
が
ハ
イ
マ
ウ
ン
ト
ウ
イ
ン
グ
を
掲

げ
て
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
グ
リ
ッ
ド
に
並
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
69
年
の
序
盤
戦
で
ハ
イ
マ
ウ
ン
ト
ウ
イ
ン
グ

が
走
行
中
に
破
損
す
る
事
故
が
発
生
し
た
た
め
、
Ｃ
Ｓ

Ｉ
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た
空
力
付
加
物
の
規
制
に
乗
り

出
し
、
ウ
イ
ン
グ
の
サ
イ
ズ
や
高
さ
に
規
制
を
設
け
た
。

現
代
の
Ｆ
１
の
形
状
も
、
基
本
的
に
は
こ
の
と
き
決
ま

っ
た
空
力
規
制
の
延
長
上
に
で
き
あ
が
っ
て
い
る
。

　

空
力
付
加
物
規
制
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
デ
ザ
イ
ナ
ー

た
ち
は
「
付
加
物
」
以
外
の
ボ
デ
ィ
形
状
で
ダ
ウ
ン
フ

ォ
ー
ス
を
稼
ご
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
ノ
ー
ズ
は

上
面
で
ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー
ス
を
稼
ぐ
た
め
に
平
た
い
形
状

と
な
り
、
Ｆ
１
の
形
状
は
さ
ら
に
変
化
し
て
い
っ
た
。

　

70
年
に
は
ロ
ー
タ
ス
が
ラ
ジ
エ
タ
ー
を
ボ
デ
ィ
両
サ

1968年のロータス49B。ノーズ両
脇にウイング、リヤにハイマウント
ウイングを装着する。空力の進化は
目覚ましかったが、葉巻型スタイル
はなんとか維持されていた。

1969年は写真のロータス、マトラ、マクラーレンが4WD
マシンを試験的に参戦させた。しかし、その挑戦はいずれ
も失敗に終わり、３チームとも本格投入には至らなかった。



イ
ド
に
移
設
し
た
う
え
で
ノ
ー
ズ
を
低
く
ク
サ
ビ
型
に

成
型
し
て
ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー
ス
を
稼
ぐ
デ
ザ
イ
ン
を
採
用

し
た
タ
イ
プ
72
を
開
発
、
大
成
功
を
収
め
た
。
サ
イ
ド

ラ
ジ
エ
タ
ー
化
は
空
力
デ
ザ
イ
ン
の
自
由
度
を
拡
大
す

る
と
と
も
に
前
後
重
量
配
分
の
改
善
に
も
大
き
な
意
味

を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
サ
イ
ド
ラ
ジ
エ

タ
ー
レ
イ
ア
ウ
ト
が
普
及
し
、
Ｆ
１
カ
ー
は
も
は
や
葉

巻
型
と
は
言
え
な
い
形
状
と
な
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
70
年
の
マ
ー
チ
７
０
１
は
、
フ
ロ
ン
ト
ラ
ジ

エ
タ
ー
の
ま
ま
ボ
デ
ィ
両
サ
イ
ド
に
フ
レ
ー
ム
と
は
別

体
の
構
造
物
、
い
わ
ゆ
る
サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー
ン
を
備
え

た
と
い
う
点
で
時
代
を
画
す
る
マ
シ
ン
だ
っ
た
。
こ
の

サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー
ン
の
内
部
に
は
補
助
的
な
燃
料
タ
ン

ク
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
マ
ト
ラ
や
Ｂ
Ｒ
Ｍ
同
様
、
燃

料
消
費
時
の
重
心
変
動
を
抑
制
す
る
た
め
に
働
い
た
。

一
方
で
マ
ー
チ
は
こ
の
サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー
ン
を
逆
翼
状

に
成
形
し
、
ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー
ス
を
稼
ぐ
と
公
表
し
て
い

た
。
し
か
し
サ
イ
ド
ス
カ
ー
ト
を
装
備
し
な
い
サ
イ
ド

ポ
ン
ツ
ー
ン
は
、
実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー

ス
を
生
み
出
さ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
ベ
ン
チ
ュ
リ
ー
と

サ
イ
ド
ス
カ
ー
ト
を
備
え
た
「
ウ
イ
ン
グ
カ
ー
」
が
成

功
を
収
め
る
の
は
77
年
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
。

　

こ
う
し
て
葉
巻
型
だ
っ
た
Ｆ
１
カ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
は

60
年
代
、
急
激
に
変
化
し
て
い
っ
た
。
速
く
走
る
た
め

の
要
因
に
つ
い
て
科
学
的
な
追
求
が
始
ま
り
急
激
に
進

行
し
た
結
果
だ
が
、
技
術
は
ま
だ
発
展
途
上
で
、
た
と

え
ば
空
力
デ
ザ
イ
ン
は
現
在
の
よ
う
な
精
密
な
風
洞
実

験
や
解
析
を
行
な
わ
な
い
ま
ま
、
人
間
の
感
覚
や
ア
イ

デ
ア
を
基
礎
に
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
運
動
解
析
も

同
様
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
60
年
代
に
は
失
敗
作
を
含

む
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
生
み
出
さ
れ
、「
葉
巻
型
」

か
ら
の
脱
却
が
急
速
に
進
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。f

ジャッキー・スチュワートのドライブで1969年を
制したマトラMS80。ノーズ先端が扁平になり、モ
ノコック形状は両端が膨らんだ形状に。もはや“葉
巻”とは言えないスタイルだ。

空力付加物規制により、ボディで
ダウンフォースを稼ぐ考えが生まれた

1970年のマーチ701は、ボディ両サイドに翼断面形状の
補助燃料タンクを装着。発案者のピーター・ライトはのち
にロータスでウイングカーを花開かせることになる。

ウエッジシェイプのノーズとラジエターのサイド配置で葉巻型を完全脱却した1970年のロータス72。マクラーレンもM23でこれに追従し、次第にF1マシンの主流になっていった。
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1953年８月、F2規定で開催
されたドイツGP。マセラティ
とフェラーリが上位を占める。
当時18歳の上皇陛下が皇太
子時代に観戦に訪れていた。

11950年代を代表するドライバー、モス
（中央）とファンジオ。55年イギリスGPで
は1-2フィニッシュを飾った。2同年モナ
コGPを走る②モスと⑥ファンジオのメルセ
デスW196。ふたりはこの年のタイトルを
争い、ファンジオが２年連続＆自身３度目
の王者に。一方、3サイドポンツーン内に
燃料タンクを収めた珍車「ランチアD50」
も出場。翌年フェラーリに譲渡され、フェ
ラーリ・ランチアD50に名称変更された。

1960年代のF1を楽しむために
知っておきたい1950年代のこと
1950年にF1世界選手権が始まった当時
マシンは戦前の流れを汲むフロントエンジン車だった
そんな時代を経て、現在に至るまで連綿と続くF1の草創期を振り返る
Text/Shinji Hayashi  Photos/Mortorsport Images

　1950年代のF1マシンは60年代以降のF1
と一見して違う。エンジン搭載位置がフロン
トなので、ドライバーは後部上方に着座して
いる。昨日F1ファンになった者でも判別が
可能だ。50年代に小型（当初は２輪用）エ
ンジンをミッドシップとしてF3→F2→F1と
進級してきた英国製小規模コンストラクター
のクーパーが、コベントリー・クライマック
ス製汎用エンジンを搭載してF1界にミッド
シップ革命を引き起こしたのが50年代末。
これを機に一気にF1のミッドシップ化が進
むと同時に、ヨーロッパ大陸メーカーの衰退
と英国コンストラクターの台頭へと大変革が
起こる。エンジン重視からシャシー重視へと
時代が変わったとも言えた。
　しかしF1界の基本精神的には50年代と60
年代は大差ない。スポンサーもなければテレ
ビ放映もない。商業主義皆無のスポーツその
もの。各車ナショナルカラーであることから、
国別対抗戦の様相が濃かった。操るドライバ
ーたちも高額契約金などなく、家柄の良いジ
ェントルマンが多数を占め、F1もスポーツ
カーもなんでも乗って好成績をおさめて一人
前のレーサーだった。コースの安全性（危険
性？）も50～60年代ではほぼ不変。その時
々の状況を選手自らが判断して、リスクを受
け入れて戦うのが当時流だ。安全面は70年
代に入ってようやく急激に進化する。
　50年代を代表するドライバーとしてはフ
ァン・マヌエル・ファンジオ、アルベルト・
アスカリ、若手スターリング・モスの名前が
真っ先に上がる。それに次ぐのは戦前派のジ
ュゼッペ・ファリーナ、若手のマイク・ホー
ソンやピーター・コリンズやトニー・ブルッ

クスらか。スポーツカーレースも含めればジ
ャン・ベーラ、ハリー・シェル、ルイジ・ム
ッソらは個性的キャラが立ち、欠かせぬヒー
ローだった。彼らのほとんどが60年代にい
ないのは、ほぼ全員レース中に事故死したた
めだ。そういう時代だったからこそ、精一杯
レースと人生を楽しんでいたとも言える。
　第二次世界大戦が終わって間もない47年、
AIACRから改組されたFIA（国際自動車連盟）
はすぐさまフォーミュラ１（F1）およびフ
ォーミュラ２（F2）という競技車両規定を
制定、戦前にGPフォーミュラおよびボアチ
ュレットとして存在していたものを改変した。
F1は非過給4.5ℓ／過給1.5ℓ以下、F2は非
過給２ℓ／過給0.5ℓ以下というもので53年
末まで有効。50年世界選手権開始以前にも
F1が存在していた点は重要で、その非選手
権F1戦は83年まで存在した。
　39年にボアチュレットとして登場したア
ルファロメオ158が戦後はF1規定に合致し
て活躍、51年まで連戦連勝するが、後発の
フェラーリに肉薄されたことで活動休止を決
めると、52年以降のF1がフェラーリの独壇
場となることを憂慮したFIAは、52～53年
の世界選手権F1GPをF2規定で行なう奇策
に出る。そして54年からは非過給2.5ℓ／過
給0.75ℓのいわゆる2.5ℓF1時代が始まり、
60年の末まで続く。
　敗戦から立ち直ったドイツのメルセデスベ
ンツ、イギリスのバンウォールの活躍も目を
引いたが、50年代をとおして活躍したのは
イタリアのフェラーリとマセラティだった。
しかしそれも英国ミッドシップ勢台頭により
急激に影が薄くなっていく。 F
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１
９
６
４
年
に
始
ま
る
ホ
ン
ダ
Ｆ
１
の
歴
史
。
ま
だ

４
輪
車
メ
ー
カ
ー
と
し
て
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
を
始
め
た
ば

か
り
の
ホ
ン
ダ
が
世
界
最
高
峰
の
レ
ー
ス
に
挑
戦
し
た

そ
の
ワ
ケ
を
、
創
業
者
の
本
田
宗
一
郎
は
84
年
に
行
な

わ
れ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
玄
社
刊
『
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ａ 

Ｆ

１ 

１
９
６
４
‐
１
９
６
８
』）
の
な
か
で
こ
う
語
っ
て

い
る
。

「
私
は
な
に
か
物
事
を
や
る
と
き
は
、一
番
む
ず
か
し
い

も
の
か
ら
始
め
る
癖
が
、
い
つ
も
つ
い
て
い
る
ん
で
す

よ
。
簡
単
な
も
の
か
ら
や
ら
ず
に
、
今
ま
で
他
人
の
や

ら
ん
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
、
そ
れ
で
い
ろ
い
ろ
な
経

験
を
経
て
、
そ
れ
か
ら
や
ろ
う
と
い
う
考
え
方
を
い
つ

で
も
持
っ
て
い
た
ん
で
す
」

　

そ
う
し
た
「
い
ち
ば
ん
難
し
い
も
の
か
ら
始
め
る
ク

セ
」
が
な
に
を
も
た
ら
す
か
と
い
え
ば
、
迅
速
な
経
験

の
蓄
積
で
あ
る
と
い
う
。

行かなきゃ、
見なきゃ、

勝ちはなし

Text/Tatsuya Otani（Little Wing）  
Photos/Paul-Henri Cahier, Grand Prix Photo, Honda, McKLEIN, Motorsport Images

参考資料：二玄社刊『HONDA F1 1964-1968』

日本から初めて本格的にF1へと挑んだホンダ
まだ日本では４輪レースがようやく始まったころという

60年代中盤に２輪で栄華を誇った経験も活かし
ほかとは違う独創的アプローチで頂点を狙った

ニッポンからの挑戦者──
ホンダが戦った葉巻型の時代

初陣を間近に控えた64年の７
月20日。ホンダはオランダ・ザ
ンドフールトにてテストを実施。
テストカーとはまったく異なる
新車を仕立て、実戦に備えた。
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「
う
ち
の
乗
用
車
な
ど
も
私
が
や
っ
て
い
る
と
き
は
失
敗
、

失
敗
で
や
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
今
度
は
次
の
社
長
（
著

者
註
：
２
代
目
社
長
の
河
島
喜
好
を
指
す
）
が
生
ま
れ

た
と
き
に
は
初
め
て
売
れ
る
車
が
出
来
上
が
っ
て
来
た
。

ご
く
わ
ず
か
の
間
で
す
ね
。
そ
の
間
は
金
は
か
な
り
失

い
ま
し
た
。
だ
け
ど
、
自
分
に
都
合
の
い
い
こ
と
を
言

わ
せ
て
い
た
だ
け
る
な
ら
ば
、
時
間
を
う
ん
と
稼
い
で

い
ま
す
ね
。
人
の
何
倍
と
い
う
時
間
を
稼
い
で
い
る
」

　

他
人
が
選
ば
ぬ
茨
の
道
を
突
き
進
む
こ
と
で
、
ス
ピ

ー
デ
ィ
な
開
発
を
も
の
に
す
る
。
こ
れ
は
自
動
車
産
業

を
保
護
す
る
名
目
で
通
産
省
が
検
討
し
て
い
た
「
自
動

車
の
基
本
方
針
（
後
の
特
定
産
業
振
興
臨
時
措
置
法
案
、

通
称
・
特
振
法
案
）」に
対
処
す
る
た
め
に
も
必
要
な
こ

と
だ
っ
た
。
こ
れ
が
実
施
さ
れ
る
と
そ
れ
ま
で
２
輪
車

メ
ー
カ
ー
だ
っ
た
ホ
ン
ダ
が
４
輪
車
に
進
出
す
る
チ
ャ

ン
ス
が
失
わ
れ
る
。
そ
ん
な
窮
地
に
立
た
さ
れ
た
本
田

た
ち
に
と
っ
て
、
世
界
の
ト
ッ
プ
に
伍
す
る
４
輪
車
を

開
発
す
る
力
を
養
う
こ
と
は
急
務
だ
っ
た
。「
だ
か
ら
Ｆ

１
に
参
戦
し
た
」
と
、
本
田
は
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
理
性
的
な
説
明
を
試
み
た
本
田
と
は
正
反

対
の
立
場
か
ら
ホ
ン
ダ
が
Ｆ
１
に
参
戦
し
た
理
由
を
解

き
明
か
そ
う
と
し
た
の
が
、
第
一
期
ホ
ン
ダ
Ｆ
１
で
陣

頭
指
揮
を
執
っ
た
中
村
良
夫
だ
っ
た
。
同
じ
『
Ｈ
Ｏ
Ｎ

Ｄ
Ａ 

Ｆ
１ 

１
９
６
４
‐
１
９
６
８
』
か
ら
、
彼
の
言

葉
を
拾
い
上
げ
て
み
よ
う
。

「
も
ち
ろ
ん
後
述
す
る
よ
う
な
、い
ろ
い
ろ
な
動
機
付
け

は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
動
機
付
け
の
ひ
と
つ
ひ

と
つ
は
決
定
的
な
も
の
で
は
な
い
。
基
本
的
に
は
、
本

田
宗
一
郎
氏
を
は
じ
め
と
す
る
我
々
の
〝
是
非
や
り
た

い
、
や
っ
て
み
た
い
!!
〞
と
い
う
願
望
で
あ
り
、
情
熱

で
あ
り
、
意
欲
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
極
端
に
い

え
ば
、
そ
の
理
由
付
け
は
な
ん
で
も
よ
か
っ
た
」

　

情
熱
家
で
自
分
の
直
感
を
信
じ
る
天
才
肌
の
本
田
と
、

東
京
帝
国
大
学
工
学
部
を
出
て
学
究
肌
だ
っ
た
中
村
。

ふ
た
り
の
極
端
に
ま
で
対
照
的
な
言
葉
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
出
自
と
は
正
反
対
な
立
場
で
語
ら
れ
て
い
る
点
は
、極

め
て
興
味
深
い
と
同
時
に
ホ
ン
ダ
Ｆ
１
が
内
包
す
る
葛

1ドイツGP登場の“初号機”。決勝
はバックナムの手で最後尾からの特
別出走に。2モノコック+後部スペ
ースフレームという独特な構造のシ
ャシーに横置きで1.5ℓながらV12
というRA271Eが収まる。RA271E
は２戦目のイタリアGPからインジェ
クション仕様となった。3３戦目の
アメリカGPでは、フロントカウル下
にオイルクーラーが追加された。

本田の好んだ金色に彩られたテス
トカーのRA270。エンジンの実走
テスト用ながら、クーパーを改良
するのではなく、参考にして新た
に仕立てられたこのマシンには、開
発者の意欲が詰め込まれている。

2

1

3

RA271 1964
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藤
を
あ
ぶ
り
出
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。

　

第
一
期
Ｆ
１
に
向
け
た
ホ
ン
ダ
社
内
の
活
動
が
具
体

化
し
た
の
は
63
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
ま
ず
俎
上
に
上
っ

た
の
は
エ
ン
ジ
ン
で
あ
り
、
当
初
は
Ｖ
８
の
可
能
性
も

検
討
さ
れ
た
が
、
当
時
の
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
従
っ

て
総
排
気
量
を
１
５
０
０
cc
と
す
れ
ば
単
気
筒
あ
た
り

の
容
積
が
１
８
７
・
５
cc
と
な
り
、
そ
れ
以
前
に
ホ
ン

ダ
が
取
り
組
ん
で
き
た
２
輪
レ
ー
ス
で
の
経
験
が
生
か

せ
な
く
な
る
。
し
か
し
12
気
筒
で
あ
れ
ば
単
気
筒
あ
た

り
１
２
５
cc
と
な
っ
て
、
ホ
ン
ダ
が
得
意
と
す
る
超
高

回
転
技
術
が
生
き
て
く
る
。
し
か
も
総
排
気
量
１
５
０

０
cc
で
あ
れ
ば
エ
ン
ジ
ン
を
シ
ャ
シ
ー
に
横
置
き
で
搭

載
で
き
る
可
能
性
も
生
ま
れ
、
そ
う
な
れ
ば
ギ
ヤ
ボ
ッ

ク
ス
や
フ
ァ
イ
ナ
ル
ド
ラ
イ
ブ
を
す
べ
て
平
歯
車
ま
た

は
「
は
す
ば
歯
車
」
で
構
成
で
き
る
。
こ
れ
は
動
力
の

向
き
を
90
度
転
換
さ
せ
る
の
に
必
要
な
ス
パ
イ
ラ
ル
ベ

ベ
ル
ギ
ヤ
の
経
験
が
豊
富
と
は
い
え
な
か
っ
た
当
時
の

ホ
ン
ダ
に
と
っ
て
き
わ
め
て
好
都
合
。
こ
う
し
て
Ｖ
12

エ
ン
ジ
ン
を
横
置
き
に
す
る
プ
ラ
ン
が
ま
と
ま
っ
た
。

　

Ｒ
Ａ
２
７
０
Ｅ
と
名
付
け
ら
れ
た
ホ
ン
ダ
初
の
Ｆ
１

エ
ン
ジ
ン
は
順
調
に
開
発
が
進
み
、
同
年
７
月
に
は
目

標
出
力
の
２
０
０
ps
達
成
が
視
野
に
入
っ
て
き
た
。
こ

れ
を
受
け
て
社
内
で
は
Ｆ
１
参
戦
の
体
制
に
関
す
る
検

討
が
始
ま
っ
た
。

　

ホ
ン
ダ
は
シ
ャ
シ
ー
を
自
ら
製
作
し
て
の
独
自
参
戦

に
は
そ
も
そ
も
消
極
的
だ
っ
た
。
４
輪
車
の
生
産
が
立

ち
上
が
っ
た
ば
か
り
で
、
人
的
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
不
十

分
だ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
こ
で
63
年
の
７
月
か
ら
８
月
に

か
け
て
、
中
村
ら
は
ホ
ン
ダ
エ
ン
ジ
ン
搭
載
の
可
能
性

が
見
込
ま
れ
る
ロ
ー
タ
ス
、
ク
ー
パ
ー
、
ブ
ラ
バ
ム
の

３
チ
ー
ム
を
訪
問
。
提
携
の
可
能
性
を
探
っ
た
。
こ
の

結
果
、
当
初
は
ブ
ラ
バ
ム
が
最
有
力
と
さ
れ
た
が
、
す

４輪車の生産を始めたばかりのホンダは
シャシーを製作しての独自参戦に消極的だった
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で
に
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の
地
位
に
あ
っ
た
ロ
ー
タ
ス
の
コ

リ
ン
・
チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
が
、
帰
国
後
の
中
村
ら
を
追
い

か
け
る
よ
う
に
し
て
来
日
。
熱
心
に
エ
ン
ジ
ン
供
給
を

打
診
し
た
た
め
に
方
針
は
転
換
さ
れ
、
ロ
ー
タ
ス
と
の

提
携
が
内
定
す
る
。

　

ロ
ー
タ
ス
側
か
ら
提
示
さ
れ
た
計
画
に
し
た
が
っ
て

エ
ン
ジ
ン
の
改
良
や
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
空
輸
な
ど
を
あ

わ
た
だ
し
く
行
な
う
ホ
ン
ダ
は
、
テ
ス
ト
ベ
ン
チ
上
だ

け
で
の
エ
ン
ジ
ン
開
発
に
疑
問
を
抱
き
、
エ
ン
ジ
ン
熟

成
用
の
シ
ャ
シ
ー
開
発
に
取
り
組
む
。
こ
の
際
に
参
考

と
さ
れ
た
の
が
、
も
と
も
と
ボ
ブ
・
マ
ッ
キ
ン
タ
イ
ア

が
所
有
し
て
い
た
旧
型
の
Ｆ
１
マ
シ
ン
、ク
ー
パ
ー･

ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
だ
っ
た
。
こ
れ
は
マ
ッ
キ
ン
タ
イ
ア
が

将
来
の
Ｆ
１
参
戦
に
備
え
て
練
習
用
と
し
て
手
に
入
れ

た
も
の
の
彼
が
不
慮
の
事
故
死
を
遂
げ
た
た
め
、
マ
ッ

キ
ン
タ
イ
ア
未
亡
人
を
救
う
た
め
に
ジ
ム･

レ
ッ
ド
マ
ン

の
仲
介
で
ホ
ン
ダ
が
購
入
し
た
も
の
だ
っ
た
。
レ
ッ
ド

マ
ン
が
ホ
ン
ダ
ワ
ー
ク
ス
の
グ
ラ
ン
プ
リ
ラ
イ
ダ
ー
だ

っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

　

ク
ー
パ
ー
を
参
考
に
し
て
鋼
管
ス
ペ
ー
ス
フ
レ
ー
ム

で
組
ま
れ
た
熟
成
用
シ
ャ
シ
ー
は
Ｒ
Ａ
２
７
０
Ｆ
と
名

付
け
ら
れ
た
。
研
究
所
で
造
形
さ
れ
た
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ル

は
空
力
性
能
よ
り
も
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
あ
る
こ
と
を

優
先
し
た
も
の
で
、
ボ
デ
ィ
カ
ラ
ー
は
本
田
の
意
向
に

12RA272には1改良型と2初期型が存在する。イタリアGPから登場の改良型はノーズ先端の開口部が低
い位置になり、ノーズ自体もシャープな造形となったほか、モノコックの改修やエンジンの搭載位置を低下
させるなど、低重心化と冷却性向上を狙ったモディファイが行なわれた。3ライバルに比べ、エンジン重量
や重心の高さも課題だった。4565年のメキシコGPではギンサーの手で初勝利。参戦11戦目の快挙だった。

RA272 1965

1

2

3

45
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し
た
が
っ
て
ゴ
ー
ル
ド
と
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
ホ
ン
ダ

初
の
Ｆ
１
マ
シ
ン
で
あ
る
Ｒ
Ａ
２
７
０
が
誕
生
し
た
わ

け
だ
が
、
こ
れ
は
彼
ら
が
単
独
で
Ｆ
１
に
参
戦
す
る
た

め
に
開
発
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
当
初
は
あ
く
ま
で
も

エ
ン
ジ
ン
の
実
走
テ
ス
ト
用
と
し
て
試
作
さ
れ
た
も
の

だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
64
年
２
月
に
な
っ
て
、
ロ
ー
タ
ス
か
ら
提

携
を
破
棄
す
る
旨
の
連
絡
が
突
如
と
し
て
ホ
ン
ダ
に
届

く
。
そ
れ
ま
で
ロ
ー
タ
ス
は
コ
ベ
ン
ト
リ
ー
・
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
社
製
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
て
い
た
が
、
同
社

が
ジ
ャ
ガ
ー
傘
下
に
入
っ
た
た
め
、
ジ
ャ
ガ
ー
の
支
援

を
受
け
る
ロ
ー
タ
ス
と
し
て
は
今
後
も
コ
ベ
ン
ト
リ
ー

･

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
使
い
続
け
る
以
外
に
術
が
な
く
な

っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
ロ
ー
タ
ス
側
の
リ
ク
エ
ス

ト
に
応
え
る
か
た
ち
で
、
こ
こ
ま
で
無
理
に
無
理
を
重

ね
て
き
た
ホ
ン
ダ
の
開
発
陣
は
こ
の
報
せ
に
意
気
消
沈

す
る
が
、
こ
こ
ま
で
準
備
を
進
め
て
い
な
が
ら
ロ
ー
タ

ス
の
都
合
で
参
戦
を
取
り
や
め
る
の
も
癪
に
障
る
。
幸

い
、
中
村
ら
は
前
回
渡
欧
し
た
際
に
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー

社
の
ダ
ン
ロ
ッ
プ
や
計
器
類
の
製
作
で
名
高
い
ス
ミ
ス

社
な
ど
を
訪
れ
て
お
り
、
パ
ー
ツ
供
給
の
算
段
は
つ
い

て
い
た
。「
ホ
ン
ダ
は
ホ
ン
ダ
自
身
の
道
を
進
む
」と
返

信
し
、
独
自
参
戦
の
方
針
を
固
め
た
の
は
、
ロ
ー
タ
ス

か
ら
提
携
破
棄
の
報
せ
を
受
け
て
か
ら
、
わ
ず
か
30
分

後
の
こ
と
だ
っ
た
と
中
村
は
回
想
し
て
い
る
。

　

闘
志
に
燃
え
る
ホ
ン
ダ
開
発
陣
は
恐
る
べ
き
ス
ピ
ー

ド
で
初
の
実
戦
マ
シ
ン
と
な
る
Ｒ
Ａ
２
７
１
を
設
計
。是

が
非
で
も
64
年
中
に
参
戦
を
開
始
し
た
い
と
考
え
て
い

た
中
村
ら
は
、
当
初
７
月
11
日
に
ブ
ラ
ン
ズ
ハ
ッ
チ
で

開
催
さ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
Ｇ
Ｐ
で
の
デ
ビ
ュ
ー
を
想
定
し

て
い
た
が
、さ
す
が
に
こ
れ
は
間
に
合
わ
な
く
な
り
、ニ

ュ
ル
ブ
ル
ク
リ
ン
ク
・
ノ
ル
ド
シ
ュ
ラ
イ
フ
ェ
が
舞
台

３
ℓ
時
代
が
到
来
し
て
も
ホ
ン
ダ
の
エ
ン
ジ
ン
は
大
き
く
て
重
く

オ
ー
バ
ー
ウ
エ
イ
ト
だ
っ
た
R
A
2
7
3
で
は
苦
戦
続
き
だ
っ
た

1
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と
な
る
翌
戦
の
ド
イ
ツ
Ｇ
Ｐ
に
照
準
を
合
わ
せ
る
。
そ

れ
ま
で
の
間
、
参
戦
ド
ラ
イ
バ
ー
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の

前
線
基
地
、
さ
ら
に
は
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
の
手
配
を

ど
う
す
る
か
な
ど
で
メ
ン
バ
ー
は
忙
殺
さ
れ
る
。
さ
ら

に
は
統
括
団
体
で
あ
る
Ｆ
Ｉ
Ａ
・
Ｃ
Ｓ
Ｉ
と
参
戦
に
関

す
る
調
整
を
実
施
。
こ
こ
で
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
ラ
ー
（
当

時
の
Ｆ
１
は
ス
ポ
ン
サ
ー
カ
ラ
ー
で
は
な
く
、
チ
ー
ム

の
国
籍
に
あ
わ
せ
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
ラ
ー
に
ペ
イ
ン
ト

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
）
に
関
す
る
議
論

も
行
な
わ
れ
た
。

　

Ｒ
Ａ
２
７
０
の
ゴ
ー
ル
ド
が
南
ア
フ
リ
カ
の
ナ
シ
ョ

ナ
ル
カ
ラ
ー
で
あ
る
こ
と
は
ホ
ン
ダ
も
知
っ
て
い
た
が
、

同
国
に
Ｆ
１
チ
ー
ム
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
ホ
ン
ダ
は
当
初
ゴ
ー
ル
ド
で
い
け
る
と
踏
ん
で
い

た
。
と
こ
ろ
が
「
南
ア
フ
リ
カ
が
正
式
に
辞
退
し
な
い

限
り
そ
れ
は
不
可
能
」
と
い
う
の
が
Ｆ
Ｉ
Ａ
・
Ｃ
Ｓ
Ｉ

側
の
見
解
。
そ
こ
で
ホ
ン
ダ
は
第
２
希
望
だ
っ
た
ア
イ

ボ
リ
ー
ホ
ワ
イ
ト
を
提
案
す
る
と
「
ド
イ
ツ
の
シ
ル
バ

ー
と
見
分
け
が
つ
か
な
い
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
に

日
の
丸
を
添
え
て
は
ど
う
か
？
」
と
Ｆ
Ｉ
Ａ
・
Ｃ
Ｓ
Ｉ

側
か
ら
逆
提
案
さ
れ
、
Ｒ
Ａ
２
７
１
は
白
地
に
赤
の
ペ

イ
ン
ト
が
決
ま
っ
た
と
い
う
。

　

な
に
も
か
も
急
仕
立
て
で
ニ
ュ
ル
ブ
ル
ク
リ
ン
ク
に

や
っ
て
き
た
ホ
ン
ダ
チ
ー
ム
は
、
結
局
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

と
予
選
を
ま
と
も
に
走
行
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
決

勝
で
は
奇
跡
的
に
快
走
し
て
22
台
中
９
番
手
ま
で
浮
上
。

惜
し
く
も
15
ラ
ッ
プ
の
レ
ー
ス
の
12
ラ
ッ
プ
目
に
新
人

ド
ラ
イ
バ
ー
の
ロ
ニ
ー･

バ
ッ
ク
ナ
ム
が
コ
ー
ス
ア
ウ
ト

し
て
リ
タ
イ
ア
に
終
わ
っ
た
が
、
記
録
上
13
位
完
走
と

扱
わ
れ
た
こ
と
は
、
僥
倖
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
か

っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

翌
65
年
は
マ
シ
ン
開
発
へ
の
貢
献
が
期
待
で
き
る
リ

ッ
チ
ー･

ギ
ン
サ
ー
を
加
え
た
２
台
体
制
で
参
戦
す
る
も
、

ホ
ン
ダ
式
低
圧
燃
料
噴
射
の
調
整
が
難
し
い
こ
と
も
あ

っ
て
、
未
勝
利
の
ま
ま
最
終
戦
メ
キ
シ
コ
Ｇ
Ｐ
を
迎
え

る
。
こ
こ
で
久
々
に
現
場
に
復
帰
し
た
中
村
は
ま
ず
チ

ー
ム
の
体
制
を
見
直
す
と
、
続
い
て
標
高
２
４
０
０
ｍ

の
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
に
あ
わ
せ
て
混
合
気
を
綿
密
に
調

整
。
メ
キ
シ
コ
で
の
開
催
が
３
回
目
だ
っ
た
こ
と
も
経

験
に
乏
し
い
ホ
ン
ダ
に
は
有
利
に
働
き
、
４
番
グ
リ
ッ

ド
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
ギ
ン
サ
ー
は
１
コ
ー
ナ
ー
ま
で

に
ト
ッ
プ
に
立
つ
と
、
ブ
ラ
バ
ム
の
ダ
ン
・
ガ
ー
ニ
ー

を
２
秒
差
で
抑
え
て
優
勝
。
ホ
ン
ダ
Ｆ
１
に
初
の
栄
冠

を
も
た
ら
し
た
。

　

翌
66
年
か
ら
Ｆ
１
は
３
ℓ
時
代
に
突
入
。
ホ
ン
ダ
は

さ
す
が
に
縦
置
き
エ
ン
ジ
ン
に
方
向
転
換
し
た
が
、
本

田
の
主
張
に
よ
り
ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト
は
組
み
立
て
式

で
軸
受
け
は
ロ
ー
ラ
ー
ベ
ア
リ
ン
グ
式
の
セ
ン
タ
ー
・

パ
ワ
ー
テ
イ
ク
オ
フ
方
式
（
Ｖ
12
エ
ン
ジ
ン
を
前
後
に

二
分
割
し
、
そ
の
中
央
か
ら
出
力
を
取
り
出
す
レ
イ
ア

1新車のコクピットに収まる本田宗一郎。その横に座るのが“現場”のリーダー、中村良夫だ。2466年の３ℓ規定初年度か
ら67年まで使われたRA273。V12エンジンはモノコックの形状に合わせるべくバンク角を90度にしたほか、ついに縦置き化。
高出力に加え、シャシーとの同調も図っていた。3３戦を戦った66年。２戦目のアメリカGPでギンサーにワイドトレッド仕
様が投入され、３戦目のメキシコGPでは予選３位／決勝４位と奮闘したものの、同年の残りの２戦では結果を残せず。

2

4 3
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ウ
ト
）
が
継
承
さ
れ
た
。
ロ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
式
は
フ

リ
ク
シ
ョ
ン
ロ
ス
の
低
減
や
高
回
転
化
に
有
利
だ
が
、ク

ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト
、
ひ
い
て
は
エ
ン
ジ
ン
全
体
の
大
型

化
に
結
び
着
く
。「
ホ
ン
ダ
の
Ｆ
１
エ
ン
ジ
ン
は
パ
ワ
フ

ル
だ
が
大
き
く
て
重
い
」
と
評
さ
れ
た
最
大
の
理
由
が
、

こ
こ
に
あ
っ
た
。

　

中
村
に
よ
れ
ば
１
・
５
ℓ
時
代
は
多
少
エ
ン
ジ
ン
が

大
き
く
て
パ
ワ
フ
ル
で
も
タ
イ
ヤ
が
そ
れ
を
受
け
止
め

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
３
ℓ
時
代
に
な
る
と
タ
イ
ヤ
に

と
っ
て
は
完
全
に
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
オ
ー
バ
ー
で
、
こ
こ

に
過
大
な
エ
ン
ジ
ン
重
量
が
重
な
り
高
出
力
を
生
か
し

切
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
し
か
も
ホ
ン
ダ
製
シ
ャ
シ

ー
、
Ｒ
Ａ
２
７
３
も
オ
ー
バ
ー
ウ
エ
イ
ト
の
た
め
、
参

戦
し
た
終
盤
３
連
戦
は
最
終
戦
で
ギ
ン
サ
ー
が
４
位
に

入
賞
し
た
だ
け
で
あ
と
は
ノ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
終
わ
っ
た
。

　

こ
の
頃
に
な
る
と
ホ
ン
ダ
の
４
輪
事
業
は
軌
道
に
乗

り
始
め
、
Ｆ
１
の
た
め
に
開
発
リ
ソ
ー
ス
を
割
く
こ
と

が
徐
々
に
難
し
く
な
っ
て
い
く
。
そ
こ
に「
渡
り
に
船
」

と
ば
か
り
に
巡
っ
て
き
た
チ
ャ
ン
ス
が
、
ジ
ョ
ン
・
サ

ー
テ
ィ
ー
ス
の
フ
ェ
ラ
ー
リ
離
脱
だ
っ
た
。
自
ら
チ
ー

ム
を
率
い
る
サ
ー
テ
ィ
ー
ス
は
翌
年
か
ら
ホ
ン
ダ
と
と

も
に
Ｆ
１
を
戦
う
こ
と
を
希
望
。
両
者
の
思
惑
は
こ
こ

に
合
致
し
、
ホ
ン
ダ
と
サ
ー
テ
ィ
ー
ス
の
共
闘
体
制
で

67
年
シ
ー
ズ
ン
の
Ｆ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
に
参
戦
す
る
こ
と

が
決
ま
る
。

　

改
良
型
Ｒ
Ａ
２
７
３
で
挑
ん
だ
開
幕
戦
南
ア
フ
リ
カ

Ｇ
Ｐ
で
サ
ー
テ
ィ
ー
ス
は
い
き
な
り
３
位
表
彰
台
を
獲

得
し
た
も
の
の
、
優
勝
争
い
に
は
手
が
届
か
な
い
。
一

計
を
案
じ
た
中
村
は
シ
ャ
シ
ー
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

ロ
ー
ラ
に
協
力
を
仰
ぎ
、
イ
ン
デ
ィ
カ
ー
用
シ
ャ
シ
ー

の
Ｔ
90
を
Ｆ
１
用
に
モ
デ
ィ
フ
ァ
イ
。
Ｒ
Ａ
２
７
３
よ

り
70
㎏
近
く
軽
量
な
新
型
車
は
Ｒ
Ａ
３
０
０
と
名
付
け

ら
れ
、
イ
タ
リ
ア
Ｇ
Ｐ
で
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
。

　

準
備
不
足
の
ま
ま
イ
タ
リ
ア
Ｇ
Ｐ
に
挑
ん
だ
Ｒ
Ａ
３

０
０
は
サ
ー
テ
ィ
ー
ス
の
手
に
よ
り
レ
ー
ス
序
盤
は
セ

カ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
に
つ
け
て
い
た
も
の
の
、
終
盤
に
入

っ
て
ペ
ー
ス
ア
ッ
プ
。
最
後
は
ジ
ム
・
ク
ラ
ー
ク
（
ロ

ー
タ
ス
・
フ
ォ
ー
ド
）、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ブ
ラ
バ
ム（
ブ
ラ

バ
ム
・
レ
プ
コ
）
と
の
接
戦
を
僅
差
で
制
し
、
ホ
ン
ダ

Ｆ
１
に
２
勝
目
を
捧
げ
た
の
で
あ
る
。

　

翌
68
年
は
当
然
、
こ
の
波
に
乗
っ
て
連
戦
連
勝
を
果

た
し
、
ワ
ー
ル
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
く
こ
と
を
ホ
ン

ダ
の
メ
ン
バ
ー
は
夢
想
し
て
い
た
。
し
か
し
現
実
は
厳

し
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
や
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
見

舞
わ
れ
、
ホ
ン
ダ
は
１
勝
も
挙
げ
る
こ
と
な
く
シ
ー
ズ

ン
を
終
え
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
本
田
の
主
導
で
開
発
さ

れ
た
空
冷
Ｖ
８
エ
ン
ジ
ン
搭
載
の
Ｒ
Ａ
３
０
２
を
出
走

123RA300の初陣となった67年
のイタリアGP。手綱を握ったサーテ
ィースは1スタートからしばらくは
トップグループの後方、第２集団で
争っていたが、終盤にはトップを争
い、3ブラバム（写真内左）を0.2
秒差で抑えて勝利を飾った。

通算２勝目を挙げた波に乗って翌68年には
王座争いを夢想していたホンダ、しかし──

1

23

1



51

さ
せ
る
と
い
う
重
責
ま
で
現
場
の
チ
ー
ム
は
背
負
わ
さ

れ
た
の
だ
が
、
無
理
に
無
理
を
重
ね
て
エ
ン
ト
リ
ー
し

た
雨
の
フ
ラ
ン
ス
Ｇ
Ｐ
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ジ
ョ
ー
・

シ
ュ
レ
ッ
サ
ー
は
レ
ー
ス
序
盤
に
コ
ー
ス
ア
ウ
ト
し
て

横
転
。
し
か
も
マ
シ
ン
か
ら
出
火
し
て
シ
ュ
レ
ッ
サ
ー

は
命
を
落
と
す
と
い
う
悲
劇
ま
で
起
き
て
し
ま
う
。

　

こ
こ
で
Ｒ
Ａ
３
０
２
に
つ
い
て
概
説
し
て
お
け
ば
、本

田
が
主
導
し
た
だ
け
あ
っ
て
な
に
か
ら
な
に
ま
で
異
例

ず
く
め
の
革
新
的
な
マ
シ
ン
だ
っ
た
。
ま
ず
は
エ
ン
ジ

ン
の
冷
却
方
法
を
ポ
ル
シ
ェ
な
ど
が
採
用
し
た
強
制
空

冷
で
は
な
く
、
自
然
な
空
気
の
流
れ
に
任
せ
る
自
然
空

冷
と
し
た
点
が
異
例
だ
っ
た
。
し
か
も
空
冷
と
Ｄ
Ｏ
Ｈ

Ｃ
４
バ
ル
ブ
の
組
み
合
わ
せ
も
前
例
が
見
当
た
ら
な
い

も
の
だ
っ
た（
ポ
ル
シ
ェ
は
ヘ
ッ
ド
の
み
水
冷
化
）。
エ

ン
ジ
ン
の
空
冷
化
は
軽
量
化
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
簡
素
化

が
最
大
の
目
的
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
フ
ァ
ン
な
ど
を

用
い
る
強
制
空
冷
は
こ
の
思
想
に
反
し
て
い
る
と
判
断

さ
れ
た
よ
う
だ
。

　

自
然
空
冷
の
た
め
、
エ
ン
ジ
ン
と
シ
ャ
シ
ー
の
レ
イ

12ローラに協力を仰いで、約６週間で急造されたRA300。T90という直４および
V8搭載前提のモノコックをベースにサイドチューブを切断して、スペースフレームを
追加。サイズの大きいV12エンジンを収めた。3RA273より引き継がれた後期型の
RA273Eはマグネシウム鋳造ブロックを使い、エンジン自体の軽量化も進んでいた。

2

3

RA300 1967   1968
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ア
ウ
ト
に
も
こ
れ
ま
で
に
な
い
工
夫
が
求
め
ら
れ
た
。空

冷
エ
ン
ジ
ン
の
Ｒ
Ａ
３
０
２
Ｅ
は
、
空
気
の
流
入
路
を

確
保
す
る
た
め
に
Ｖ
８
と
し
て
は
広
角
の
１
２
０
度
Ｖ

型
と
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
エ
ン
ジ
ン
の
重
心
高
を
下
げ

る
こ
と
は
で
き
た
が
、エ
ン
ジ
ン
の
全
幅
が
幅
広
く
、こ

れ
を
包
み
込
む
よ
う
な
モ
ノ
コ
ッ
ク
構
造
の
採
用
は
困

難
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
ホ
ン
ダ
の
技
術
陣
は
エ
ン
ジ
ン

前
方
に
配
置
し
た
バ
ル
ク
ヘ
ッ
ド
部
分
（
内
部
に
燃
料

タ
ン
ク
を
備
え
る
）
を
モ
ノ
コ
ッ
ク
構
造
と
し
た
う
え

で
、
そ
の
高
い
位
置
か
ら
後
方
に
伸
び
る
柱
状
の
モ
ノ

コ
ッ
ク
部
品
を
配
置
。
こ
れ
で
Ｖ
８
エ
ン
ジ
ン
を
吊
り

下
げ
る
方
法
と
し
た
の
だ
。
こ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
Ｒ
Ａ

３
０
２
が
登
場
す
る
ま
で
Ｆ
１
界
で
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
も
の
で
、
後
に
登
場
し
た
フ
ェ
ラ
ー
リ
３
１
２
Ｂ
系

が
同
様
の
搭
載
方
法
を
採
用
し
た
と
自
動
車
技
術
評
論

家
の
神
田
重
巳
が
指
摘
す
る
ほ
ど
、
革
新
的
な
手
法
だ

っ
た
。

　

い
っ
ぽ
う
、
こ
の
頃
ホ
ン
ダ
は
軽
自
動
車
市
場
を
席

巻
し
て
い
た
が
、
67
年
後
半
か
ら
68
年
に
は
主
力
機
種

で
あ
る
Ｎ
３
６
０
へ
の
ク
レ
ー
ム
が
頻
発
。
さ
ら
に
排

ガ
ス
対
策
を
求
め
ら
れ
る
な
ど
ホ
ン
ダ
の
４
輪
事
業
は

困
窮
を
極
め
て
い
た
。
83
年
に
３
代
目
社
長
に
就
任
し

た
久
米
是
志
は
こ
の
時
代
を
振
り
返
っ
て
「
当
時
は
企

業
の
存
亡
が
か
か
っ
て
い
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
状
況
で
し
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
ホ
ン
ダ
は
「
Ｆ
１
参
戦
の
所
期
の
目
標
で

あ
っ
た
『
４
輪
車
の
技
術
習
得
』
は
達
成
で
き
た
」
と

の
判
断
を
下
し
、
68
年
限
り
で
Ｆ
１
か
ら
撤
退
す
る
こ

と
を
決
め
る
。

　

レ
ー
ス
専
門
誌
で
第
一
期
ホ
ン
ダ
Ｆ
１
の
特
集
が
組

ま
れ
る
と
「
無
謀
な
挑
戦
を
推
し
進
め
る
本
田
宗
一
郎

に
対
し
、現
場
主
義
の
中
村
良
夫
が
こ
れ
に
防
戦
し
、困

1ローラとの共闘体制２年目の68年。第２戦スペイン
GPより登場した新車は“流用”ではなく、新設計のエン
ジン、RA301Eに合わせて開発された車両だった。車重
は大幅に軽量化され、RA300から60㎏も軽かった。2
第３戦のモナコGPでは予選４位からトップを窺い、3
第９戦のイタリアGPではポールから発進も勝利は飾れず。

RA301
1968

1

23
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難
な
状
況
で
成
功
を
収
め
た
」
と
い
う
構
図
で
描
か
れ

る
こ
と
が
多
い
が
、
真
相
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
？

　

本
田
は
高
等
小
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
エ
ン
ジ
ン
の

製
作
修
理
を
手
が
け
る
湯
島
の
ア
ー
ト
商
会
に
丁
稚
と

し
て
奉
公
す
る
こ
と
に
な
る
。
悪
く
い
え
ば
学
の
な
い
、

現
場
の
た
た
き
上
げ
だ
。
い
っ
ぽ
う
の
中
村
は
前
述
の

と
お
り
東
京
帝
国
大
学
工
学
部
の
航
空
学
科
を
卒
業
し

た
イ
ン
テ
リ
。
中
島
飛
行
機
、
日
本
内
燃
機
製
造
を
経

て
本
田
技
術
研
究
所
に
入
社
し
て
お
り
、
実
地
経
験
も

豊
富
だ
っ
た
。
ホ
ン
ダ
に
と
っ
て
未
知
の
分
野
で
さ
え
、

中
村
は
豊
富
な
学
術
的
知
識
や
経
験
で
お
お
よ
そ
の
見

通
し
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
。
後
世
に
な
っ
て

中
村
の
主
張
が
正
し
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
の
が
多
い

の
は
、
こ
の
た
め
と
い
っ
て
間
違
い
な
い
。

　

け
れ
ど
も
本
田
の
名
誉
の
た
め
に
い
え
ば
、
彼
の
冒

険
心
溢
れ
る
情
熱
と
、
と
き
に
は
無
謀
と
も
思
え
る
ほ

ど
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
な
け
れ
ば
い
ま
の
ホ
ン
ダ
は

な
か
っ
た
は
ず
だ
。

　

情
熱
で
突
っ
走
る
本
田
と
理
性
的
に
情
勢
を
判
断
す

る
中
村
。
こ
の
ふ
た
り
が
互
い
を
も
っ
と
深
く
理
解
し

尊
重
で
き
て
い
れ
ば
、
第
一
期
ホ
ン
ダ
Ｆ
１
の
結
末
は

違
っ
た
も
の
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
教
訓

は
現
在
の
ホ
ン
ダ
に
も
生
か
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
。f

124エンジン搭載方法に加え、前進したシート位置な
どでスタイリングも独創的だったRA302。1フランス
GPでの１号車に対し、2イタリアGPでTカーとして予
選に登場した２号車はノーズフィンやロールバー後方に
オイルクーラーが増設されていた。3120度のVバンク
と８気筒。すべて自然空冷実現のためのスペックだった。

RA302
1968

4

3 2

1
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1966  1970

悲劇と革新に彩られた新時代

Text/Ring Archives  Photos/Motorsport Images, McKLEIN

自然吸気エンジンの最大排気量が３ℓとなった1966年から
F1は次第に大きな技術変革期に入る。主役は引き続きイギリス勢

スタードライバーが活躍し、数々の新機軸も生まれたが
未熟だった安全面の影響で多くのドライバーが命を落としていった

激変の歴史
Part 2
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日
本
で
の
Ｆ
１
報
道
の
始
ま
り
は
、
１
９
６
５
年
最

終
戦
メ
キ
シ
コ
Ｇ
Ｐ
で
の
ホ
ン
ダ
初
優
勝
の
タ
イ
ミ
ン

グ
と
言
っ
て
い
い
。
当
時
の
Ｆ
１
フ
ァ
ン
は
、
今
の
よ

う
な
ネ
ッ
ト
情
報
も
な
く
自
分
か
ら
進
ん
で
情
報
を
集

め
な
け
れ
ば
得
ら
れ
な
い
た
め
、
貪
欲
だ
っ
た
。
情
報

源
は
自
動
車
専
門
誌
く
ら
い
し
か
な
い
。
62
年
創
刊
の

カ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
誌
は
64
年
か
ら
Ｆ
１
現
地
取
材
を

敢
行
し
、
66
年
２
月
号
の
１
・
５
ℓ
Ｆ
１
回
顧
と
65
年

メ
キ
シ
コ
Ｇ
Ｐ
特
集
号
は
、
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
バ
イ
ブ

ル
と
な
っ
た
。
64
年
創
刊
の
オ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
誌
は
当

初
季
刊
だ
っ
た
も
の
が
66
年
春
か
ら
月
刊
と
な
る
。
ベ

ー
ス
ボ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
社
の
カ
ー
マ
ガ
ジ
ン
誌
は
式
場

壮
吉
ら
が
編
集
す
る
よ
う
に
な
っ
た
65
年
春
以
降
モ
ー

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
専
門
誌
と
な
っ
て
い
く
（
67
年
休
刊
）。

　

そ
し
て
67
年
初
め
に
公
開
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
映
画『
グ

ラ
ン
・
プ
リ
』
の
存
在
だ
。
ジ
ョ
ン
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
ハ

イ
マ
ー
監
督
の
Ｍ
Ｇ
Ｍ
作
品
。
大
規
模
な
撮
影
部
隊
が

本
物
の
Ｆ
１
Ｇ
Ｐ
に
同
行
し
、
時
に
は
Ｆ
３
車
両
に
着

色
し
て
模
擬
レ
ー
ス
を
し
、
時
に
は
本
物
の
Ｇ
Ｐ
の
様

子
を
空
撮
で
盛
り
込
ん
だ
り
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
の
本
社
工

場
内
ロ
ケ
や
、
現
役
選
手
た
ち
が
役
柄
を
も
ら
っ
て
セ

リ
フ
を
喋
っ
た
り
と
驚
き
の
内
容
。
小
型
カ
メ
ラ
な
ど

が
無
い
時
代
、
レ
ー
ス
シ
ー
ン
の
撮
影
は
困
難
を
極
め

た
が
、
Ｆ
１
界
全
体
が
協
力
し
、
素
晴
ら
し
い
作
品
と

な
っ
た
。
し
か
も
、
最
終
的
に
大
接
戦
の
末
に
王
座
に

就
く
の
が
日
本
の
「
ヤ
ム
ラ
」
チ
ー
ム
と
い
う
ス
ト
ー

リ
ー
と
し
て
の
意
外
性
。
三
船
敏
郎
が
チ
ー
ム
オ
ー
ナ

ー
の
ヤ
ム
ラ
を
演
じ
た
。
事
前
に
ホ
ン
ダ
中
村
監
督
に

打
診
が
あ
っ
た
が
、
66
年
前
半
は
ホ
ン
ダ
が
欠
場
中
な

の
で
対
応
で
き
ず
、
こ
の
年
Ｆ
１
新
規
参
入
を
企
て
て

い
た
チ
ー
ム
が
「
ヤ
ム
ラ
」
役
を
引
き
受
け
る
こ
と
と

な
る
。
そ
の
名
は
マ
ク
ラ
ー
レ
ン
。
現
在
の
よ
う
な
毎

戦
テ
レ
ビ
中
継
な
ど
夢
の
ま
た
夢
の
話
で
、
動
い
て
い

る
Ｆ
１
が
見
ら
れ
る
機
会
自
体
そ
も
そ
も
な
い
。
だ
か

ら
日
本
の
み
な
ら
ず
本
場
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
こ
の
映
画

は
大
い
に
話
題
と
な
っ
た
。

エ
ン
ジ
ン
戦
争
開
幕

　

66
年
か
ら
は
排
気
量
３
ℓ
時
代
に
突
入
す
る
。
非
過

給
３
０
０
０
㏄
／
過
給
１
５
０
０
㏄
以
下
だ
が
、
機
械

式
ス
ー
パ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
の
時
代
で
は
な
く
、
ル
ノ

ー
が
タ
ー
ボ
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
で
参
戦
し
て
く
る
の
は
77

年
以
降
の
こ
と
。
だ
か
ら
そ
れ
ま
で
は
全
車
３
ℓ
だ
。

他
の
規
則
は
、
ド
ラ
イ
ウ
エ
イ
ト
で
66
〜
68
年
は
５
０

０
㎏
以
上
、
69
〜
71
年
は
５
３
０
㎏
以
上
で
あ
る
こ
と
、

の
み
。
な
お
72
年
か
ら
は
最
大
気
筒
数
が
12
ま
で
と
な

る
。

　

65
年
い
っ
ぱ
い
で
コ
べ
ン
ト
リ
ー
・
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
社
が
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
活
動
か
ら
撤
退
す
る
こ
と

と
な
り
、
そ
れ
に
依
存
し
て
い
た
英
国
コ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
た
ち
は
新
た
な
パ
ワ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
を
求
め
て
東
奔

西
走
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
１
・
５
ℓ
時
代
に
安
定
し

て
い
た
勢
力
分
布
は
一
変
す
る
。

　

排
気
量
倍
増
は
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
優
先
の
思
想
を
招
き
、

３ℓ期初年度の1966年。ほとんどの陣
営がエンジン調達に頭を悩ます中、いち
早く戦闘力の高いレプコV8を投入したジ
ャック・ブラバムがBT20で王座に輝く。
後方ジム・クラークのロータス43はBRM
製のH16エンジンを搭載。



（上）ブラバム（写真右）のチームメ
イト、デニス・ハルムは1967年の
タイトルを獲得。しかし先輩を上回
ったことで両者は離別の道へ。ハル
ムはマクラーレンに新天地を求めた。
（左）オーストラリアのレプコ社が米
オールズモビルのV8エンジンをベー
スに開発した620ユニット。抜群の
信頼性が武器。

1967年イタリアGPのレース中盤で、フェラーリ、マクラーレン、
クーパーに先行するジョン・サーティースのホンダRA300。この
後優勝争いに加わり、最終ラップの逆転勝利につながる。

マクラーレンのF1デビュ
ーは1966年。初年度は
米・フォードとイタリア
・セレニッシマのV8エン
ジンをとっかえひっかえ
参戦。M2Bは映画『グラ
ン・プリ』で日本のヤム
ラのマシンを“演じた”。



57

多
気
筒
化
の
動
き
が
進
ん
だ
。
Ｖ
12
に
手
慣
れ
た
フ
ェ

ラ
ー
リ
優
位
が
予
想
さ
れ
た
。
Ｂ
Ｒ
Ｍ
は
Ｖ
８
を
２
基

上
下
に
重
ね
た
よ
う
な
Ｈ
型
16
気
筒
を
開
発
（
古
く
は

50
〜
51
年
に
Ｖ
16
＋
過
給
で
参
戦
経
験
あ
り
）、
ロ
ー

タ
ス
も
66
年
は
こ
れ
を
使
用
す
る
。
し
か
し
複
雑
で
重

く
、
タ
ス
マ
ン
用
２
ℓ
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
や
Ｂ
Ｒ
Ｍ
エ

ン
ジ
ン
車
で
戦
う
場
面
も
多
く
、
そ
の
方
が
好
成
績
を

残
せ
た
。
ク
ー
パ
ー
は
マ
セ
ラ
テ
ィ
Ｖ
12
を
選
ぶ
。
２

・
７
ℓ
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
４
気
筒
や
２
・
４
ℓ
の
フ

ェ
ラ
ー
リ
Ｖ
６
も
登
場
。
初
年
度
66
年
は
４
／
６
／
８

／
12
／
16
気
筒
が
混
在
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

伏
兵
ブ
ラ
バ
ム
は
故
郷
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
レ
プ
コ

社
が
オ
ー
ル
ズ
モ
ビ
ル
・
ア
ル
ミ
ブ
ロ
ッ
ク
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｃ

の
Ｖ
８
を
独
自
に
チ
ュ
ー
ン
し
た
も
の
を
使
用
。
３
０

０
馬
力
と
低
出
力
だ
が
信
頼
性
は
抜
群
。
他
車
が
熟
成

不
足
の
な
か
、
結
果
的
に
優
勝
入
賞
多
数
で
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
輝
い
た
。
59
／
60
年
に
ク
ー
パ
ー
を
駆
っ
て
王

座
に
就
い
た
ジ
ャ
ッ
ク
・
ブ
ラ
バ
ム
40
歳
は
、
こ
う
し

て
自
身
の
名
前
を
冠
し
た
車
を
駆
っ
て
王
座
に
就
い
た

初
の
（
唯
一
の
）
存
在
と
な
っ
た
。
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の

若
手
デ
ニ
ス
・
ハ
ル
ム
は
翌
67
年
に
は
ボ
ス
を
僅
差
に

破
っ
て
王
座
に
就
き
、
保
守
派
ブ
ラ
バ
ム
の
連
覇
と
い

う
意
外
な
展
開
に
。

　

こ
の
間
66
年
に
は
、
か
つ
て
ブ
ラ
バ
ム
の
チ
ー
ム
メ

イ
ト
だ
っ
た
ダ
ン
・
ガ
ー
ニ
ー
が
イ
ー
グ
ル
で
、
ブ
ル

ー
ス
・
マ
ク
ラ
ー
レ
ン
が
マ
ク
ラ
ー
レ
ン
で
、
そ
れ
ぞ

れ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
兼
ド
ラ
イ
バ
ー
の
道
を
歩
み
始

め
る
。
そ
の
ブ
ル
ー
ス
・
マ
ク
ラ
ー
レ
ン
が
同
郷
の
後

輩
ク
リ
ス
・
エ
イ
モ
ン
と
組
ん
で
シ
ェ
ル
ビ
ー
・
チ
ー

ム
の
フ
ォ
ー
ド
Ｇ
Ｔ
に
初
優
勝
を
も
た
ら
す
様
子
は
映

画
『
フ
ォ
ー
ド
vs
フ
ェ
ラ
ー
リ
』（
２
０
１
９
年
）
で

再
現
さ
れ
た
。

　

ホ
ン
ダ
は
66
年
シ
ー
ズ
ン
後
半
イ
タ
リ
ア
Ｇ
Ｐ
か
ら

の
参
戦
と
な
っ
た
。
今
度
は
常
識
的
に
縦
置
き
と
さ
れ

た
Ｖ
12
エ
ン
ジ
ン
は
パ
ワ
フ
ル
だ
が
シ
ャ
シ
ー
が
重
す

ぎ
、
モ
ン
ツ
ァ
で
は
２
位
に
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
タ
イ

ヤ
が
バ
ー
ス
ト
、
ク
ラ
ッ
シ
ュ
し
た
。

　

67
年
は
フ
ォ
ー
ド
‐
コ
ス
ワ
ー
ス
Ｄ
Ｆ
Ｖ
と
ロ
ー
タ

ス
49
の
誕
生
が
ハ
イ
ラ
イ
ト
だ
。
初
年
度
こ
そ
信
頼
性

不
足
気
味
で
優
勝
か
リ
タ
イ
ア
か
だ
っ
た
が
、
Ｖ
８
な

が
ら
最
初
か
ら
４
０
０
馬
力
を
超
え
、
素
性
の
良
さ
は

明
ら
か
。
68
年
以
降
市
販
開
始
さ
れ
る
と
、
ロ
ー
タ
ス

以
外
の
多
く
の
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
も
こ
れ
に
飛
び
付

き
、
Ｆ
１
エ
ン
ジ
ン
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
っ
て
い
く
。

Ｄ
Ｆ
Ｖ
は
実
に
16
年
後
の
83
年
ま
で
優
勝
戦
線
に
あ
っ

た
。
Ｄ
Ｆ
Ｖ
の
開
発
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
映
画
『
Ｎ
ｉ
ｎ
ｅ 

Ｄ
ａ
ｙ
ｓ 

ｉ
ｎ 

Ｓ
ｕ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ
』（
67
年
）
を
見
る
と
、

フ
ォ
ー
ド
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
巧
み
さ
に
脱
帽
せ
ざ

る
を
得
な
い
。

　

ホ
ン
ダ
実
戦
部
隊
は
67
年
に
向
け
て
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
、

本
社
の
意
向
と
し
て
予
算
大
幅
削
減
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

新
た
に
契
約
し
た
サ
ー
テ
ィ
ー
ス
と
親
密
な
ロ
ー
ラ
社

の
工
場
内
の
一
角
を
活
動
拠
点
と
し
た
。
重
量
過
多
の

Ｒ
Ａ
２
７
３
で
は
軽
量
な
ロ
ー
タ
ス
や
ブ
ラ
バ
ム
に
太

刀
打
ち
で
き
な
い
と
判
断
し
、
ロ
ー
ラ
の
イ
ン
デ
ィ
用

Ｔ
90
シ
ャ
シ
ー
を
一
部
流
用
し
た
Ｒ
Ａ
３
０
０
を
イ
タ

リ
ア
Ｇ
Ｐ
に
向
け
て
急
ご
し
ら
え
し
た
の
は
理
に
叶
っ

た
判
断
だ
っ
た
。
迎
え
た
モ
ン
ツ
ァ
で「
ホ
ン
ド
ー
ラ
」

は
ジ
ャ
ッ
ク
・
ブ
ラ
バ
ム
と
併
走
し
て
ゴ
ー
ル
、
０
・

２
秒
差
で
激
闘
を
制
す
る
。
し
か
し
あ
く
ま
で
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
を
追
求
す
る
本
田
社
長
は
、
翌
68
年
に
な
る

と
英
国
実
戦
部
隊
と
は
別
に
日
本
で
自
然
空
冷
Ｖ
８
の

Ｒ
Ａ
３
０
２
を
開
発
、
急
遽
フ
ラ
ン
ス
Ｇ
Ｐ
に
送
り
込

み
、
こ
れ
を
駆
っ
た
ジ
ョ
ー
・
シ
ュ
レ
ッ
サ
ー
が
２
周

目
に
ク
ラ
ッ
シ
ュ
炎
上
、
命
を
絶
つ
こ
と
に
。
こ
の
年

を
最
後
に
ホ
ン
ダ
の
第
一
期
Ｆ
１
活
動
は
終
え
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。

空
力
へ
の
注
目
＝
ウ
イ
ン
グ
の
登
場

　

68
年
は
暗
黒
の
年
だ
。
３
度
目
の
世
界
王
座
ほ
ぼ
確

定
と
目
さ
れ
て
い
た
ロ
ー
タ
ス
ひ
と
す
じ
の
天
才
ジ
ム

1960年代はマシン、サーキットともに安全
性への配慮が少なかった時代。数多くの悲劇
が発生した。写真は67年モナコGPでのロレ
ンツォ・バンディーニ（フェラーリ）の炎上
事故。救出されたものの、３日後に死亡した。



・
ク
ラ
ー
ク
が
春
の
ホ
ッ
ケ
ン
ハ
イ
ム
Ｆ
２
で
謎
の
事

故
死
。
64
〜
65
年
と
そ
の
ロ
ー
タ
ス
で
ナ
ン
バ
ー
２
を

務
め
て
い
た
マ
イ
ク
・
ス
ペ
ン
ス
が
、
ク
ラ
ー
ク
の
代

わ
り
に
挑
ん
だ
イ
ン
デ
ィ
５
０
０
テ
ス
ト
中
に
ロ
ー
タ

ス
56
タ
ー
ビ
ン
カ
ー
で
事
故
死
、
66
年
イ
タ
リ
ア
Ｇ
Ｐ

で
フ
ェ
ラ
ー
リ
を
駆
っ
て
優
勝
し
た
ル
ド
ビ
コ
・
ス
カ

ル
フ
ィ
オ
ッ
テ
ィ
が
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
中
に
事
故
死
、
そ

し
て
前
述
シ
ュ
レ
ッ
サ
ー
と
、
毎
月
ひ
と
り
ず
つ
Ｆ
１

ド
ラ
イ
バ
ー
が
死
ん
で
い
っ
た
の
だ
。

　

皮
肉
と
言
う
べ
き
か
、
ク
ラ
ー
ク
を
失
っ
た
ロ
ー
タ

ス
は
異
業
種
ス
ポ
ン
サ
ー
マ
ネ
ー
を
初
導
入
、
Ｆ
１
界

が
巨
大
ビ
ジ
ネ
ス
化
す
る
き
っ
か
け
を
作
る
。
ゴ
ー
ル

ド
リ
ー
フ
タ
バ
コ
の
赤
金
白
の
派
手
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
カ

ラ
ー
が
ロ
ー
タ
ス
49
に
塗
り
た
く
ら
れ
た
。
ク
ラ
ー
ク

の
弔
い
合
戦
と
ば
か
り
に
前
年
か
ら
の
僚
友
グ
ラ
ハ
ム

・
ヒ
ル
が
自
身
２
度
目
の
王
座
を
奪
還
。
そ
し
て
こ
の

年
僅
差
で
ラ
ン
キ
ン
グ
２
位
に
甘
ん
じ
た
ス
チ
ュ
ワ
ー

ト
（
マ
ト
ラ
）
は
翌
69
年
、
圧
倒
的
強
さ
で
初
タ
イ
ト

ル
を
戴
く
。

　

68
年
は
ウ
イ
ン
グ
が
突
如
大
流
行
し
た
年
と
し
て
も

記
憶
さ
れ
る
。
エ
ア
ロ
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
へ
の
目
覚
め
だ
。

規
則
に
な
い
の
を
い
い
こ
と
に
、
た
ち
ま
ち
１
・
５
ｍ

近
い
ハ
イ
ウ
イ
ン
グ
と
な
る
が
、
強
度
不
足
に
よ
る
脱

落
や
折
損
、
急
に
ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー
ス
を
失
っ
て
の
ク
ラ

ッ
シ
ュ
等
、
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
。

　

69
年
序
盤
に
は
前
後
へ
の
ハ
イ
ウ
イ
ン
グ
装
着
が
流

行
す
る
が
、
ス
ペ
イ
ン
Ｇ
Ｐ
で
の
事
故
頻
発
（
リ
ン
ト

が
負
傷
）
も
あ
っ
て
、
モ
ナ
コ
Ｇ
Ｐ
の
週
末
に
急
遽
Ｆ

Ｉ
Ａ
は
ハ
イ
ウ
イ
ン
グ
即
刻
禁
止
を
発
令
し
た
。
こ
の

直
後
、
接
地
力
を
求
め
て
プ
チ
４
輪
駆
動
ブ
ー
ム
が
起

こ
る
が
（
ロ
ー
タ
ス
、
マ
ト
ラ
、
マ
ク
ラ
ー
レ
ン
が
取

り
組
む
）、
70
年
代
に
入
っ
て
タ
イ
ヤ
の
ス
リ
ッ
ク
化
、

1967年夏、ついにF1史上最高の名機となるコスワースDFVエンジンがロータス49に搭載されて登場。フェラーリ、ホンダ、BRMら重い12気筒エンジン勢を蹴散らしていった。
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ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
や
リ
ン
ト
や
ハ
ル
ム
、
そ
の
背
後
に
ひ

し
め
く
ク
リ
ス
・
エ
イ
モ
ン
や
ペ
ド
ロ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス

や
ジ
ョ
ー
・
シ
フ
ェ
ー
ル
、
若
手
気
鋭
の
ジ
ャ
ッ
キ
ー

・
イ
ク
ス
や
ジ
ャ
ン
‐
ピ
エ
ー
ル
・
ベ
ル
ト
ワ
ー
ズ
や

ピ
ア
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
。
そ
こ
に
さ
ら
に
70
年
代
に
入
る

と
ク
レ
イ
・
レ
ガ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
、
エ
マ
ー
ソ
ン
・
フ
ィ

ッ
テ
ィ
パ
ル
デ
ィ
、
ロ
ニ
ー
・
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
、
フ
ラ

ン
ソ
ワ
・
セ
ベ
ー
ル
ら
が
台
頭
。
入
れ
替
わ
る
よ
う
に

マ
ク
ラ
ー
レ
ン
、
カ
レ
ッ
ジ
、
リ
ン
ト
ら
が
冥
界
へ
と

旅
立
ち
、
ブ
ラ
バ
ム
と
ガ
ー
ニ
ー
は
引
退
を
表
明
す
る
。

70
年
代
に
入
っ
た
途
端
の
新
旧
交
代
劇
は
凄
ま
じ
か
っ

た
。

　

70
年
に
登
場
し
た
ロ
ー
タ
ス
72
は
ラ
ジ
エ
タ
ー
を
サ

イ
ド
に
移
し
、
ボ
デ
ィ
全
体
を
ク
サ
ビ
形
に
し
て
新
時

代
の
到
来
を
告
げ
た
。
こ
れ
は
も
は
や
葉
巻
型
で
は
な

い
。
こ
れ
を
駆
っ
て
連
勝
し
た
リ
ン
ト
は
、
王
座
目
前

の
イ
タ
リ
ア
Ｇ
Ｐ
予
選
中
に
事
故
死
し
て
し
ま
う
。
そ

の
後
、
リ
ン
ト
の
得
点
を
上
回
る
も
の
は
現
わ
れ
ず
、

彼
の
死
後
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
決
ま
っ
た
。

　

こ
の
年
リ
ン
ト
の
個
人
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
し
て
い
た
の

が
バ
ー
ニ
ー
・
エ
ク
レ
ス
ト
ン
で
、
72
年
に
ブ
ラ
バ
ム

グ
リ
ッ
プ
増
大
が
顕
著
に
な
る
と
、
重
い
４
Ｗ
Ｄ
機
構

は
見
向
き
も
さ
れ
な
く
な
る
。
タ
イ
ヤ
戦
争
は
ダ
ン
ロ

ッ
プ
の
70
年
末
撤
退
に
よ
り
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
vs
フ
ァ
イ

ア
ス
ト
ン
が
激
化
し
て
い
く
。

　

69
年
フ
ラ
ン
ス
Ｇ
Ｐ
で
は
出
走
13
台
中
、
フ
ェ
ラ
ー

リ
１
台
以
外
す
べ
て
コ
ス
ワ
ー
ス
Ｄ
Ｆ
Ｖ
と
い
う
事
態

と
な
っ
た
。
Ｖ
12
勢
の
低
迷
は
ひ
ど
く
、
経
営
不
振
の

フ
ェ
ラ
ー
リ
は
つ
い
に
フ
ィ
ア
ッ
ト
傘
下
に
入
っ
た
。

そ
し
て
翌
70
年
に
向
け
て
体
制
強
化
、
新
た
に
ボ
ク
サ

ー
12
路
線
を
進
む
。
そ
れ
が
奏
功
し
、
ま
た
Ｂ
Ｒ
Ｍ
や

マ
ト
ラ
も
70
年
に
は
息
を
吹
き
返
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

Ｇ
Ｐ
で
は
上
位
７
台
中
３
位
Ｄ
Ｆ
Ｖ
以
外
は
す
べ
て
12

気
筒
車
と
い
う
状
況
に
。
以
後
、
Ｄ
Ｆ
Ｖ
対
12
気
筒
の

拮
抗
し
た
争
い
が
長
く
続
く
。

　

今
や
ベ
テ
ラ
ン
の
域
に
達
し
た
ブ
ラ
バ
ム
や
ヒ
ル
や

サ
ー
テ
ィ
ー
ス
や
マ
ク
ラ
ー
レ
ン
、
脂
が
乗
り
切
っ
た

の
新
オ
ー
ナ
ー
に
な
る
と
Ｆ
１
界
全
体
の
国
際
化
・
興

行
化
を
推
し
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
年
70
年

は
新
た
に
マ
ー
チ
、サ
ー
テ
ィ
ー
ス
、デ
・
ト
マ
ソ（
チ

ー
ム
監
督
は
フ
ラ
ン
ク
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
）、
テ
ィ
レ

ル
等
が
Ｆ
１
新
参
入
を
果
た
し
た
。

　

国
際
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
・
レ
ー
ス
は
５
ℓ
黄
金
期
を
迎

え
て
い
た
。ス
テ
ィ
ー
ブ
・
マ
ッ
ク
イ
ー
ン
の
映
画『
栄

光
の
ル
・
マ
ン
』（
71
年
）
で
は
ポ
ル
シ
ェ
９
１
７
vs

フ
ェ
ラ
ー
リ
５
１
２
Ｓ
が
堪
能
で
き
る
。
何
し
ろ
Ｆ
１

よ
り
速
い
時
代
な
の
だ
。
一
方
、
66
年
開
始
の
北
米
Ｃ

ａ
ｎ
‐
Ａ
ｍ
シ
リ
ー
ズ
も
新
機
軸
で
大
盛
況
。
排
気
量

無
制
限
（
７
ℓ
が
多
数
）
の
オ
ー
プ
ン
２
座
席
で
、
ド

ラ
イ
バ
ー
交
代
な
し
の
中
距
離
戦
は
迫
力
満
点
。
毎
年

秋
に
な
る
と
、
カ
ナ
ダ
／
ア
メ
リ
カ
／
メ
キ
シ
コ
と
い

っ
た
Ｆ
１
北
米
ラ
ウ
ン
ド
が
ほ
ぼ
２
週
間
お
き
に
催
さ

れ
る
が
、
Ｆ
１
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
は
こ
の
間
ア
メ
リ
カ

に
留
ま
り
、
Ｆ
１
Ｇ
Ｐ
の
な
い
週
末
は
Ｃ
ａ
ｎ
‐
Ａ
ｍ

参
戦
で
ア
ル
バ
イ
ト
し
て
荒
稼
ぎ
。
車
種
も
選
手
層
も

こ
れ
で
つ
ま
ら
な
い
わ
け
が
な
い
。

　

こ
の
間
、
日
本
で
は
年
に
一
度
の
日
本
グ
ラ
ン
プ
リ

が
ト
ヨ
タ
／
ニ
ッ
サ
ン
対
決
で
盛
り
上
が
っ
た
。
し
か

DFV登場の翌年、1968年シーズンからはウイ
ングが大流行。瞬く間にハイマウント化し、脱
落事故も多発したことから69年シーズン早々に
禁止となるも、空力追求の動きが止まることは
なかった。

３回目の王座確実と目されたクラークが事故死
その直後からスポンサーマネーの導入と
エアロダイナミクスへの目覚めが始まった
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し
そ
の
さ
な
か
で
福
沢
幸
雄
と
川
合
稔
が
事
故
死
。
70

年
夏
に
は
排
ガ
ス
対
策
を
理
由
に
両
ワ
ー
ク
ス
は
レ
ー

ス
活
動
大
幅
縮
小
。
Ｆ
１
を
目
指
し
て
渡
欧
す
る
日
本

人
と
し
て
よ
う
や
く
生
沢
徹
が
出
現
す
る
。
そ
し
て
世

界
的
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
発
生
は
73
年
末
の
こ
と
。

昔
日
の
影
響
力
は
今
も

　

欧
米
で
は
す
で
に
当
た
り
前
だ
っ
た
自
動
車
や
モ
ー

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
存
在
が
、
日
本
で
は
64
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
と
ホ
ン
ダ
の
Ｆ
１
Ｇ
Ｐ
初
挑
戦
と
ほ
ぼ

軌
を
一
に
し
て
、
初
め
て
若
者
の
心
を
捉
え
た
の
だ
っ

た
。
あ
る
意
味
で
は
自
動
車
レ
ー
ス
は
現
在
以
上
に
憧

れ
の
存
在
・
注
目
の
存
在
だ
っ
た
と
も
言
え
る
。
創
刊

間
も
な
い
平
凡
パ
ン
チ
や
週
刊
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
、
少
年

誌
に
も
自
動
車
レ
ー
ス
が
繰
り
返
し
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

し
か
し
63
年
に
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
で
初
め
て
４
輪
日
本

グ
ラ
ン
プ
リ
が
始
ま
っ
た
日
本
で
は
、
Ｆ
１
に
乗
れ
そ

う
な
日
本
人
は
ま
だ
ま
だ
存
在
し
な
か
っ
た
。

　

三
船
敏
郎
や
石
原
裕
次
郎
は
レ
ー
ス
を
テ
ー
マ
と
し

た
映
画
で
存
在
感
を
示
し
た
。
ビ
ー
ト
た
け
し
は
ジ
ム

・
ク
ラ
ー
ク
や
Ａ
・
Ｊ
・
フ
ォ
イ
ト
の
活
躍
ぶ
り
を
知

っ
て
い
る
。
ク
レ
イ
ジ
ー
ケ
ン
バ
ン
ド
の
横
山
剣
（
60

年
生
ま
れ
）
は
ロ
ド
リ
ゲ
ス
兄
弟
の
名
を
冠
し
た
楽
曲

さ
え
唄
っ
て
い
る
。

　

60
年
代
の
Ｆ
１
に
興
味
を
覚
え
、
も
っ
と
詳
し
く
知

り
た
い
と
思
っ
た
読
者
に
は
『
Ｆ
１
全
史
』
を
お
勧
め

し
よ
う
。
当
時
の
ホ
ン
ダ
Ｆ
１
の
戦
い
ぶ
り
や
そ
の
舞

台
裏
が
知
り
た
け
れ
ば
中
村
良
夫
氏
が
遺
し
た
数
多
く

の
著
作
が
オ
ス
ス
メ
だ
。
洋
書
で
あ
れ
ば
60
年
代
を
テ

ー
マ
と
し
た
新
刊
が
数
多
く
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
欧
米
に
は
当
時
の
フ
ァ
ン
が
今
な
お
大
勢
い
る
と
い

う
証
で
も
あ
る
。 

　

原
始
的
で
牧
歌
的
で
人
間
臭
か
っ
た
60
年
代
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
大
陸
諸
国
で
は
な
く
島
国
イ
ギ
リ
ス
が
モ
ー
タ

ー
ス
ポ
ー
ツ
界
全
体
を
牽
引
し
た
60
年
代
。
そ
れ
は
イ

ギ
リ
ス
か
ら
生
ま
れ
た
ザ
・
ビ
ー
ト
ル
ズ
が
音
楽
界
の

み
な
ら
ず
文
化
全
般
を
一
変
さ
せ
た
の
と
時
期
的
に
シ

ン
ク
ロ
し
て
い
る
。
そ
の
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
ひ
と
り
、
ジ

ョ
ー
ジ
・
ハ
リ
ス
ン
は
後
に
Ｆ
１
関
連
の
楽
曲
や
ア
ル

バ
ム
『
Ｆ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
』（
79
年
）
を
作
る
こ
と
と
な

る
が
、
そ
の
ル
ー
ツ
は
12
歳
の
時
に
観
戦
し
た
55
年
イ

ギ
リ
ス
Ｇ
Ｐ
（
リ
バ
プ
ー
ル
に
も
ほ
ど
近
い
エ
イ
ン
ト

リ
ー
）
が
き
っ
か
け
と
い
う
。
歌
手
ク
リ
ス
・
レ
ア
は

少
年
時
の
ヒ
ー
ロ
ー
、
フ
ォ
ン
・
ト
リ
ッ
プ
ス
の
愛
機

61
年
型
フ
ェ
ラ
ー
リ
Ｆ
１
の
レ
プ
リ
カ
を
新
た
に
作
り

上
げ
た
だ
け
で
な
く
、『
Ｌ
ａ 

Ｐ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
ｅ
』

（
96
年
）等
で
歌
と
映
像
に
て
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
れ
ば
閲
覧
可
能
だ
。

　

60
年
代
の
Ｆ
１
シ
ー
ン
に
感
化
さ
れ
た
者
た
ち
が
、

い
か
に
多
か
っ
た
か
が
知
れ
る
。
60
年
代
に
本
場
の
Ｆ

１
Ｇ
Ｐ
を
見
に
行
っ
た
日
本
人
は
ご
く
限
ら
れ
る
。
日

本
で
も
、
60
年
代
の
レ
ー
ス
を
体
験
し
て
い
る
影
響
力

あ
る
方
々
が
後
世
に
向
け
て
今
の
う
ち
に
語
り
継
い
で

い
っ
て
ほ
し
い
。 

f

1970年オランダのスター
トシーン。フロントロウは
PP（写真左）がヨッヘン・
リント（ロータス）、ジャッ
キー・スチュワート（マー
チ）、ジャッキー・イクス
（フェラーリ）。ウェッジシ
ェイプのロータス72以外も、
すでに葉巻型とは呼べない
スタイルのマシン群が並ぶ。

1969年にケン・ティレル
運営のマトラ・インターナ
ショナルで初戴冠を果たし
たスチュワートと、同年ロ
ータスに移籍してトップド
ライバーの仲間入りを果た
したリント。ふたりのライ
バル関係は長く続くかに思
えたが……。



人名 没年月日 享年 国籍 肩書 最期の状況

ジュゼッペ・ファリーナ 1966／6／30 59 イタリア

トニー・バンダーべル 1967／3／10 68 イギリス

ロレンツォ・バンディーニ 1967／5／10 31 イタリア

ジム・クラーク 1968／4／7 32 イギリス

マイク・スペンス 1968／5／7 31 イギリス

ルドビコ・スカルフィオッティ 1968／6／8 34 イタリア

ジョー・シュレッサー 1968／7／7 40 フランス

福沢幸雄 1969／2／12 25 日本

ブルース・マクラーレン 1970／6／2 32 ニュージーランド

ピアス・カレッジ 1970／6／21 28 イギリス

川合稔 1970／8／26 27 日本

ヨッヘン・リント 1970／9／5 28 オーストリア

50年（初代）F1チャンピオン フランスGP観戦に向けての道
中で交通事故

コンストラクター「バンウォー
ル」創設者

病死

63年ル・マン24時間優勝。フ
ェラーリの若手エース

F1モナコGPにてフェラーリで
走行中、事故で炎上

63／65年F1世界チャンピオン、
65年インディ500優勝

ホッケンハイムF2にてロータス
でレース中、コースアウト

64＆65年のロータスF1のナン
バー2

66年F1イタリアGP優勝者。フ
ィアット共同創設者の孫

フランスを代表するトップスポ
ーツカードライバー

トヨタ契約ドライバー。福沢諭
吉の曾孫

現役F1選手にしてコンストラク
ター「マクラーレン」創設

若手F1ドライバー（最高２位）。
カレッジ・ビールの御曹司。

トヨタ契約ドライバー。69年日
本Can-Am優勝

65年ル・マン24時間優勝。70
年F1世界チャンピオン

インディにてロータス・タービ
ンカーでテスト走行中

ロスフェルト・ヒルクライムに
てポルシェで走行中

F1フランスGPにて空冷ホンダ
で走行中、事故で炎上

袋井のヤマハ・テストコースに
てトヨタ7改でテスト走行中

グッドウッドにてCan-Am用新
型マクラーレンでテスト走行中

F1オランダGPにてデ・トマソ
で走行中、事故で炎上

鈴鹿にてトヨタ7ターボでテス
ト走行中

F1イタリアGP予選にてウイン
グレス・ロータス72で走行中

1966～1970年　モータースポーツ関係主な物故者

 年 ドライバーズ選手権 コンストラクターズ選手権

 1966 ジャック・ブラバム（オーストラリア／ブラバム・レプコ） ブラバム・レプコ

 1967 デニス・ハルム（ニュージーランド／ブラバム・レプコ） ブラバム・レプコ

 1968 グラハム・ヒル（イギリス／ロータス・フォード） ロータス・フォード

 1969 ジャッキー・スチュワート（イギリス／マトラ・フォード） マトラ・フォード

 1970 ヨッヘン・リント（オーストリア／ロータス・フォード） ロータス・フォード

1966～1970年　F1歴代チャンピオン 自
動
車
レ
ー
ス
は
現
在
以
上
に
憧
れ
の
存
在
・
注
目
の
存
在
だ
っ
た
が

Ｆ
１
に
乗
れ
そ
う
な
日
本
人
ド
ラ
イ
バ
ー
は
ま
だ
ま
だ
存
在
し
な
か
っ
た
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Ｆ
Ｉ
Ａ
の
下
部
組
織
と
し
て
Ｆ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
の
規

則
を
司
っ
て
い
た
Ｃ
Ｓ
Ｉ
（
現
Ｆ
Ｉ
Ａ
）
は
１
９
６
１

年
以
降
の
エ
ン
ジ
ン
規
定
を
大
幅
に
改
定
し
、
排
気
量

１
５
０
０
cc
の
自
然
吸
気
エ
ン
ジ
ン
に
限
定
し
た
。

　

60
年
ま
で
の
Ｆ
１
エ
ン
ジ
ン
は
自
然
吸
気
の
２
５
０

０
cc
以
下
か
、
過
給
機
付
き
の
７
５
０
cc
以
下
と
い
う

規
格
で
、
格
下
の
Ｆ
２
が
自
然
吸
気
の
１
５
０
０
cc
規

定
で
運
営
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
事
実
上
、
Ｆ
１
が
Ｆ

２
へ
降
格
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
や
イ
タ
リ
ア
の
チ
ー
ム
か
ら
の
猛
反
発
を

受
け
な
が
ら
Ｃ
Ｓ
Ｉ
が
な
ぜ
61
年
の
段
階
で
思
い
切
っ

た
エ
ン
ジ
ン
規
定
改
定
に
踏
み
切
っ
た
の
か
、
そ
の
真

の
理
由
は
今
と
な
っ
て
は
定
か
で
は
な
い
が
、
61
年
１

月
１
日
を
も
っ
て
１
５
０
０
cc
規
定
は
発
効
し
た
。

　

し
か
し
突
然
の
大
幅
規
定
改
定
に
追
従
で
き
る
エ
ン

ジ
ン
メ
ー
カ
ー
は
皆
無
だ
っ
た
。
フ
ェ
ラ
ー
リ
は
そ
れ

ま
で
Ｆ
２
用
に
用
い
て
い
た
２
バ
ル
ブ
65
度
Ｖ
型
６
気

筒
エ
ン
ジ
ン
（
１
８
０
Ｈ
Ｐ
）
を
流
用
し
、
シ
ー
ズ
ン

途
中
で
よ
う
や
く
Ｖ
バ
ン
ク
を
１
２
０
度
へ
拡
大
し
重

心
を
下
げ
、
１
９
０
Ｈ
Ｐ
ま
で
チ
ュ
ー
ン
し
た
タ
イ
プ

１
７
８
を
投
入
し
シ
ー
ズ
ン
の
主
導
権
を
握
っ
た
。

　

こ
う
し
て
１
５
０
０
cc
の
Ｆ
１
エ
ン
ジ
ン
の
戦
い
は

１
９
０
Ｈ
Ｐ
前
後
の
出
力
を
め
ぐ
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
出
力
だ
け
を
比
較
す
る
な
ら
、
現

代
の
普
通
乗
用
車
な
ど
と
同
等
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
。

　

60
年
、
旧
規
定
最
終
年
を
完
勝
で
飾
っ
た
コ
ベ
ン
ト

リ
ー
・
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
１
５
０
０
cc
規
定
に
反

対
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
新
規
定
エ
ン
ジ
ン
開
発
着
手

が
遅
れ
、
前
年
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
エ
ン
ジ
ン
で
あ
る
２

バ
ル
ブ
直
列
４
気
筒
２
５
０
０
cc
の
Ｆ
Ｐ
Ｆ
を
強
引
に

１
５
０
０
cc
ま
で
縮
小
し
た
エ
ン
ジ
ン
を
投
入
し
て
シ

ー
ズ
ン
前
半
を
過
ご
し
、
後
半
に
な
っ
て
２
バ
ル
ブ
Ｖ

型
８
気
筒
エ
ン
ジ
ン
の
Ｆ
Ｗ
Ｍ
Ｖ
を
開
発
、
戦
線
に
送

り
込
ん
だ
。
し
か
し
出
足
の
早
か
っ
た
フ
ェ
ラ
ー
リ
に

対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
エ
ン
ジ
ン
は

ク
ー
パ
ー
や
ロ
ー
タ
ス
な
ど
多
く
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
チ

むき出しのハートに
秘められた野望
1960年代、２度の大きな規定変更が行なわれたF1エンジン
61年からは1.5ℓ、66年からは３ℓと排気量上限が変化し
数年の間にコンストラクターたちは対応に追われることになった
そんな大きな波のなかでそれぞれのエンジンの思想がぶつかりあう
Text/Makoto Ogushi  Photos/Paul-Henri Cahier, Grand Prix Photo, McKLEIN, Motorsport Images

試行錯誤が生んだ百花繚乱──
葉巻型時代のエンジンウォーズ

65年、エンジンベンチでテスト
が行なわれる1.5ℓV8のBRM 
P56。P56は64年から吸排気ポ
ートがそれまでと逆になり、
210HPほどを絞り出していた。





1.5ℓ Era 1961   1965

V8 Coventry Climax

V12 Honda V6 Ferrari

1.5ℓ時代において、もっとも多数派だったといえるV型。コベントリー・クライマックス
は排気量ダウンした直４を当初使っていたが、61年中にはV8を新規開発。63年からはイ
ンジェクション仕様も登場した。V6はフェラーリが61年に120度バンクのV6を投入し、
64年までは使い続けていたものの、同年からV8へと移行していった。当時、V型でもっと
も気筒数の多い12気筒はホンダが64年の参戦当初から、独特の横置きで採用した。

V型



ー
ム
に
供
給
さ
れ
た
が
、
エ
ン
ジ
ン
と
シ
ャ
シ
ー
の
フ

ル
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
Ｂ
Ｒ
Ｍ
も
新
し
い
Ｖ

型
８
気
筒
エ
ン
ジ
ン
が
完
成
す
る
ま
で
使
用
し
た
。

　

そ
の
Ｂ
Ｒ
Ｍ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
、
２
バ
ル
ブ
90
度
Ｖ
型

８
気
筒
の
Ｐ
56
は
結
局
61
年
シ
ー
ズ
ン
に
は
間
に
合
わ

ず
、
62
年
シ
ー
ズ
ン
か
ら
戦
線
に
投
入
。
Ｂ
Ｒ
Ｍ
ワ
ー

ク
ス
の
ほ
か
、
ロ
ー
タ
ス
の
シ
ャ
シ
ー
を
用
い
る
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
チ
ー
ム
が
使
用
し
た
。

　

６
気
筒
の
フ
ェ
ラ
ー
リ
よ
り
シ
リ
ン
ダ
ー
数
が
多
い

コ
ベ
ン
ト
リ
ー
・
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
Ｂ
Ｒ
Ｍ
の
Ｖ
型

８
気
筒
は
熟
成
が
進
む
と
フ
ェ
ラ
ー
リ
の
Ｖ
型
６
気
筒

を
上
回
る
パ
ワ
ー
を
発
揮
す
る
よ
う
に
な
り
、
１
５
０

０
cc
規
定
２
シ
ー
ズ
ン
目
と
３
シ
ー
ズ
ン
目
は
安
定
し

た
パ
ワ
ー
を
発
揮
す
る
Ｂ
Ｒ
Ｍ
と
軽
量
シ
ャ
シ
ー
に
組

み
合
わ
さ
れ
た
コ
ベ
ン
ト
リ
ー
・
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
が

フ
ェ
ラ
ー
リ
を
圧
倒
し
て
王
座
争
い
を
展
開
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
フ
ェ
ラ
ー
リ
は
４
シ
ー
ズ
ン
目
の
64

年
、
そ
れ
ま
で
の
１
２
０
度
Ｖ
型
６
気
筒
に
替
え
て
２

バ
ル
ブ
Ｖ
型
８
気
筒
の
タ
イ
プ
２
０
５
Ｂ
を
投
入
し
、

イ
ギ
リ
ス
勢
に
対
抗
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
各
エ
ン
ジ
ン

メ
ー
カ
ー
は
キ
ャ
ブ
レ
タ
ー
に
替
え
て
機
械
式
イ
ン
ジ

ェ
ク
シ
ョ
ン
を
用
い
る
よ
う
に
な
り
、
出
力
は
増
大
し

て
２
０
０
Ｈ
Ｐ
へ
近
づ
い
て
い
っ
た
。

　

主
要
メ
ー
カ
ー
か
ら
Ｖ
型
８
気
筒
エ
ン
ジ
ン
が
出
そ

ろ
う
と
、
当
然
な
が
ら
各
メ
ー
カ
ー
は
高
回
転
化
を
追

求
し
て
争
う
よ
う
に
な
り
、
コ
ベ
ン
ト
リ
ー
・
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
は
Ｆ
Ｗ
Ｍ
Ｖ
を
２
バ
ル
ブ
か
ら
４
バ
ル
ブ
へ

改
良
、
シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ロ
ー
ク
化
し
て
パ
ワ
ー
を
引
き

出
し
た
。
し
か
し
８
気
筒
エ
ン
ジ
ン
に
は
限
界
が
あ
り
、

開
発
の
課
題
は
さ
ら
な
る
多
気
筒
化
へ
と
移
っ
て
い
っ

た
。
フ
ェ
ラ
ー
リ
が
64
年
途
中
で
複
雑
な
フ
ラ
ッ
ト
12

気
筒
の
タ
イ
プ
２
０
７
を
追
加
投
入
し
た
理
由
が
こ
こ

に
あ
る
。
ま
た
コ
ベ
ン
ト
リ
ー
・
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
や

Ｂ
Ｒ
Ｍ
が
16
気
筒
エ
ン
ジ
ン
の
開
発
に
着
手
し
た
の
も
、

64
年
に
Ｆ
１
進
出
し
た
ホ
ン
ダ
が
迷
う
こ
と
な
く
Ｖ
型

12
気
筒
を
選
ん
だ
の
も
、
同
様
の
理
由
に
よ
る
。

　

エ
ン
ジ
ン
の
多
気
筒
化
の
裏
で
Ｆ
１
マ
シ
ン
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
エ
ン
ジ
ン
の
出
力
だ
け
で
は
な
く
シ

ャ
シ
ー
と
組
み
合
わ
せ
た
と
き
に
そ
の
出
力
を
活
か
せ

る
か
ど
う
か
で
決
ま
る
と
い
う
考
え
方
が
少
し
ず
つ
で

は
あ
る
が
広
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
フ
ェ
ラ
ー
リ
は
イ
ギ

リ
ス
製
の
軽
量
コ
ン
パ
ク
ト
な
シ
ャ
シ
ー
に
対
し
、
旧

態
依
然
た
る
シ
ャ
シ
ー
に
足
を
引
っ
ぱ
ら
れ
て
苦
戦
し

Flat4 Porsche

Flat12 Ferrari

Flat8 Porsche

L4 Maserati

フラットエンジンはまずポルシェが61年に既存のフラット４気筒で参戦するとその後、F1
用に開発した８気筒仕様がデビュー。184HPほどを発揮していたとされるが、空冷による
デメリットなどもあり、１勝を挙げたのみで62年でワークスは撤退。その後、64年には
フェラーリがV8とともにフラット12を投入する。65年にはダブルイグニッションになる
など進化もしていたが、開発が進まずに結局、V8と併用されていた。

コベントリー・クライマッ
クスだけでなく、このマセ
ラティやアルファロメオな
どの直４エンジンも61年の
新規定元年には使用されて
いた。しかしV8勢が登場し
てくると徐々に姿を消す。

フラット

直列４気筒
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3ℓ Era 1966

V8 Repco

V12 Matra V12 Ferrari

V12 Maserati

V12 Weslake

V8、V12など3ℓ規定がス
タートしても多数派だった
V型。新規定の対応に追わ
れる混沌のなかでまず活躍
したのがオーストラリアの
エンジンメーカー、レプコ
のV8だった。タスマンシリ
ーズ用だったものをベース
に仕立てたエンジンは非力
だったが、軽さと信頼性を
武器に戦った。V12は70年
までにフェラーリやマセラ
ティ、ウェスレイク、マト
ラなどが使い、健闘はした
が、王座獲得には至らず。

V型



な
が
ら
、
よ
う
や
く
熟
成
が
進
ん
だ
Ｖ
型
８
気
筒
で
対

抗
し
、
64
年
の
シ
リ
ー
ズ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得
し
た
。

　

だ
が
翌
65
年
の
フ
ェ
ラ
ー
リ
は
、
頼
り
の
フ
ラ
ッ
ト

12
気
筒
の
熟
成
に
難
航
し
て
成
績
が
伸
び
悩
み
、
軽
量

モ
ノ
コ
ッ
ク
シ
ャ
シ
ー
に
コ
ベ
ン
ト
リ
ー
・
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
の
Ｆ
Ｗ
Ｍ
Ｖ
を
組
み
合
わ
せ
た
ロ
ー
タ
ス
の
圧

倒
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
押
し
切
ら
れ
、
１
勝
も
で

き
な
い
屈
辱
の
シ
ー
ズ
ン
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
61
年
か
ら
始
ま
っ
た
１
５
０
０
cc
規
定

下
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ー
カ
ー
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
式

の
エ
ン
ジ
ン
を
走
ら
せ
た
が
、
65
年
ま
で
の
５
シ
ー
ズ

ン
に
開
催
さ
れ
た
公
式
戦
全
47
レ
ー
ス
の
う
ち
コ
ベ
ン

ト
リ
ー
・
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
Ｆ
Ｐ
Ｆ（
直
列
４
気
筒
）

が
３
回
、
Ｆ
Ｗ
Ｍ
Ｖ
（
Ｖ
型
８
気
筒
）
が
22
回
、
Ｂ
Ｒ

Ｍ
の
Ｐ
56
系
（
Ｖ
型
８
気
筒
）
が
11
回
、
フ
ェ
ラ
ー
リ

の
タ
イ
プ
１
５
６
（
Ｖ
型
６
気
筒
）
が
５
回
、
タ
イ
プ

２
０
５
Ｂ
（
Ｖ
型
８
気
筒
）
が
４
回
、
64
年
に
Ｆ
１
参

入
し
た
ホ
ン
ダ
の
Ｒ
Ａ
２
７
２
Ｅ
（
Ｖ
型
12
気
筒
）
が

１
回
、
62
年
ま
で
Ｆ
１
を
戦
っ
た
ポ
ル
シ
ェ
の
フ
ラ
ッ

ト
８
気
筒
、
７
５
３
が
１
回
の
優
勝
を
飾
っ
て
い
る
。

　

ホ
ン
ダ
が
64
年
の
第
６
戦
ド
イ
ツ
Ｇ
Ｐ
で
実
戦
デ
ビ

ュ
ー
し
た
段
階
で
フ
ェ
ラ
ー
リ
の
フ
ラ
ッ
ト
12
気
筒
は

ま
だ
登
場
し
て
お
ら
ず
、
４
バ
ル
ブ
Ｖ
型
12
気
筒
の
Ｒ

Ａ
２
７
１
Ｅ
は
１
５
０
０
cc
規
定
下
初
の
12
気
筒
エ
ン

ジ
ン
で
あ
り
、
デ
ビ
ュ
ー
時
点
で
２
０
０
Ｈ
Ｐ
以
上
を

発
揮
し
て
、
出
力
の
み
を
比
較
す
れ
ば
群
を
抜
い
て
い

た
。
エ
ン
ジ
ン
、
車
体
と
も
に
Ｆ
１
の
実
戦
を
戦
う
に

は
信
頼
性
に
欠
け
て
い
た
た
め
な
か
な
か
結
果
を
残
す

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
改
良
が
進
ん
だ
翌
65
年
、

す
な
わ
ち
１
５
０
０
cc
規
定
最
後
の
シ
ー
ズ
ン
の
最
終

戦
で
あ
る
メ
キ
シ
コ
Ｇ
Ｐ
で
優
勝
を
飾
っ
た
。

　

一
方
、
ポ
ル
シ
ェ
は
57
年
か
ら
強
制
空
冷
の
フ
ラ
ッ

ト
４
気
筒
を
搭
載
し
た
マ
シ
ン
で
Ｆ
２
を
戦
っ
て
そ
れ

な
り
の
成
績
を
残
し
て
い
た
が
、
61
年
以
降
の
Ｆ
１
が

ほ
ぼ
Ｆ
２
と
同
じ
車
両
規
格
と
な
る
の
を
機
に
Ｆ
１
進

出
を
決
め
、
そ
れ
ま
で
の
Ｆ
２
用
エ
ン
ジ
ン
を
流
用
し

て
Ｆ
１
マ
シ
ン
を
仕
立
て
61
年
に
Ｆ
１
進
出
を
果
た
し

た
。
史
上
初
の
空
冷
Ｆ
１
エ
ン
ジ
ン
で
あ
る
。

　

ホ
ン
ダ
同
様
、
エ
ン
ジ
ン
、
車
体
と
も
に
戦
闘
力
が

不
足
し
て
苦
戦
し
た
ポ
ル
シ
ェ
は
62
年
、
あ
ら
た
め
て

強
制
空
冷
２
バ
ル
ブ
の
フ
ラ
ッ
ト
８
気
筒
で
あ
る
７
５

３
を
開
発
、
新
開
発
の
シ
ャ
シ
ー
に
搭
載
し
て
戦
線
に

送
り
込
み
62
年
の
第
４
戦
フ
ラ
ン
ス
Ｇ
Ｐ
で
初
優
勝
を

飾
っ
た
が
、
62
年
い
っ
ぱ
い
で
Ｆ
１
か
ら
撤
退
し
て
し

Flat12 Ferrari

L4 Coventry Climax

ま
っ
た
た
め
、
こ
れ
が
Ｆ
１
史
上
唯
一
の
空
冷
エ
ン
ジ

ン
車
の
優
勝
記
録
と
し
て
残
る
こ
と
に
な
っ
た
。

革
命
と
多
気
筒
へ
の
夢

　

実
は
Ｃ
Ｓ
Ｉ
は
63
年
秋
の
段
階
で
66
年
以
降
、
自
然

吸
気
エ
ン
ジ
ン
の
排
気
量
を
３
０
０
０
cc
へ
拡
大
、
加

え
て
過
給
機
付
き
エ
ン
ジ
ン
の
排
気
量
を
１
５
０
０
cc

と
す
る
規
定
変
更
を
決
め
て
い
る
。
こ
の
変
更
は
１
５

０
０
cc
規
定
の
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
た
Ｆ
１
マ
シ
ン
よ

り
も
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
の
方
が
速
く
な
り
Ｆ
１
の
ス
テ
ー

タ
ス
が
低
下
し
た
こ
と
を
受
け
て
為
さ
れ
た
も
の
だ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｓ
Ｉ
が
１
５
０
０
cc
規
定
で

66年から基本的にV12で戦い続けていたフェラーリは、70年にフラット12を本格投入。
69年の秋よりテストされ、70年時点では460HPほどの強大なパワーを発揮していた。

３ℓ規定初期にはプライベーターなどが
1.5ℓ時代に使われたコベントリー・ク
ライマックスの直４、FPFの排気量を2.5
や2.7ℓへと拡大し使用する例も。

フラット

直列４気筒



は
一
旦
禁
止
し
た
過
給
エ
ン
ジ
ン
を
解
禁
し
た
の
は
、

そ
れ
ま
で
の
１
５
０
０
cc
エ
ン
ジ
ン
に
過
給
を
加
え
て

流
用
で
き
る
よ
う
に
期
待
し
た
か
ら
だ
っ
た
が
、
66
年

の
段
階
で
過
給
エ
ン
ジ
ン
に
手
を
伸
ば
そ
う
と
す
る
エ

ン
ジ
ン
メ
ー
カ
ー
は
皆
無
だ
っ
た
。

　

３
０
０
０
cc
規
定
と
な
っ
て
も
そ
れ
ま
で
の
延
長
で

多
気
筒
エ
ン
ジ
ン
が
有
利
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、

12
気
筒
は
も
ち
ろ
ん
16
気
筒
、
24
気
筒
の
可
能
性
す
ら

語
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
実
際
に
は
新
規
定
が
発
効
の

丸
２
年
前
に
予
告
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
66

年
シ
リ
ー
ズ
開
幕
戦
に
３
０
０
０
cc
の
新
エ
ン
ジ
ン
を

間
に
合
わ
せ
た
エ
ン
ジ
ン
メ
ー
カ
ー
は
少
な
か
っ
た
。

　

早
々
に
フ
ェ
ラ
ー
リ
が
用
意
し
た
60
度
２
バ
ル
ブ
Ｖ

型
12
気
筒
の
タ
イ
プ
２
１
８
も
マ
セ
ラ
テ
ィ
の
２
バ
ル

ブ
60
度
Ｖ
型
12
気
筒
の
タ
イ
プ
９
も
、
既
存
の
ス
ポ
ー

ツ
カ
ー
用
を
ベ
ー
ス
に
開
発
し
た
も
の
だ
っ
た
。

　

Ｂ
Ｒ
Ｍ
は
Ｆ
１
専
用
に
１
５
０
０
cc
時
代
に
実
績
を

残
し
た
Ｖ
型
８
気
筒
エ
ン
ジ
ン
を
ふ
た
つ
重
ね
、
ユ
ニ

ー
ク
な
４
バ
ル
ブ
Ｈ
型
と
し
た
16
気
筒
エ
ン
ジ
ン
、
Ｐ

75
を
開
発
し
た
が
、
こ
れ
は
あ
ま
り
に
も
複
雑
す
ぎ
て

安
定
し
た
性
能
を
発
揮
せ
ず
失
敗
作
に
終
わ
っ
た
。

　

ホ
ン
ダ
が
シ
ー
ズ
ン
半
ば
に
投
入
し
た
４
バ
ル
ブ
90

度
Ｖ
型
12
気
筒
の
Ｒ
Ａ
２
７
３
Ｅ
は
、
４
０
０
Ｈ
Ｐ
を

発
揮
し
て
そ
の
時
点
で
最
強
レ
ベ
ル
の
性
能
を
発
揮
し

た
が
、
エ
ン
ジ
ン
、
シ
ャ
シ
ー
と
も
に
重
量
過
多
で
結

果
は
な
か
な
か
残
ら
な
か
っ
た
。

　

同
じ
時
期
、
ダ
ン
・
ガ
ー
ニ
ー
率
い
る
ア
ン
グ
ロ
・

ア
メ
リ
カ
ン
・
レ
ー
サ
ー
ズ
か
ら
依
頼
を
受
け
た
ウ
ェ

ス
レ
イ
ク
が
４
バ
ル
ブ
60
度
Ｖ
型
12
気
筒
の
58
を
新
開

発
し
Ｆ
１
に
送
り
込
ん
で
き
た
が
、
チ
ー
ム
の
資
金
不

足
も
あ
っ
て
十
分
な
信
頼
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

ず
こ
ち
ら
も
成
績
は
伸
び
悩
ん
だ
。

　

力
を
付
け
つ
つ
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
系
コ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
も
大
き
な
問
題
に
突
き
当
た
っ
た
。
１
５
０
０
cc

時
代
ま
で
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
エ
ン
ジ
ン
を
カ
ス
タ

マ
ー
供
給
し
て
き
た
コ
ベ
ン
ト
リ
ー
・
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

BRM P75
66年の３ℓ規定初年度、多気
筒こそ正義とBRMは400HP
の到達を目指してV型8気筒
をベースにH型とした16気筒
エンジンを開発。サイズをな
るべく小さくして16気筒を実
現するためにH型が考えられ
たが、構造が複雑で重いこと
が難点だった。
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Ford-Cosworth DFV
ロータスからの依頼とフォードからの支援を受けて、コスワースが生んだDFV。
４気筒エンジンをふたつ組み合わせる構造で、当時のF1エンジンとしてはシ
ンプルな作りだった。それが軽量かつ信頼性の向上にも寄与していた。

ス
が
フ
ラ
ッ
ト
16
気
筒
や
Ｆ
Ｗ
Ｍ
Ｗ
の
開
発
難
航
と
コ

ス
ト
高
騰
を
理
由
に
65
年
末
、
３
０
０
０
cc
規
定
の
Ｆ

１
に
は
参
戦
し
な
い
こ
と
を
決
め
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

　

こ
の
結
果
、
多
く
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
タ
ー
が
エ
ン
ジ
ン

を
探
し
回
る
こ
と
に
な
り
、
古
い
直
列
４
気
筒
エ
ン
ジ

ン
で
あ
る
Ｆ
Ｐ
Ｆ
の
排
気
量
を
拡
大
し
２
７
０
０
cc
と

す
る
な
ど
の
代
用
が
行
な
わ
れ
た
が
、
ブ
ラ
バ
ム
は
オ

ー
ル
ズ
モ
ビ
ル
の
量
産
Ｖ
型
８
気
筒
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｃ
エ
ン
ジ

ン
を
ベ
ー
ス
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
レ
プ
コ
が
改
良

を
施
し
た
６
２
０
を
持
ち
込
む
と
い
う
、
ほ
ぼ
間
に
合

わ
せ
の
独
自
路
線
を
選
ん
だ
。

　

こ
う
し
た
混
乱
の
中
で
開
幕
し
た
66
年
シ
ー
ズ
ン
は

思
い
が
け
な
い
展
開
と
な
っ
た
。
ま
ず
開
幕
戦
モ
ナ
コ

Ｇ
Ｐ
で
は
、
Ｂ
Ｒ
Ｍ
が
Ｈ
型
16
気
筒
の
Ｐ
75
完
成
ま
で

の
つ
な
ぎ
と
し
て
、
強
引
に
１
５
０
０
cc
時
代
の
Ｖ
型

８
気
筒
の
Ｐ
56
を
ベ
ー
ス
に
排
気
量
を
２
０
０
０
cc
と

し
た
Ｐ
60
が
勝
っ
て
し
ま
っ
た
。
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さ
ら
に
番
狂
わ
せ
は
続
き
、
第
２
戦
ベ
ル
ギ
ー
Ｇ
Ｐ

こ
そ
フ
ェ
ラ
ー
リ
の
Ｖ
型
12
気
筒
が
勝
っ
た
が
、
第
３

戦
以
降
４
連
勝
し
た
の
は
、
ピ
ー
ク
パ
ワ
ー
で
は
ラ
イ

バ
ル
に
か
な
わ
な
か
っ
た
も
の
の
軽
量
か
つ
ト
ラ
ブ
ル

フ
リ
ー
で
安
定
し
た
性
能
を
発
揮
し
た
レ
プ
コ
Ｖ
型
８

気
筒
を
搭
載
し
た
ブ
ラ
バ
ム
だ
っ
た
の
だ
。

　

そ
の
後
フ
ェ
ラ
ー
リ
が
１
勝
、
Ｈ
型
16
気
筒
の
Ｂ
Ｒ

Ｍ
が
１
勝
、
Ｖ
型
12
気
筒
の
ク
ー
パ
ー
・
マ
セ
ラ
テ
ィ

が
１
勝
ず
つ
を
記
録
す
る
が
、
シ
リ
ー
ズ
の
タ
イ
ト
ル

は
ド
ラ
イ
バ
ー
部
門
が
ブ
ラ
バ
ム
・
レ
プ
コ
に
乗
っ
た

ジ
ャ
ッ
ク
・
ブ
ラ
バ
ム
、
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
部
門
も

ブ
ラ
バ
ム
の
も
の
と
な
っ
た
。

　

３
０
０
０
cc
規
定
２
年
目
の
67
年
も
マ
セ
ラ
テ
ィ
、

ウ
ェ
ス
レ
イ
ク
、
ホ
ン
ダ
の
Ｖ
型
12
気
筒
勢
が
１
勝
ず

つ
を
記
録
し
た
も
の
の
、
主
導
権
を
握
る
に
は
至
ら
ず
。

結
局
は
結
果
的
に
信
頼
性
を
武
器
に
戦
っ
た
ブ
ラ
バ
ム

・
レ
プ
コ
が
２
シ
ー
ズ
ン
連
続
で
上
位
入
賞
を
重
ね
、

ド
ラ
イ
バ
ー
部
門
（
デ
ニ
ス
・
ハ
ル
ム
）、
コ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
部
門
（
ブ
ラ
バ
ム
）
を
制
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
67
年
シ
ー
ズ
ン
に
は
予
想
も

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
革
命
が
起
き
て
い
た
。
フ
ォ
ー
ド

が
支
援
す
る
コ
ス
ワ
ー
ス
が
開
発
し
た
Ｖ
型
８
気
筒
エ

ン
ジ
ン
、
Ｄ
Ｆ
Ｖ
を
搭
載
し
た
ロ
ー
タ
ス
が
、
ブ
ラ
バ

ム
・
レ
プ
コ
と
同
じ
４
勝
を
記
録
し
大
成
功
を
収
め
た

の
だ
。
コ
ス
ワ
ー
ス
と
ロ
ー
タ
ス
に
は
、
軽
量
コ
ン
パ

ク
ト
か
つ
信
頼
性
が
高
い
Ｖ
型
８
気
筒
エ
ン
ジ
ン
と
軽

量
高
剛
性
の
シ
ャ
シ
ー
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
パ
ワ
ー
に

勝
る
多
気
筒
エ
ン
ジ
ン
勢
を
打
倒
で
き
る
と
い
う
計
算

が
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
計
算
は
的
中
し
た
。
Ｆ
１
は

エ
ン
ジ
ン
単
体
性
能
だ
け
で
は
な
く
、
シ
ャ
シ
ー
と
組

み
合
わ
せ
た
と
き
の
総
合
性
能
で
戦
う
時
代
が
到
来
し

つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

フェラーリ以外の12気筒勢は信頼性を確保するのに苦労し
F1はコスワースDFV勢対フェラーリという図式に収束していった



　

コ
ス
ワ
ー
ス
は
68
年
以
降
、
１
５
０
０
cc
時
代
の
コ

ベ
ン
ト
リ
ー
・
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
同
様
、
Ｄ
Ｆ
Ｖ
を
広

く
カ
ス
タ
マ
ー
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
供
給
し
た
の
で
、
チ

ー
ム
は
続
々
と
Ｄ
Ｆ
Ｖ
を
導
入
し
て
一
気
に
戦
闘
力
を

上
げ
た
。
こ
の
結
果
、
新
し
い
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が

続
々
と
生
ま
れ
、
い
わ
ゆ
る
〝
キ
ッ
ト
カ
ー
〞
を
開
発

し
て
Ｆ
１
に
参
入
。
空
力
を
含
む
新
し
い
技
術
を
持
ち

込
ん
で
シ
ャ
シ
ー
性
能
を
引
き
上
げ
て
い
っ
た
。

　

と
は
い
え
ま
だ
多
気
筒
エ
ン
ジ
ン
に
対
す
る
希
望
は

失
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
67
年
の
段
階
で
も
レ
プ
コ
は

伏
兵
で
あ
り
、
コ
ス
ワ
ー
ス
は
強
敵
で
は
あ
る
け
れ
ど

あ
く
ま
で
も
Ｖ
型
８
気
筒
エ
ン
ジ
ン
に
過
ぎ
な
い
、
多

気
筒
エ
ン
ジ
ン
勢
の
熟
成
が
進
め
ば
Ｆ
１
の
主
導
権
を

取
り
戻
す
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
68
年
に
Ｈ
型

16
気
筒
で
失
敗
し
た
Ｂ
Ｒ
Ｍ
が
Ｖ
型
12
気
筒
の
Ｐ
１
４

２
を
開
発
し
た
の
も
、
マ
ト
ラ
が
Ｖ
型
12
気
筒
を
開
発

し
て
Ｆ
１
に
参
入
し
た
の
も
多
気
筒
エ
ン
ジ
ン
に
対
す

る
展
望
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　

フ
ェ
ラ
ー
リ
は
66
年
半
ば
に
Ｖ
型
12
気
筒
エ
ン
ジ
ン

を
３
バ
ル
ブ
化
し
、
67
年
に
は
４
バ
ル
ブ
化
し
て
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
引
き
上
げ
た
が
、
信
頼
性
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
ず
コ
ス
ワ
ー
ス
Ｄ
Ｆ
Ｖ
に
対
し
て
絶
対
的

な
優
位
を
築
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
70
年
に
は

重
心
の
低
い
４
バ
ル
ブ
フ
ラ
ッ
ト
12
気
筒
の
タ
イ
プ
０

０
１
を
新
た
に
開
発
し
て
反
攻
に
入
っ
た
。

　

そ
ん
な
状
況
の
な
か
、
ホ
ン
ダ
が
68
年
に
Ｖ
型
12
気

筒
で
シ
リ
ー
ズ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
迫
り
な
が
ら
も
一
方

で
自
然
空
冷
の
Ｖ
型
８
気
筒
エ
ン
ジ
ン
を
開
発
し
た
の

は
興
味
深
い
。
し
か
し
ホ
ン
ダ
は
68
年
い
っ
ぱ
い
で
Ｆ

１
活
動
を
打
ち
切
っ
て
し
ま
い
、
ホ
ン
ダ
の
Ｆ
１
エ
ン

ジ
ン
が
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
な
発
展
を
見
せ
た
の
か
は

わ
か
ら
な
い
ま
ま
に
終
わ
っ
た
。

　

フ
ェ
ラ
ー
リ
は
フ
ラ
ッ
ト
12
気
筒
の
熟
成
を
進
め
て

戦
闘
力
を
上
げ
、
コ
ス
ワ
ー
ス
Ｄ
Ｆ
Ｖ
勢
と
の
格
闘
へ

と
入
っ
た
が
、
ほ
か
の
12
気
筒
勢
は
な
か
な
か
信
頼
性

を
確
保
で
き
ず
、
Ｆ
１
は
コ
ス
ワ
ー
ス
Ｄ
Ｆ
Ｖ
勢
と
フ

ェ
ラ
ー
リ
が
戦
う
と
い
う
図
式
に
収
束
し
て
い
き
、
70

年
代
に
入
っ
て
横
置
き
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
投
入

し
た
フ
ェ
ラ
ー
リ
が
シ
ャ
シ
ー
の
運
動
性
能
を
高
め
る

と
、
徐
々
に
フ
ェ
ラ
ー
リ
が
優
位
に
立
つ
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
先
に
は
ま
た
も
や
波
乱
が

待
ち
受
け
て
い
る
の
だ
っ
た
。 

f

壊れにくく、軽量コン
パクト。そんなDFVは
ロータスのシャシーと
組み合わされ、68年に
はグラハム・ヒルとと
もにF1を制す。すると
瞬く間に他チームへと
伝播。DFVは一部の12
気筒勢などを除く、多
数のチームへ供給され
るベストセラーに。
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1968年シーズンの面白さは毎戦、展開が異なることだ
物語はきちんと繋がっているのだが

主役は毎回異なっていく
そしてウイングの巨大化がサーキットに彩りを添えた

Text & Data/Shinji Hayashi
Photos/Motorsport Images

リザルトに見る物語

番外編
2

1968 F1 World Championship
Round 5

“Grote Prijs van Nederland”
1968 F1世界選手権 第５戦

オランダGP

1968 F1世界選手権 第５戦 オランダGP　1968年６月23日／ザンドフールト（オランダ）
［決勝レース結果］　4.193㎞×90周＝377.370㎞　予選出走19台／決勝出走19台／完走９台　3-2-3グリッド右上位　雨／ウエット

Pos. No. Driver Age Nat. Chassis Engine Cyl. Tyre Entrant Laps Time Best Time Qfy.Time Grid
1 8 ジャッキー・スチュワート 29 GB マトラMS10 フォードDFV V8 DL Matra International 90 2:46'11"26 1'46"31／48周目 1'24"41 5
2 17 ジャン-ピエール・ベルトワーズ 31 F マトラMS11 マトラ V12 DL Matra Sports 90 2:47'45"19 1'45"91／ 6周目 1'26"76 16
3 15 ペドロ・ロドリゲス 28 MEX BRM P133 BRM V12 GY Owen Racing Organisation 89 2:47'43"36 1'48"31／26周目 1'25"51 11
4 10 ジャッキー・イクス 23 B フェラーリ312 フェラーリ V12 FS Ferrari Automobili 88 2:47'50"59 1'48"11／46周目 1'24"42 6
5 22 シルビオ・モーザー 27 CH ブラバムBT20 レプコ V8 GY Charles Vogele Racing Team 87 2:47'51"49 1'49"52／50周目 1'28"29 17
6 9 クリス・エイモン 24 NZ フェラーリ312 フェラーリ V12 FS Ferrari Automobili 85 2:46'20"78 1'47"75／ 3周目 1'23"54 1
7 16 リチャード・アトウッド 28 GB BRM P126 BRM V12 DL Owen Racing Organisation 85 2:46'21"33 1'50"95／46周目 1'26"72 15
8 19 ヨアキム・ボニエ 38 S マクラーレンM5A BRM V12 GY Joakim Bonnier Racing Team 82 2:47'18"95 1'55"48／41周目 1'28"43 19
9 3 グラハム・ヒル 39 GB ロータス49B フォードDFV V8 FS Gold Leaf Team Lotus 81 スロットル／アクシデント 1'47"89／ 3周目 1'23"84 3
nc 4 ジャッキー・オリバー 25 GB ロータス49B フォードDFV V8 FS Gold Leaf Team Lotus 80 2:47'10"52 1'48"65／49周目 1'25"48 10
R 18 ダン・ガーニー 37 USA ブラバムBT24 レプコ V8 GY Brabham Racing Organisation 63 スロットル 1'49"32／ 9周目 1'25"79 12
R 21 ジョー・シフェール 31 CH ロータス49 フォードDFV V8 FS R.Walker-J.Durlacher Racing Team 55 ギヤセレクター 1'50"66／ 2周目 1'25"86 13
R 20 ピアス・カレッジ 26 GB BRM P126 BRM V12 DL Reg Parnell Racing Ltd. 50 アクシデント 1'51"07／43周目 1'26"07 14
R 7 ジョン・サーティース 34 GB ホンダRA301 ホンダ V12 FS Honda Racing 50 オルタネーター 1'48"96／42周目 1'25"22 9
R 6 ヨッヘン・リント 26 A ブラバムBT26 レプコ V8 GY Brabham Racing Organisation 39 イグニッション 1'52"18／ 2周目 1'23"70 2
R 5 ジャック・ブラバム 42 AUS ブラバムBT26 レプコ V8 GY Brabham Racing Organisation 22 スピン 1'51"55／ 3周目 1'23"90 4
R 2 ブルース・マクラーレン 30 NZ マクラーレンM7A フォードDFV V8 GY Bruce McLaren Motor Racing 19 アクシデント 1'51"87／17周目 1'24"58 8
R 1 デニス・ハルム 32 NZ マクラーレンM7A フォードDFV V8 GY Bruce McLaren Motor Racing 10 イグニッション 1'51"35／ 3周目 1'24"45 7
R 14 ルシアン・ビアンキ 33 B クーパーT86B BRM V12 FS Cooper Car Co. 9 アクシデント 1'56"52／ 3周目 1'28"31 18

・優勝スピード：136.245㎞/h
・最速ラップ：J-P.ベルトワーズ（マトラ）　1'45"91　142.525㎞/h　6周目
・ポールポジション：C.エイモン（フェラーリ）　1'23"54　180.689㎞/h
・ラップリーダー：1-3＝ヒル、4-90＝スチュワート
・国籍略号：Ａ＝オーストリア、AUS＝オーストラリア、Ｂ＝ベルギー、CH＝スイス、Ｆ＝フランス、GB＝イギリス、MEX＝メキシコ、NZ＝ニュージーランド、Ｓ＝スウェーデン、USA＝アメリカ合衆国
・タイヤ略号：DL＝ダンロップ、FS＝ファイアストン、GY＝グッドイヤー

１周目の上位集団。リン
ト（ブラバム）、イン側の
エイモン（フェラーリ）
とヒル（ロータス）、スチ
ュワート（マトラ）、イク
ス（フェラーリ）と続く。
ホンダを駆るサーティース
は９番手に見える。今回
３チームが採用したノー
ズとリヤに生えるウイン
グもまだまだ遠慮がちだ。
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　英国の材木商ケン・ティレルは60年代前半、クー
パーF3チームの監督を務めている時、新人スチュワ
ートを見出した。64年のことだ。65～67年とBRM
からF1GPに参戦、活躍し、66年インディ500では
優勝目前まで行ったスチュワートが68年に再度ティ
レルと組むことになったのは理に叶った選択だった。
　その間ティレルは新興マトラ製F2シャシーにジャ
ッキー・イクスを乗せて67年ヨーロッパF2王座に
導いていた。マトラが70年に米クライスラー傘下に
入ると、フォードを使いたいティレルはマトラから
離れ、新興マーチF1シャシーを使いながら密かにテ
ィレル自製F1を完成させる。これを駆ってスチュワ
ートは71&73年と世界一に就いて34歳で引退した。

リマークス | ここに注目

スチュワートが文句なしの優勝
５戦して４人目の勝者誕生だ

そしてウイングはさらに巨大化

上は優勝したスチュワートのマトラMS10、中
は２位ベルトワーズのマトラMS11。ただし
エンジンがコスワースDFVとマトラV12と異
なる。タイヤ中央に深い溝を持つダンロップ
タイヤに注目。下は３戦連続PPのエイモン駆
るフェラーリ。速いのに不運続きで生涯F1GP
「０勝」で終わったのはF1史の不思議。

世
界
選
手
権
施
行
以
来
初
の
勝
利
が
１
‐
２

と
い
う
快
挙
。
た
だ
し
優
勝
車
Ｍ
Ｓ
10
は
イ

ギ
リ
ス
の
ケ
ン
・
テ
ィ
レ
ル
率
い
る
マ
ト
ラ

・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
か
ら
の
エ
ン
ト
リ

ー
で
、
こ
の
年
市
販
開
始
さ
れ
た
フ
ォ
ー
ド

‐
コ
ス
ワ
ー
ス
Ｄ
Ｆ
Ｖ
を
搭
載
、
一
方
２
位

の
Ｍ
Ｓ
11
は
マ
ト
ラ
自
製
Ｖ
12
を
搭
載
し
て

マ
ト
ラ
・
ス
ポ
ー
ル
か
ら
の
エ
ン
ト
リ
ー
。

マ
ト
ラ
と
し
て
は
嬉
し
い
１
‐
２
で
は
あ
る

も
の
の
、
ワ
ー
ク
ス
が
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
負

け
た
「
ね
じ
れ
」
状
態
で
も
あ
っ
た
。
そ
し

て
そ
の
勝
因
は
両
車
が
履
い
た
ダ
ン
ロ
ッ
プ

の
ウ
エ
ッ
ト
タ
イ
ヤ
が
ラ
イ
バ
ル
勢
（
グ
ッ

ド
イ
ヤ
ー
と
フ
ァ
イ
ア
ス
ト
ン
）
よ
り
格
段

優
れ
て
い
た
か
ら
と
の
見
方
が
強
い
。
３
位

に
は
雨
が
得
意
な
ペ
ド
ロ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の

Ｂ
Ｒ
Ｍ
が
入
る
。

　

表
彰
台
に
立
っ
た
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
の
右
手

首
に
は
ま
だ
包
帯
が
巻
か
れ
て
い
た
。
そ
し

て
２
位
ベ
ル
ト
ワ
ー
ズ
の
左
腕
が
64
年
の
レ

ー
ス
事
故
後
ほ
と
ん
ど
動
か
な
い
こ
と
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

有
利
不
利
が
微
妙
に
混
ざ
り
合
っ
た
展
開

が
、
68
年
こ
こ
ま
で
５
戦
し
て
４
人
目
の
勝

者
誕
生
と
な
る
混
戦
を
招
い
た
。
こ
の
傾
向

は
第
６
戦
フ
ラ
ン
ス
Ｇ
Ｐ
（
雨
の
ル
ー
ア
ン

／
フ
ェ
ラ
ー
リ
の
新
人
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
イ
ク

ス
初
優
勝
）、
第
７
戦
イ
ギ
リ
ス
Ｇ
Ｐ
（
ブ

ラ
ン
ズ
ハ
ッ
チ
／
ロ
ブ
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
・
チ

ー
ム
の
紺
色
の
ロ
ー
タ
ス
を
駆
る
ジ
ョ
ー
・

シ
フ
ェ
ー
ル
が
初
優
勝
）
で
も
続
く
。
そ
の

間
も
、
ウ
イ
ン
グ
は
ど
ん
ど
ん
巨
大
化
し
て

い
く
の
だ
っ
た
。

　

日
本
期
待
の
ホ
ン
ダ
は
良
い
と
こ
ろ
な
く

リ
タ
イ
ア
。
次
戦
フ
ラ
ン
ス
で
今
季
初
入
賞

２
位
と
な
る
。 

　

１
９
６
８
年
１
月
１
日
の
南
ア
フ
リ
カ
Ｇ

Ｐ
で
そ
れ
ま
で
フ
ァ
ン
・
マ
ヌ
エ
ル
・
フ
ァ

ン
ジ
オ
が
保
持
し
て
い
た
史
上
最
多
優
勝
記

録
を
更
新
す
る
Ｆ
１
Ｇ
Ｐ
通
算
25
勝
目
を
マ

ー
ク
し
た
ジ
ム
・
ク
ラ
ー
ク
は
、
第
２
戦
を

迎
え
る
こ
と
な
く
４
月
７
日
、
ホ
ッ
ケ
ン
ハ

イ
ム
Ｆ
２
で
事
故
死
し
た
。
そ
の
３
週
間
後

の
ハ
ラ
マ
Ｆ
２
で
は
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
ス
チ
ュ

ワ
ー
ト
が
事
故
で
右
手
首
を
骨
折
し
、
Ｆ
１

第
２
〜
３
戦
を
欠
場
す
る
ハ
メ
に
。
ふ
た
り

は
同
郷
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
で
３
歳
違
い

の
先
輩
後
輩
で
も
あ
っ
た
。

　

第
４
戦
ベ
ル
ギ
ー
Ｇ
Ｐ
で
復
帰
し
た
ス
チ

ュ
ワ
ー
ト
は
首
位
快
走
後
、
最
終
周
の
ガ
ス

欠
で
４
位
と
な
る
が
、
こ
の
年
Ｆ
１
デ
ビ
ュ

ー
し
た
ば
か
り
の
マ
ト
ラ
シ
ャ
シ
ー
と
も
ど

も
好
調
ぶ
り
が
目
立
つ
。
そ
し
て
迎
え
た
第

５
戦
オ
ラ
ン
ダ
Ｇ
Ｐ
。
北
海
に
面
す
る
砂
丘

に
設
け
ら
れ
た
ザ
ン
ド
フ
ー
ル
ト
が
舞
台
。

　

決
勝
当
日
は
雨
に
見
舞
わ
れ
た
。
１
列
目

に
並
ん
だ
３
車
（
フ
ェ
ラ
ー
リ
、
ブ
ラ
バ
ム
、

ロ
ー
タ
ス
）
に
は
、
前
戦
で
初
登
場
し
た
小

さ
な
ウ
イ
ン
グ
が
備
わ
っ
て
い
る
。
Ｆ
１
界

が
空
力
に
目
覚
め
た
瞬
間
だ
。

　

序
盤
３
周
こ
そ
グ
ラ
ハ
ム
・
ヒ
ル
駆
る
ロ

ー
タ
ス
が
リ
ー
ド
す
る
が
、
こ
れ
を
抜
い
た

ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
は
以
後
誰
に
脅
か
さ
れ
る
こ

と
な
く
90
周
後
の
チ
ェ
ッ
カ
ー
ま
で
首
位
を

快
走
、
２
位
に
１
分
半
も
の
大
差
を
つ
け
て

文
句
な
し
の
優
勝
を
遂
げ
た
。
こ
の
後
、
最

終
戦
ま
で
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
争
い
を
展
開
し
、

翌
69
年
に
は
つ
い
に
王
座
に
就
き
、
故
ク
ラ

ー
ク
の
正
当
な
る
後
継
者
と
み
な
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。

　

そ
し
て
今
大
会
２
位
に
は
若
手
ジ
ャ
ン
‐

ピ
エ
ー
ル
・
ベ
ル
ト
ワ
ー
ズ
が
入
っ
た
。
２

位
走
行
中
の
23
周
目
に
ス
ピ
ン
し
て
ピ
ッ
ト

イ
ン
、
一
旦
７
位
に
落
ち
て
か
ら
再
度
猛
追

を
展
開
し
て
50
周
目
に
は
再
び
２
位
に
上
が

っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
車
と
し
て
は
１
９
５
０
年

痛めた右腕を挙げて表
彰台上で歓呼に応える
勝者スチュワート。目
を閉じて想うのは亡き
先輩クラークのことか。
翌年王座に就き「フラ
イング・スコット２世」
襲名と相成る。
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60年代を駆け抜けた
「天才」ジム・クラーク

回想：元祖F1スーパースターの実像

Text/Achim Schlang  Translation/Mayumi Noguchi
Photos/Paul-Henri Cahier, Grand Prix Photo, Mortorsports Images, FORD

1960年代のF1シーンにおいて圧倒的な速さを見せて
当時の史上最年少となる27歳で王者に輝いたジム・クラーク

ロータスとともに数々の記録を打ち立てて
伝説のドライバーとして語り継がれているクラークの才能を

エピソードとともに振り返ってみた

1936年３月４日生まれ、スコットランド出
身。1960年にロータスからF1デビューし73
戦に出走。33戦でポールポジションを獲得。
これは89年にセナに破られるまでの最多記録
だった。63年には27歳と当時の史上最年少
記録で初戴冠、65年に２度目のワールドチャ
ンピオンに輝いた。F1通算25勝をマークし
たが、68年４月のF2で事故死。享年32。
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１
９
６
０
年
代
の
Ｆ
１
を
語
る
上
で
忘
れ
て
は
い
け

な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
と
い
え
ば
ジ
ム
・
ク
ラ
ー
ク
だ
ろ
う
。

ロ
ー
タ
ス
の
チ
ー
ム
創
設
者
で
あ
る
コ
リ
ン
・
チ
ャ
ッ

プ
マ
ン
と
の
密
接
な
つ
な
が
り
を
持
っ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
出
身
の
ク
ラ
ー
ク
は
、
ま
さ
に
60
年
代
の
Ｆ
１ 

シ
ー
ン
に
お
い
て
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
な
る
ド
ラ
イ
バ
ー

で
あ
っ
た
。

チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
と
運
命
の
出
会
い 

　

農
家
の
ひ
と
り
息
子
と
し
て
４
人
の
姉
と
と
も
に
育

っ
た
ク
ラ
ー
ク
は
、
草
レ
ー
ス
で
活
躍
し
て
い
た
と
き

に
チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
に
見
出
さ
れ
て
60
年
の
オ
ラ
ン
ダ
Ｇ

Ｐ
で
ロ
ー
タ
ス
か
ら
Ｆ
１
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
、
フ
ァ

ン
を
魅
了
す
る
活
躍
を
見
せ
た
。
そ
の
た
め
ク
ラ
ー
ク

＝
ロ
ー
タ
ス
の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
い
う
印
象
が
強
い
が
、

59
年
12
月
26
日
に
ブ
ラ
ン
ズ
ハ
ッ
チ
で
初
め
て
ロ
ー
タ

ス
を
ド
ラ
イ
ブ
す
る
ま
で
に
彼
は
サ
ン
ビ
ー
ム
、
Ｄ
Ｋ

Ｗ
、
ジ
ャ
ガ
ー
、
ト
ラ
イ
ア
ン
フ
な
ど
で
レ
ー
ス
に
出

場
し
て
い
る
。
チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
は
ク
ラ
ー
ク
と
の
出
会

い
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
る
。

「
私
の
顧
客
の
ひ
と
り
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
若

い
農
夫
な
が
ら
優
秀
な
レ
ー
シ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
が
い

る
と
教
え
て
く
れ
た
ん
だ
。
そ
れ
で
ブ
ラ
ン
ズ
ハ
ッ
チ

で
ジ
ム
と
初
め
て
会
っ
た
ん
だ
が
、
彼
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
に
は
感
動
し
た
よ
。
初
め
て
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
た

マ
シ
ン
で
、
し
か
も
初
め
て
走
る
コ
ー
ス
な
の
に
競
争

力
の
あ
る
ラ
ッ
プ
タ
イ
ム
を
刻
み
続
け
、
と
て
も
速
か

っ
た
ん
だ
」

　

こ
う
し
て
ク
ラ
ー
ク
は
チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
の
ロ
ー
タ
ス

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
彼
は
68
年
に
事
故
死
す

る
ま
で
Ｆ
１
で
73
戦
に
出
走
し
、
25
回
の
グ
ラ
ン
プ
リ

優
勝
を
飾
り
63
年
と
65
年
に
は
ワ
ー
ル
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

1960年代のトップスター
であるジム・クラークは天
才肌のドライバーで、マシ
ンにトラブルが発生しない
限り常にトップを快走した。



ン
に
も
輝
い
た
。
だ
が
、
こ
の
記
録
だ
け
か
ら
ク
ラ
ー

ク
が
ど
ん
な
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
っ
た
か
を
理
解
す
る
の
は

難
し
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
実
際
に
ク
ラ
ー
ク
が
ど
れ

ほ
ど
優
れ
て
い
た
の
か
を
物
語
る
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

と
と
も
に
振
り
返
っ
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
、
ク
ラ
ー
ク
の
友
人
で
あ
っ
た
モ
ー
タ
ー
ス
ポ

ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ク
ロ
ン
バ
ッ

ク
は
、
古
き
良
き
時
代
の
パ
ド
ッ
ク
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
ポ
ー
ル
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
獲
得
し
て
優
勝
し
た
ク
ラ
ー

ク
に
レ
ー
ス
後
、
ホ
テ
ル
で
会
う
と
彼
は
私
に
陰
気
な

顔
つ
き
で
真
剣
に
こ
う
よ
く
尋
ね
て
き
た
ん
だ
。『
今
日
、

な
ぜ
他
の
人
は
も
っ
と
速
く
走
ら
な
か
っ
た
ん
だ
ろ

う
？
』
と
。
つ
ま
り
彼
は
す
べ
て
の
力
を
出
し
切
ら
ず

に
勝
つ
こ
と
が
で
き
、
も
っ
と
速
く
マ
シ
ン
を
走
ら
せ

る
こ
と
も
で
き
た
と
い
う
こ
と
な
ん
だ
」

　

そ
し
て
チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
も
、
ク
ラ
ー
ク
の
能
力
に
つ

い
て
同
様
の
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

「
ジ
ム
が
わ
れ
わ
れ
の
ク
ル
マ
に
乗
っ
て
い
る
と
き
、

潜
在
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
は

お
そ
ら
く
４
、
５
回
だ
け
だ
っ
た
は
ず
だ
。 

通
常
、
彼

は
稲
妻
の
よ
う
な
ス
タ
ー
ト
を
決
め
て
敵
を
追
い
払
い

士
気
を
挫
く
の
で
、
ト
ッ
プ
を
走
り
な
が
ら
簡
単
に
レ

ー
ス
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ん
だ
。
だ
が
、

こ
の
ス
キ
ル
が
必
ず
し
も
勝
利
に
つ
な
が
る
と
は
限
ら

な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
優
勝
す
る
た
め
に
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
能
力
だ
け
で
は
な
く
、
ク
ル
マ
に
競
争
力
が
あ

り
充
分
に
安
定
し
て
い
る
必
要
も
あ
っ
た
か
ら
ね
」

不
可
能
を
可
能
に
す
る
走
り
を
披
露

　

　

ク
ラ
ー
ク
の
凄
ま
じ
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
語
る
上

で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
レ
ー
ス
の
ひ
と
つ
が
、
62

コリン・チャップマン（左）とクラークの関係はチームオーナーとドライバーの関係以上に親密で、お互いの能力を認め合っていた。

コースへ復帰したときにはトップ集団から周回遅れとなっていたのに
最終ラップ突入時には２番手に200mものアドバンテージを築いていた



77

年
に
ニ
ュ
ル
ブ
ル
ク
リ
ン
ク
で
開
催
さ
れ
た
ド
イ
ツ
Ｇ

Ｐ
で
あ
る
。
ク
ラ
ー
ク
本
人
は
レ
ー
ス
当
日
の
様
子
を

次
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
る
。

「
土
砂
降
り
の
雨
に
見
舞
わ
れ
て
、
レ
ー
ス
の
ス
タ
ー

ト
が
遅
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
コ
ー
ス
の
ど
こ
に
水
溜
ま

り
が
あ
る
の
か
を
確
認
す
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
ラ
ッ
プ

が
行
な
わ
れ
た
後
に
、
全
マ
シ
ン
が
ス
タ
ー
ト
に
向
け

て
グ
リ
ッ
ド
に
並
ん
だ
。
そ
こ
で
私
は
い
っ
た
ん
燃
料

ポ
ン
プ
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
た
の
だ
が
、
曇
っ
た
ゴ
ー

グ
ル
を
拭
く
こ
と
に
集
中
し
て
い
て
ポ
ン
プ
の
ス
イ
ッ

チ
を
戻
す
の
を
忘
れ
て
し
ま
い
、
走
り
出
そ
う
と
し
た

ら
エ
ン
ジ
ン
が
停
止
し
て
し
ま
っ
た
ん
だ
」

　

自
分
の
ミ
ス
で
３
番
手
か
ら
最
後
尾
の
26
番
手
ま
で

順
位
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
ク
ラ
ー
ク
は
、
怒
濤
の
追

い
上
げ
を
見
せ
て
８
周
目
に
は
４
番
手
ま
で
浮
上
。
残

る
は
３
台
の
み
と
な
っ
た
が
、
ク
ラ
ー
ク
は
こ
こ
で
我

に
返
っ
て
リ
ス
ク
を
犯
し
た
走
り
よ
り
も
、
ゴ
ー
ル
を

目
指
す
走
り
へ
と
切
り
替
え
て
４
位
で
フ
ィ
ニ
シ
ュ
し

た
。
だ
が
、
ス
タ
ー
ト
出
遅
れ
の
ミ
ス
を
考
え
れ
ば
信

じ
ら
れ
な
い
結
果
と
い
え
る
。

　

そ
れ
に
匹
敵
す
る
く
ら
い
印
象
深
い
ク
ラ
ー
ク
の
レ

ー
ス
と
い
え
ば
、
67
年
９
月
10
日
に
モ
ン
ツ
ァ
で
開
催

さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
Ｇ
Ｐ
だ
。
当
時
の
モ
ン
ツ
ァ
サ
ー
キ

ッ
ト
は
フ
ル
ス
ロ
ッ
ト
ル
と
ス
リ
ッ
プ
ス
ト
リ
ー
ム
が

レ
ー
ス
の
勝
敗
を
左
右
す
る
コ
ー
ス
レ
イ
ア
ウ
ト
で
、

ク
ラ
ー
ク
は
レ
ー
ス
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
も
の
の
パ
ン

ク
に
見
舞
わ
れ
て
タ
イ
ヤ
交
換
の
た
め
ピ
ッ
ト
イ
ン
を

強
い
ら
れ
て
し
ま
う
。
結
果
、
再
び
コ
ー
ス
へ
復
帰
し

た
と
き
に
は
ト
ッ
プ
集
団
か
ら
周
回
遅
れ
と
な
っ
て
い

た
。
当
然
、
レ
ー
ス
を
観
て
い
た
人
は
ク
ラ
ー
ク
に
は

も
う
チ
ャ
ン
ス
が
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
彼
自
身
は
明

ら
か
に
違
っ
て
い
た
。

　

68
周
の
レ
ー
ス
に
お
け
る
61
周
目
、
な
ん
と
彼
は
再

び
レ
ー
ス
を
リ
ー
ド
し
、
最
終
ラ
ッ
プ
突
入
時
に
は
２

番
手
に
２
０
０
ｍ
も
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
築
い
て
い

た
の
だ
。
だ
が
、
最
終
ラ
ッ
プ
の
パ
ラ
ボ
リ
カ
で
燃
料

を
使
い
果
た
し
て
エ
ン
ジ
ン
が
停
止
し
３
位
で
フ
ィ
ニ

ッ
シ
ュ
。
結
果
は
３
位
で
あ
っ
た
が
、
１
周
以
上
の
遅

れ
を
取
り
戻
す
と
い
う
不
可
能
を
可
能
に
し
、
観
客
を

魅
了
す
る
走
り
を
見
せ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
ク
ラ
ー
ク
は
、
疑
問
の
余
地
が
な
い
程

に
才
能
は
豊
か
で
、
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
セ
ン
ス
も
芸
術
的

で
あ
っ
た
。
レ
ー
ス
に
勝
っ
た
と
き
も
マ
シ
ン
や
表
彰

台
の
上
で
は
し
ゃ
ぐ
こ
と
は
な
く
、
本
当
に
シ
ャ
イ
な

性
格
で
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
は
と
て
も
フ
ェ
ア
で

あ
っ
た
。
た
だ
し
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
能
力
は
飛
び
抜
け
て

お
り
、
当
時
新
進
気
鋭
の
若
手
ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ
っ
た

ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
は
ク
ラ
ー
ク
の
言
葉
に

驚
か
さ
れ
た
と
い
う
。

　

ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
が
ス
ネ
ッ
タ
ー
ト
ン
テ
ス
ト
で
ブ
レ

ー
キ
を
か
け
る
際
に
誤
っ
て
ア
ク
セ
ル
ペ
ダ
ル
を
踏
ん

で
し
ま
い
、
マ
シ
ン
が
横
滑
り
す
る
の
を
い
か
に
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
立
て
直
し
た
か
を
身
振
り
手
振
り
を
交

え
て
同
僚
に
伝
え
て
い
た
ら
、
そ
れ
を
近
く
で
聞
い
て

い
た
ク
ラ
ー
ク
が
「
あ
ん
な
に
ゆ
っ
く
り
走
っ
て
い
た

の
だ
か
ら
、
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
必
要
は
ま
っ
た
く
な

か
っ
た
は
ず
だ
。
そ
れ
な
の
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
か

ら
、
あ
ん
な
馬
鹿
げ
た
ミ
ス
を
し
て
困
っ
た
こ
と
に
な

る
ん
だ
」
と
言
っ
た
と
い
う
の
だ
。
こ
れ
を
伝
え
聞
い

た
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
は
、「
全
力
で
走
行
し
て
い
た
の
に

ブ
レ
ー
キ
は
必
要
な
か
っ
た
は
ず
と
言
う
な
ん
て

…
…
」
と
言
葉
を
失
っ
た
と
い
う
。

　

才
能
あ
ふ
れ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ
っ
た
ク
ラ
ー
ク
だ

が
、
マ
シ
ン
の
テ
ク
ニ
カ
ル
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る
事
故
で

ド
ラ
イ
バ
ー
が
重
傷
を
負
っ
た
り
す
る
と
「
自
分
の
能

力
を
疑
う
こ
と
は
な
い
が
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
自
信
が

な
い
と
不
安
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
語
っ
て
い
た
。
だ

1967年のイタリアGPではレースをリードしなが
ら一時は周回遅れとなるも、再びトップに立つ速
さを見せたクラーク。レース後、その劇的な状況
を聞き出そうとする記者たちに囲まれた。
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が
当
時
の
ス
タ
ッ
フ
は
「
彼
は
、
来
年
の
こ
と
は
ギ
リ

ギ
リ
ま
で
話
さ
な
か
っ
た
し
、
契
約
も
基
本
的
に
１
年

の
み
だ
っ
た
」
と
、
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
将

来
の
こ
と
は
あ
ま
り
考
え
て
い
な
か
っ
た
と
証
言
し
て

い
る
。

　

レ
ー
ス
に
対
す
る
思
い
は
60
年
代
後
半
に
本
人
も
語

っ
て
い
る
。

「
来
年
も
レ
ー
ス
を
し
た
い
か
ど
う
か
な
ん
て
直
前
ま

で
わ
か
ら
な
い
か
ら
ね
。
あ
く
ま
で
も
私
の
メ
イ
ン
の

仕
事
は
農
業
な
ん
だ
。
で
も
、
自
分
は
ま
だ
ド
ラ
イ
バ

ー
と
し
て
大
丈
夫
な
の
か
は
常
に
チ
ェ
ッ
ク
は
し
て
い

て
、
お
そ
ら
く
あ
と
数
年
は
大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
以
外
の
要
素
も
あ
る
か
ら
…
…
」

　

そ
し
て
こ
の
コ
メ
ン
ト
に
続
け
て
、
当
時
の
史
上
最

年
少
Ｆ
１
王
者
記
録
保
持
者
だ
っ
た
ク
ラ
ー
ク
は
「
私

は
27
歳
で
Ｆ
１
ワ
ー
ル
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
っ
た
が
、

将
来
も
っ
と
若
い
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
出
現
す
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
ル
ー
テ
ィ
ン

や
体
力
だ
け
で
は
補
え
な
い
反
応
速
度
が
重
要
と
な
っ

て
く
る
だ
ろ
う
か
ら
」
と
先
見
の
明
を
語
っ
た
。

　

し
か
し
そ
の
彼
も
、
68
年
４
月
７
日
に
ド
イ
ツ
の
ホ

ッ
ケ
ン
ハ
イ
ム
で
命
を
落
と
し
て
し
ま
う
。
史
上
最
高

の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
言
わ
れ
た
ク
ラ
ー
ク
は
、
Ｆ
１
開
催

の
合
間
に
出
場
し
た
Ｆ
２
で
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
見
舞
わ

れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
致
命
的
な
ク
ラ
ッ
シ
ュ
原
因
は

公
式
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
目
撃
者
の
コ

ー
ス
マ
ー
シ
ャ
ル
は
レ
ー
ス
５
周
目
に
ク
ラ
ー
ク
が
突

然
コ
ー
ス
ア
ウ
ト
を
喫
し
て
木
に
衝
突
し
た
と
報
告
し

て
い
る
。
そ
し
て
救
護
隊
が
到
着
し
た
と
き
に
は
す
で

に
死
亡
し
て
い
た
が
、
ク
ラ
ー
ク
の
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ミ

ス
に
よ
る
コ
ー
ス
ア
ウ
ト
で
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
と
私

は
信
じ
て
い
る
。
彼
の
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
テ
ク
ニ
ッ
ク
な

ら
ば
容
易
に
全
開
で
駆
け
抜
け
て
い
た
は
ず
だ
か
ら
だ
。

当
時
と
現
代
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
キ
ャ
ラ
が
違
う

　

じ
つ
は
ク
ラ
ッ
シ
ュ
直
前
の
様
子
を
あ
る
カ
メ
ラ
マ

ン
が
撮
影
し
て
い
た
が
、
そ
の
写
真
は
チ
ャ
ッ
プ
マ
ン

に
手
渡
さ
れ
て
以
来
、
行
方
不
明
と
な
っ
て
お
り
真
実

は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
推
論
に
な
る
が
、

ス
ロ
ー
パ
ン
ク
チ
ャ
ー
が
ア
ク
シ
デ
ン
ト
の
原
因
で
あ

る
可
能
性
が
も
っ
と
も
高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ク
ラ

ー
ク
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
で
あ
っ
た
グ
ラ
ハ
ム
・
ヒ
ル
が

「
そ
れ
は
ス
キ
ル
の
欠
如
で
は
な
く
、運
の
欠
如
だ
っ
た
」

と
語
っ
た
よ
う
に
…
…
。

　

語
り
継
が
れ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
Ｆ
１
史
上
最

高
の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
ク
ラ
ー
ク

だ
が
、
本
当
に
最
高
の
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
ク
ラ
ー
ク
亡
き
後
も
Ｆ
１
に
は
多
く
の
才
能
が
存

在
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
ス
チ
ュ
ワ

ー
ト
に
ア
ラ
ン
・
プ
ロ
ス
ト
、
ア
イ
ル
ト
ン
・
セ
ナ
、

ミ
ハ
エ
ル
・
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
、
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ベ

ッ
テ
ル
、
ル
イ
ス
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
、
マ
ッ
ク
ス
・
フ
ェ

ル
ス
タ
ッ
ペ
ン
な
ど
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
。
だ
が
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
ク
オ
リ
テ
ィ
は
計
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

F1史上最高のドライバーのひ
とりであるクラークは、当時
の史上最年少王者、ポールポ
ジション獲得回数など数々の
記録を打ち立てた。
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め
、
誰
が
一
番
と
決
め
る
こ
と
は
ナ
ン
セ
ン
ス
な
話
だ
。

し
か
も
、
現
在
の
ハ
イ
テ
ク
マ
シ
ン
と
60
年
代
の
マ
シ

ン
を
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
無
線
シ

ス
テ
ム
も
な
け
れ
ば
コ
ー
ス
の
安
全
性
も
比
較
で
き
な

い
程
に
違
っ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
を
前
提
に
ク
ラ
ー
ク
の
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス

タ
イ
ル
を
現
代
の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
比
較
し
た
場
合
、
一

番
似
て
い
る
の
は
フ
ェ
ル
ス
タ
ッ
ペ
ン
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
し
か
し
ク
ラ
ー
ク
の
時
代
の
Ｆ
１
ド
ラ
イ
バ
ー

た
ち
は
完
全
に
現
代
と
は
違
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、「
ノ

ー
リ
ス
ク
・
ノ
ー
フ
ァ
ン
（
リ
ス
ク
を
侵
さ
な
け
れ
ば
、

楽
し
み
な
ん
て
な
い
）」
ス
タ
イ
ル
で
レ
ー
ス
に
挑
ん

で
い
た
。

　

だ
が
、
危
な
く
な
か
っ
た
ら
レ
ー
シ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ

ー
に
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
タ
イ
プ
は
、
モ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
世
界
で
も
う
見
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ

の
よ
う
な
時
代
背
景
を
考
え
れ
ば
、
60
年
代
の
レ
ー
ス

シ
ー
ン
に
お
い
て
ク
ラ
ー
ク
は
間
違
い
な
く
ト
ッ
プ
の

存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

f

来年もレースをしたいかどうかなんて
直前までわからないからね

あくまでも私のメインの仕事は農業なんだ 

農家の息子として育った
クラークは、F1ドライバ
ーになってからも本業は
農家だと語っていた。そ
のためドライバー契約は
１年毎に更新していた。

1963年にロータス25をドライブしたクラーク
は、10戦７勝をマークしてロータスにドライバ
ーズとコンストラクターズの２冠をもたらした。

F1開催のインターバル中に参
戦したホッケハイムのF2で、
高速コーナーで飛び出したク
ラークのマシンは木に衝突し
て命を落としてしまう。
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ジ
ミ
ー
は
、
私
が
戦
っ
た
中
で
は
掛
け
値
な
し
に
最

高
の
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
っ
た
。
世
界
的
に
見
て
も
ベ
ス
ト

と
呼
ば
れ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ひ
と
り
に
数
え
ら
れ
る
と

思
う
。
た
だ
し
史
上
最
高
と
ま
で
は
言
い
切
れ
な
い
。

例
え
ば
、
フ
ァ
ン
・
マ
ヌ
エ
ル
・
フ
ァ
ン
ジ
オ
よ
り
も

優
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
誰
に
も
分
か
ら
な
い
。
自
分

が
活
躍
し
た
時
代
の
中
で
し
か
ベ
ス
ト
に
は
な
れ
な
い
、

と
い
う
こ
と
さ
。
そ
の
意
味
で
ジ
ミ
ー
が
同
時
代
の
ベ

ス
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
よ
。
誰
も

が
お
手
本
に
す
る
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
し
か
も
誰
か

ら
も
好
か
れ
て
い
た
か
ら
ね
。

　

コ
リ
ン
・
チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
は
そ
ん
な
ジ
ミ
ー
に
当
代

最
強
と
謳
わ
れ
た
ク
ル
マ
を
与
え
、
ま
た
ジ
ミ
ー
も
誰

よ
り
も
巧
み
に
こ
れ
を
操
っ
た
。
そ
の
意
味
で
も
最
高

の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

ジ
ミ
ー
は
コ
リ
ン
に
全
幅
の
信
頼
を
置
き
、
最
後
ま
で

そ
の
忠
誠
が
揺
ら
ぐ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
与
え
ら
れ
た

ク
ル
マ
に
一
片
の
疑
い
も
差
し
挟
ま
ず
、
自
信
を
持
っ

て
力
強
く
ド
ラ
イ
ブ
し
、
し
か
も
易
々
と
そ
れ
を
や
っ

て
の
け
た
。

　

ジ
ミ
ー
は
必
ず
し
も
技
術
的
な
造
詣
の
深
い
ド
ラ
イ

バ
ー
で
は
な
か
っ
た
と
私
は
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、

ク
ル
マ
を
ど
う
し
て
欲
し
い
か
を
伝
え
る
方
法
を
知
っ

て
い
た
。
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
は
ス
ム
ー
ズ
の
一

語
に
尽
き
る
。
あ
れ
ほ
ど
繊
細
な
運
転
操
作
が
で
き
る

者
を
私
は
ほ
か
に
知
ら
な
い
。
し
か
も
彼
が
そ
れ
を
や

る
と
、
と
て
も
ゆ
っ
く
り
に
見
え
た
。
こ
の
上
な
く
エ

レ
ガ
ン
ト
で
惚
れ
惚
れ
す
る
よ
う
な
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
さ
。

ク
ル
マ
の
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
て
い
た
ね
。
ロ

ー
タ
ス
の
Ｆ
１
カ
ー
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
フ
ォ
ー
ド

・
コ
ル
チ
ナ
で
も
、
イ
ン
デ
ィ
カ
ー
を
操
っ
て
い
て
も
、

彼
は
同
じ
こ
と
が
で
き
た
。
ご
く
ま
れ
に
だ
が
そ
う
い

〝
い
つ
か
レ
ー
ス
で
命
を
落
と
す
〞

ジ
ミ
ー
は
そ
う
信
じ
て
い
た

ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
、ジ
ム
・
ク
ラ
ー
ク
を
語
る

Text/A
dam
 C
ooper  Translation/Y

utaka M
ita

P
hotos/M

otorsport Im
ages

ジ
ム
・
ク
ラ
ー
ク
が
当
代
一
の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
の
評
価
を
固
め
た
60
年
代
半
ば

そ
の
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
、ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か
ら

同
様
の
才
能
を
持
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
が
現
れ
た
。ケ
ン
・
テ
ィ
レ
ル
に
見
出
さ
れ
た

そ
の
男
の
名
は
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
。の
ち
に
ク
ラ
ー
ク
が
打
ち
立
て
た

最
多
勝
記
録
を
更
新
す
る
も
う
ひ
と
り
の
天
才
は
、同
郷
の
先
輩
を
ど
う
見
て
い
た
の
か

STEWART
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を
噛
む
の
が
彼
の
ク
セ
で
、
出
血
す
る
く
ら
い
噛
む
こ

と
も
よ
く
あ
っ
た
。
あ
れ
も
ひ
と
つ
の
サ
イ
ン
か
も
ね
。

つ
ま
り
そ
れ
く
ら
い
神
経
質
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
さ
。

　

そ
ん
な
彼
を
見
て
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
う
ま
く
対
処

で
き
て
い
な
い
と
言
う
人
も
い
た
な
。
ブ
ラ
ン
ズ
ハ
ッ

チ
の
事
故
（
１
９
６
５
年
レ
ー
ス
・
オ
ブ
・
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
ズ
）
も
そ
の
せ
い
だ
と
言
う
ん
だ
。
重
圧
に
負
け

た
、
と
ね
。
し
か
し
私
は
そ
う
は
思
わ
な
い
。
確
か
に

そ
ん
な
場
面
も
何
度
か
あ
っ
た
が
、
単
に
状
況
に
慣
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
理
由
だ
。
彼
の
場
合
は
独
走
で

レ
ー
ス
を
制
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
か
ら
さ
。

　

ジ
ミ
ー
は
Ｇ
Ｐ
Ｄ
Ａ
（
グ
ラ
ン
プ
リ
・
ド
ラ
イ
バ
ー

協
会
）
の
趣
旨
に
賛
同
し
メ
ン
バ
ー
に
名
を
連
ね
て
い

た
が
、
か
と
言
っ
て
積
極
的
に
活
動
に
加
わ
る
と
い
う

感
じ
で
は
な
か
っ
た
。
ヨ
ア
キ
ム
・
ボ
ニ
エ
と
か
グ
ラ

ハ
ム
・
ヒ
ル
な
ど
が
盛
ん
に
気
勢
を
上
げ
る
の
を
静
か

に
見
守
る
と
い
う
か
、
自
分
は
黙
っ
て
い
る
け
ど
気
持

ち
は
同
じ
で
す
、
み
た
い
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
た

ね
。
危
険
な
仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
意
識
は
人
一
倍

持
っ
て
い
て
、
お
そ
ら
く
そ
れ
が
理
由
で
誰
と
も
結
婚

し
な
か
っ
た
ん
だ
と
思
う
。
自
分
は
い
つ
か
レ
ー
ス
で

命
を
落
と
す
、
と
信
じ
て
い
た
フ
シ
が
あ
る
ん
だ
。
そ

の
意
味
で
彼
は
運
命
論
者
だ
っ
た
と
言
っ
て
も
い
い
と

思
う
よ
。
ほ
と
ん
ど
確
信
に
近
い
も
の
が
あ
っ
た
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
。

　

ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
は
た
く
さ
ん
い
て
、
お
か
し
い
の

は
全
員
が
ジ
ミ
ー
の
本
当
の
恋
人
は
自
分
だ
け
だ
と
信

じ
切
っ
て
い
た
こ
と
さ
。
私
か
ら
言
わ
せ
れ
ば
、
と
ん

で
も
な
い
。
彼
く
ら
い
魅
力
的
で
、
し
か
も
女
性
に
気

配
り
で
き
る
男
は
め
っ
た
に
い
な
い
。
モ
テ
て
当
然
だ

し
、
実
際
モ
テ
た
。
サ
リ
ー
・
ス
ト
ー
ク
ス
と
の
仲
が

一
番
長
く
続
い
た
の
か
な
。
で
も
、
彼
に
夢
中
の
女
性

う
才
能
を
持
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
が
現
れ
る
。
残
念
な
が

ら
私
に
は
ジ
ミ
ー
ほ
ど
の
セ
ン
ス
は
備
わ
っ
て
い
な
か

っ
た
。
少
な
く
と
も
、
と
も
に
戦
っ
て
い
た
頃
は
そ
う

だ
。
彼
が
い
な
く
な
っ
て
し
ば
ら
く
し
て
、
私
も
よ
う

や
く
そ
の
レ
ベ
ル
に
達
し
、
そ
こ
で
初
め
て
彼
の
す
ご

さ
を
理
解
し
た
っ
て
わ
け
さ
。

　

ジ
ミ
ー
と
私
は
と
て
も
う
ま
く
い
っ
て
い
た
よ
。
で

も
基
本
的
に
内
向
的
な
人
間
な
ん
だ
。
と
て
つ
も
な
く

シ
ャ
イ
で
控
え
め
、
引
き
こ
も
り
か
と
思
う
く
ら
い
。

正
し
く
は
内
省
的
と
言
う
べ
き
な
ん
だ
け
ど
ね
。
自
分

の
才
能
に
は
絶
大
な
自
信
を
持
っ
て
い
た
け
ど
、
ひ
と

り
の
人
間
と
し
て
は
自
信
を
欠
い
て
い
た
、
と
い
う
の

は
あ
る
と
思
う
。
心
か
ら
寛
い
で
い
る
彼
を
つ
い
ぞ
見

た
こ
と
が
な
い
と
い
う
気
が
す
る
よ
。
緊
張
す
る
と
爪



は
ほ
か
に
も
大
勢
い
た
。
サ
リ
ー
は
か
な
り
強
く
結
婚

を
迫
っ
た
ら
し
い
が
、
ジ
ミ
ー
は
、「
僕
が
レ
ー
シ
ン

グ
ド
ラ
イ
バ
ー
を
や
っ
て
い
る
間
は
絶
対
に
結
婚
し
な

い
」
と
断
り
続
け
た
ん
だ
。

隠
棲
こ
そ
が
相
応
し
か
っ
た

　

私
は
、
１
９
６
８
年
は
Ｆ
２
に
参
戦
し
て
い
な
く
て
、

だ
か
ら
ホ
ッ
ケ
ン
ハ
イ
ム
に
も
行
っ
て
い
な
い
。
あ
の

週
末
、
私
は
ス
ペ
イ
ン
の
ハ
ラ
マ
に
い
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｄ
Ａ

の
任
務
で
セ
ー
フ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
を
や
っ
て
い
た
ん
だ
。

コ
ー
ス
に
出
て
い
る
と
、
そ
こ
に
た
ま
た
ま
通
り
か
か

っ
た
誰
か
か
ら
「
ジ
ム
・
ク
ラ
ー
ク
が
大
事
故
に
遭
っ

た
ら
し
い
」と
伝
え
ら
れ
た
。
そ
の
当
時
の〝
大
事
故
〞

っ
て
の
は
い
わ
ば
日
常
茶
飯
事
で
、「
で
も
大
丈
夫
な

ん
だ
ろ
？
」
と
確
認
す
れ
ば
そ
れ
で
済
ん
だ
ん
だ
。
つ

ま
り
命
に
別
状
が
な
い
と
わ
か
れ
ば
ひ
と
安
心
、
っ
て

わ
け
さ
。

　

で
も
、「
確
か
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
か
な
り

深
刻
の
よ
う
だ
」
と
返
っ
て
き
た
ん
だ
。
本
当
に
知
ら

な
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
知
っ
て
て
言
い
た
く
な
か

っ
た
の
か
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
は
今
も
っ
て
不
明
だ
。
１

時
間
か
そ
こ
い
ら
、
正
確
な
情
報
は
一
切
伝
わ
っ
て
こ

な
か
っ
た
。

　

任
務
を
続
け
た
あ
と
、
マ
ド
リ
ッ
ド
に
戻
る
途
中
で

妻
の
ヘ
レ
ン
に
電
話
し
た
。
そ
れ
が
ジ
ミ
ー
の
死
を
受

け
入
れ
た
最
初
の
き
っ
か
け
だ
。「
何
か
聞
い
て
い
る

か
？
」
と
私
が
尋
ね
る
と
、「
え
え
、
ジ
ミ
ー
が
亡
く

な
っ
た
わ
」
と
ヘ
レ
ン
。「
そ
う
か
」
と
言
っ
て
受
話

器
を
置
い
た
よ
。

　

私
は
そ
れ
ま
で
ホ
ッ
ケ
ン
ハ
イ
ム
を
知
ら
な
か
っ
た
。

一
度
も
行
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ん
だ
。
高
速
右
コ
ー

ナ
ー
で
コ
ー
ス
ア
ウ
ト
し
、
立
木
の
中
に
突
っ
込
ん
だ

「あれほどの大スターがレースに命を捧げる、その美しい先例を作ってしまったんだ」

82

1965年イタリアでのスチュワート（BRM P261）
vsジム・クラーク（ロータス33・クライマック
ス）。何度も首位が入れ替わる熱戦はロータスの燃
料ポンプトラブルで決着。僚友グラハム・ヒルを
抑えて、スチュワートがF1初優勝を達成した。
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ら
し
い
。
そ
れ
が
私
の
知
る
す
べ
て
。
コ
ー
ス
ア
ウ
ト

の
原
因
は
不
明
の
ま
ま
だ
。
ど
こ
か
が
壊
れ
た
と
か
、

タ
イ
ヤ
が
バ
ー
ス
ト
し
た
、
誰
か
が
進
路
を
横
切
っ
た

な
ど
の
説
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
憶
測
に
過
ぎ
な
い
。

　

ジ
ミ
ー
が
命
を
落
と
し
た
４
月
７
日
を
皮
切
り
に
、

こ
の
年
は
な
ぜ
か
毎
月
ほ
ぼ
同
じ
日
付
で
ト
ッ
プ
ド
ラ

イ
バ
ー
が
事
故
死
す
る
怪
奇
現
象
が
４
カ
月
連
続
で
繰

り
返
さ
れ
て
い
る
。
あ
わ
や
の
ク
ラ
ッ
シ
ュ
は
起
き
て

も
幸
い
死
亡
事
故
に
は
至
ら
な
い
、
と
い
う
時
期
が
比

較
的
長
く
続
い
て
い
た
ん
だ
け
ど
ね
。
た
だ
、
私
が
同

様
の
悲
劇
を
自
分
の
眼
で
イ
ヤ
と
い
う
ほ
ど
目
撃
す
る

こ
と
に
な
る
の
は
も
う
少
し
後
の
こ
と
さ
。
恐
怖
に
震

え
る
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
誰
も
が
家
族
を
失
っ
た
か

の
よ
う
に
意
気
阻
喪
す
る
。
初
め
て
そ
れ
を
目
に
し
た

時
の
光
景
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
あ
れ
は
本
当
に
気
が
滅

入
る
ね
。

　

真
正
直
に
言
う
と
、
少
な
く
と
も
コ
ー
ス
上
で
は
、

私
は
さ
し
た
る
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
。
自
分
が
や
っ

て
い
る
こ
と
は
正
気
の
沙
汰
じ
ゃ
な
い
、
と
急
に
気
付

か
さ
れ
た
こ
と
は
別
に
し
て
ね
。
隣
に
妻
や
子
供
た
ち

が
い
る
と
き
は
特
に
そ
れ
を
強
く
感
じ
た
も
の
さ
。
私

に
言
わ
せ
れ
ば
レ
ー
シ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
は
一
種
の
現

実
逃
避
者
な
ん
だ
。
責
任
を
自
覚
し
た
人
間
の
や
る
こ

と
じ
ゃ
な
い
、
と
い
う
気
が
す
る
ね
。
彼
ら
の
多
く
は
、

「
自
分
は
人
一
倍
家
族
を
大
切
に
思
っ
て
い
る
」と
言
う
。

で
も
週
末
に
は
再
び
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
を
走
ら
せ
て
い

る
わ
け
だ
。
ひ
ど
く
無
責
任
な
生
き
方
だ
と
思
わ
な
い

か
？　

い
ろ
ん
な
意
味
で
ね
。

　

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
想
像
を
絶
す
る
世
界
だ
。
ひ

と
た
び
コ
ー
ス
に
出
て
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ト
が
光
れ
ば
、

ド
ラ
イ
バ
ー
は
一
個
の
消
耗
品
と
化
す
。
そ
ん
な
自
分

を
家
族
は
ど
ん
な
気
持
ち
で
送
り
出
し
て
い
る
と
思

う
？　

大
怪
我
を
負
っ
た
り
、
最
悪
、
死
ぬ
か
も
し
れ

な
い
。
本
人
は
意
に
介
さ
な
く
て
も
、
妻
や
子
供
が
ど

れ
だ
け
嘆
き
悲
し
む
こ
と
か
。
そ
う
い
う
こ
と
を
百
も

承
知
で
、
で
も
絶
対
に
止
め
よ
う
と
は
し
な
い
。
そ
れ

も
こ
れ
も
、
ジ
ミ
ー
の
せ
い
だ
よ
。
あ
れ
ほ
ど
の
大
ス

タ
ー
が
レ
ー
ス
に
命
を
捧
げ
る
、
そ
の
美
し
い
先
例
を

作
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
。

　

何
事
も
な
け
れ
ば
ジ
ミ
ー
は
１
９
６
８
年
の
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
な
っ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
翌
69
年
も
ね
。

ロ
ー
タ
ス
49
の
出
来
か
ら
し
て
当
然
そ
う
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
ロ
ー
タ
ス
と
袂
を
分
か
つ
こ
と
が
仮

に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
あ
と
数
年
は
彼
の
天
下
が
続
い

て
い
た
は
ず
だ
。
私
の
想
像
で
は
、
そ
の
後
レ
ー
ス
か

ら
完
全
に
足
を
洗
う
こ
と
も
視
野
に
入
っ
て
い
た
と
い

う
気
が
す
る
ね
。
そ
れ
が
い
つ
か
は
知
ら
な
い
が
、
彼

は
潮
時
を
心
得
て
い
た
と
私
は
思
う
ん
だ
。
王
位
は
決

し
て
永
遠
で
は
あ
り
得
な
い
。
そ
し
て
彼
は
、
王
で
あ

る
う
ち
に
身
を
引
き
た
い
と
願
っ
た
は
ず
さ
。
隠
棲
と

い
う
言
い
方
が
い
か
に
も
彼
に
相
応
し
い
。
ジ
ミ
ー
が

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
置
く
理
由
は
静
か
に
暮
ら
し
た
い
か
ら
、

だ
ろ
う
ね
。
私
に
は
そ
れ
し
か
思
い
付
か
な
い
。
そ
う

さ
せ
て
あ
げ
た
か
っ
た
な
。 

F
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ち
ょ
っ
と
復
活「
オ
レ
さ
ま
烈
伝
」！  

謎
の
キ
ウ
イ
が
お
届
け
す
る
名
門
誕
生
秘
話
★
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ブ
ル
ー
ス
ら
南
半
球
勢
に
よ
る
立
志
伝
、
い
か
が
で
し
た
？ 

次
の
復
活
は
完
全
未
定
★
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１
９
７
０
年
に
登
場
し
た
ロ
ー
タ
ス
72
が「
葉
巻
型
」

Ｆ
１
マ
シ
ン
に
引
導
を
渡
し
た
マ
シ
ン
で
あ
る
な
ら
ば
、

同
年
に
フ
ェ
ラ
ー
リ
が
用
意
し
た
３
１
２
Ｂ
は
葉
巻
型

Ｆ
１
の
完
成
形
と
い
う
べ
き
１
台
で
あ
っ
た
。

　

66
年
に
始
ま
っ
た
３
ℓ
Ｆ
１
は
当
初
、
１
・
５
ℓ
時

代
の
出
足
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
レ

ー
ス
で
３
ℓ
級
の
Ｖ
12
を
持
っ
て
い
た
フ
ェ
ラ
ー
リ
に

有
利
に
働
く
は
ず
だ
っ
た
。
実
際
、
若
き
天
才
技
師
マ

ウ
ロ
・
フ
ォ
ル
ギ
エ
リ
は
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
由
来
の
60
度

Ｖ
型
12
気
筒
３
バ
ル
ブ
Ｄ
Ｏ
Ｈ
Ｃ
を
ア
ル
ミ
モ
ノ
コ
ッ

ク
シ
ャ
シ
ー
に
搭
載
し
た
「
３
１
２
（
３
ℓ
、
12
気
筒

の
意
）」
を
製
作
。
し
か
し
ジ
ョ
ン
・
サ
ー
テ
ィ
ー
ス

の
離
反
に
伴
う
混
乱
や
フ
ォ
ー
ド
Ｇ
Ｔ
対
策
で
リ
ソ
ー

ス
が
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
部
門
へ
分
散
し
た
こ
と
、
当
時
の

イ
タ
リ
ア
を
覆
っ
た
労
働
争
議
と
い
っ
た
外
的
要
因
に

よ
っ
て
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
は
削
ら
れ
て
い
っ
た
。
67
年

に
４
バ
ル
ブ
化
し
た
改
良
版
エ
ン
ジ
ン
を
投
入
す
る
も

コ
ス
ワ
ー
ス
Ｄ
Ｆ
Ｖ
の
登
場
や
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
バ
ン
デ

葉巻型の「完成形」
Text/Yoshio Fujiwara

Photos/Laurent Villaron, Motorsport Images
Special Thanks/Simon Fox(Fox Syndication Limited)

60年代末期にウイングが登場し、徐々に空力が注目されてきたF1
しかし跳ね馬はお家騒動や旧態依然としたエンジン至上主義によって
開発は停滞、新エンジン投入で勝利するも完全復活はお預けに── 

苦戦を強いられていた1969年の
「312/69」。バンク角60度のV12は信
頼性が低く、チームは資金難にも苦し
められ１台体制に。獲得ポイントはわ
ずか７、シリーズ６位であった。
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ィ
ー
ニ
の
死
に
よ
っ
て
ト
ド
メ
を
刺
さ
れ
た
。

　

68
年
に
は
ク
リ
ス
・
エ
イ
モ
ン
に
加
え
ジ
ャ
ッ
キ
ー

・
イ
ク
ス
と
い
う
逸
材
を
獲
得
し
て
フ
ラ
ン
ス
Ｇ
Ｐ
で

久
々
の
優
勝
を
も
た
ら
し
た
も
の
の
開
発
は
停
滞
し
、

お
家
騒
動
も
収
ま
ら
ず
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
は
市
販
車
部
門

を
フ
ィ
ア
ッ
ト
に
売
却
。
69
年
に
は
財
政
難
か
ら
一
部

レ
ー
ス
を
欠
場
す
る
事
態
に
ま
で
な
っ
た
。

　

そ
ん
な
状
況
下
、
起
死
回
生
を
狙
っ
て
フ
ォ
ル
ギ
エ

リ
が
作
り
上
げ
た
の
が
ブ
ラ
ン
ニ
ュ
ー
の
３
ℓ
１
８
０

度
Ｖ
型
12
気
筒
４
バ
ル
ブ
Ｄ
Ｏ
Ｈ
Ｃ
の
テ
ィ
ー
ポ
０
０

Machine Gallery : 1971 Ferrari 312B No.4

 
シャシー構造 チューブラーフレーム＋アルミパネル式セミモノコック
全長×全高 4020×956㎜
ホイールベース 2385㎜
トレッド（前／後） 1565／1575㎜
サスペンション（前後とも） ロッカーアーム／ダブルウイッシュボーン＋コイル
ギヤボックス フェラーリ製 5速MT
タイヤ（前／後） ファイアストン製9-22-13／12.5-26-15
エンジン形式 水冷式 DOHC水平対向（180°V型）12気筒
排気量 2991㏄
ボア×ストローク 78.5×51.5㎜
最高出力 450hp/12000rpm
車両重量 534kg

SPECIFICATION

背面から。分割式のリヤウイングが確認でき
る。車体後端、ギヤボックス上にはオイルク
ーラーが配されている。タイヤは70年がグッ
ドイヤー、71年はファイアストン。 

前後にウイングを備えた
312Bのスタイルは「脱・葉
巻型」の新時代を予感させた。
だが実態はフロントラジエタ
ー方式でエンジン頼みという、
従来の発想を踏襲していた。



１
〝
ボ
ク
サ
ー
〞
ユ
ニ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
Ｄ
Ｆ
Ｖ
を
徹

底
的
に
研
究
し
て
作
ら
れ
た
こ
の
エ
ン
ジ
ン
は
従
来
の

Ｖ
12
に
比
べ
低
く
、
ギ
ヤ
ボ
ッ
ク
ス
と
合
わ
せ
た
重
量

も
２
０
０
㎏
と
Ｄ
Ｆ
Ｖ
＋
ヒ
ュ
ー
ラ
ン
ド
の
組
み
合
わ

せ
よ
り
16
㎏
も
軽
く
仕
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
３
１
２
Ｂ

と
名
付
け
ら
れ
た
シ
ャ
シ
ー
も
全
面
刷
新
さ
れ
、
鋼
管

ス
ペ
ー
ス
フ
レ
ー
ム
と
ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
を
組
み
合
わ
せ

た
メ
イ
ン
タ
ブ
の
後
部
に
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
フ
レ
ー
ム
を

付
け
エ
ン
ジ
ン
を
吊
り
下
げ
る
と
い
う
、
ホ
ン
ダ
Ｒ
Ａ

３
０
２
の
よ
う
な
レ
イ
ア
ウ
ト
を
採
用
。
ロ
ー
タ
ス
72

に
次
い
で
狭
く
、
マ
ー
チ
７
０
１
に
次
い
で
短
い
、
コ

ン
パ
ク
ト
な
マ
シ
ン
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
。

　

ま
た
ウ
イ
ン
グ
幅
が
１
・
１
ｍ
に
規
制
さ
れ
た
の
に

前作312/69に比べ細く尖った
ノーズと分割式リヤウイングが
特徴的な312Bだが、最大の特
徴はやはり新開発された180度
のV12“ボクサー”エンジンだ。
広く低く搭載され、先行してい
たライバル、コスワースDFVを
上まわる軽量さも持っていた。
しかし信頼性の低さは相変わら
ずで、特に71年の後半戦はイク
スもレガッツォーニも連続リタ
イアを強いられることとなった。

海外に現存する撮影個体はシャシー
ナンバーこそ確認できなかったが、
71年にイクスが駆った序盤戦仕様と
思われる（写真は２位になった第２
戦スペインGP）。

Machine Gallery : 1971 Ferrari 312B No.4
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伴
い
、
セ
ン
タ
ー
で
２
分
割
し
た
複
数
フ
ラ
ッ
プ
の
リ

ヤ
ウ
イ
ン
グ
を
採
用
。
後
端
に
配
し
た
オ
イ
ル
ク
ー
ラ

ー
に
大
型
の
フ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
装
着
す
る
な
ど
独
特
の

空
力
処
理
が
施
さ
れ
て
い
る
の
も
特
徴
と
い
え
る
。

　

こ
う
し
て
シ
ン
プ
ル
か
つ
頑
丈
な
３
１
２
Ｂ
は
約
４

５
０
ps
を
発
生
し
た
と
い
う
パ
ワ
フ
ル
な
ボ
ク
サ
ー
12

に
マ
ッ
チ
し
た
、
ロ
ー
タ
ス
72
と
は
真
逆
の
、
実
に
フ

ェ
ラ
ー
リ
ら
し
い
「
エ
ン
ジ
ン
・
コ
ン
シ
ャ
ス
」
な
マ

シ
ン
に
仕
上
が
っ
た
。

　

ま
た
当
初
は
復
帰
し
た
イ
ク
ス
の
み
の
エ
ン
ト
リ
ー

だ
っ
た
が
、
ベ
ル
ギ
ー
Ｇ
Ｐ
以
降
、
伸
び
盛
り
の
イ
グ

ナ
ツ
ィ
オ
・
ギ
ュ
ン
テ
ィ
と
ク
レ
イ
・
レ
ガ
ッ
ツ
ォ
ー

ニ
も
加
わ
り
２
カ
ー
体
制
に
な
る
と
熟
成
は
よ
り
進
ん

だ
。
そ
の
証
拠
に
予
選
で
は
、
ヨ
ッ
ヘ
ン
・
リ
ン
ト
が

夭
折
し
た
と
は
い
え
ロ
ー
タ
ス
72
が
ポ
ー
ル
ポ
ジ
シ
ョ

ン
（
Ｐ
Ｐ
）
３
回
だ
っ
た
の
に
対
し
３
１
２
Ｂ
は
Ｐ
Ｐ

５
回
と
70
年
シ
ー
ズ
ン
で
一
番
速
い
マ
シ
ン
と
な
っ
た

の
だ
（
し
か
し
レ
ー
ス
で
は
追
い
つ
け
ず
）。

　

た
だ
し
結
果
と
し
て
こ
れ
が
３
１
２
Ｂ
の
ピ
ー
ク
と

な
っ
た
。
こ
こ
に
置
か
れ
た
71
年
車
や
72
年
の
改
良
型

３
１
２
Ｂ
２
の
結
果
が
示
す
と
お
り
、
ロ
ー
タ
ス
72
と

は
違
っ
て
「
葉
巻
型
」
の
３
１
２
に
は
、
も
う
こ
れ
以

上
の
伸
び
し
ろ
は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。

　

跳
ね
馬
が
再
び
強
さ
と
速
さ
を
手
に
入
れ
る
よ
う
に

な
る
の
は
サ
イ
ド
ラ
ジ
エ
タ
ー
方
式
と
横
置
き
ギ
ヤ
ボ

ッ
ク
ス
を
備
え
た
75
年
の
３
１
２
Ｔ
に
な
っ
て
か
ら
。

　

そ
の
意
味
で
も
こ
の
３
１
２
Ｂ
は
「
葉
巻
型
」
Ｆ
１

の
ラ
ス
ト
を
飾
る
に
相
応
し
い
１
台
で
あ
っ
た
。 

F
現代F1とはもちろん、セナプロ時代などと比べても前時代的で超絶シンプル
に感じられるコクピット。小径ノンパワステのハンドルはグリップ部分が激
しく色落ちし、ドライバーの格闘ぶりが窺われる。シートは意外にもファブ
リックと思しき布地で覆われ豪華な佇まいさえ漂う（有名なスケドーニ製の
革張りシートは83年から）。背中の後ろには燃料タンクが収まっている。
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特
集
を
ま
る
っ
と
読
み
返
し
て
み
て
思
う
の
は
、
ロ

ク
な
周
知
期
間
も
な
い
ま
ま
根
幹
の
車
両
規
定
、
そ
れ

も
超
重
要
な
エ
ン
ジ
ン
排
気
量
が
い
き
な
り
２
５
０
０

㏄
か
ら
１
５
０
０
㏄
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
と
か
、
か

と
思
え
ば
た
っ
た
５
年
で
「
来
年
か
ら
は
倍
で
ヨ
ロ
シ

ク
」
と
か
、
言
わ
れ
た
設
計
者
は
ど
ん
な
気
持
ち
だ
っ

た
ん
だ
ろ
う
な
あ
と
。
絶
望
な
の
か
呆
然
な
の
か
、
は

た
ま
た
「
お
も
し
れ
ぇ
、
や
っ
た
ん
よ
！
」
な
の
か
。

そ
こ
に
勝
機
と
商
機
を
見
出
し
た
チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
や
コ

ス
ワ
ー
ス
や
フ
ォ
ー
ド
の
慧
眼
も
ス
ゴ
い
が
。

　

と
は
い
え
そ
れ
も
、
こ
の
時
代
の
Ｆ
１
が
究
極
的
に

シ
ン
プ
ル
で
あ
る
が
ゆ
え
に
生
ま
れ
た
事
象
だ
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
タ
ー
ボ
も
Ｉ
Ｃ
Ｅ
も
オ
ー
ト
マ
も
パ
ワ
ス

テ
も
、
な
ん
な
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
エ
フ
ェ
ク
ト
す
ら
な
い

時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
な
ん
だ
っ
て
で
き
た
。
ミ
ッ
ド
シ

ッ
プ
だ
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
だ
Ｈ
型
だ
モ
ノ
コ
ッ
ク
だ
空
冷

だ
と
、
あ
あ
で
も
な
い
こ
う
で
も
な
い
と
ア
イ
デ
ア
を

続
々
投
入
し
て
具
現
化
し
て
き
た
人
々
は
尊
い
。
技
術

は
進
ん
で
い
て
も
「
や
り
た
く
て
も
や
れ
な
い
」「
や

れ
る
と
こ
ろ
は
限
ら
れ
て
い
る
」
現
代
と
ど
っ
ち
が
面

白
く
、
ど
っ
ち
が
恵
ま
れ
て
い
た
か
と
い
う
話
だ
。
ま

さ
に
空
力
競
争
〝
前
夜
〞
な
ら
で
は
だ
が
、「
ウ
イ
ン

グ
が
な
い
だ
け
で
こ
ん
な
に
面
白
く
な
る
ん
だ
」
と
感

じ
た
の
は
自
分
的
大
発
見
だ
っ
た
。
安
全
面
で
も
技
術

面
で
も
、
も
ち
ろ
ん
商
業
的
に
も
、
あ
ん
な
時
代
は
も

う
戻
っ
て
こ
な
い
け
ど
も
（
で
も
そ
れ
で
い
い
）。

あ
の
時
代
は
も
う
戻
っ
て
こ
な
い（
そ
れ
で
い
い
）

Text/Joe K
ojim
a(R
acing on)  P

hotos/H
idenobu Tanaka, R

edbull

お
わ
り
に

　

閑
話
休
題
。
特
集
の
冒
頭
で
「
葉
巻
型
の
時
代
を
敬

遠
し
が
ち
な
セ
ナ
プ
ロ
世
代
に
も
魅
力
を
伝
え
た
い
」

と
書
い
た
が
、
そ
の
ま
ま
林
信
次
ラ
イ
タ
ー
（
今
号
も

全
力
執
筆
い
た
だ
い
た
、
日
本
を
代
表
す
る
レ
ー
ス
歴

史
編
纂
家
）
に
ブ
ン
投
げ
た
ら
こ
ん
な
返
事
が
き
た
。

「
強
引
に
で
も
往
時
の
選
手
を
セ
ナ
プ
ロ
時
代
に
例
え

て
み
ま
し
た
。
ジ
ム
・
ク
ラ
ー
ク
は
セ
ナ
、
グ
ラ
ハ
ム

・
ヒ
ル
は
プ
ロ
ス
ト
、
ジ
ョ
ン
・
サ
ー
テ
ィ
ー
ス
は
ピ

ケ
で
ダ
ン
・
ガ
ー
ニ
ー
は
マ
ン
セ
ル
。
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・

バ
ン
デ
ィ
ー
ニ
は
ア
ル
ボ
レ
ー
ト
で
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
イ

ク
ス
は
ベ
ル
ガ
ー
。
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
は

シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
で
、
ヨ
ッ
ヘ
ン
・
リ
ン
ト
は
ハ
ッ
キ

ネ
ン
。
モ
ス
は
ラ
ウ
ダ
で
フ
ォ
ン
・
ト
リ
ッ
プ
ス
は
ベ

ロ
フ
。
デ
ニ
ス
・
ハ
ル
ム
は
フ
ァ
ビ
か
モ
レ
ノ
で
」

　

最
後
の
は
頭
髪
的
見
た
目
に
寄
り
す
ぎ
だ
が
、
な
る

ほ
ど
、
た
し
か
に
な
ん
だ
か
レ
ジ
ェ
ン
ド
た
ち
が
身
近

に
感
じ
ら
れ
て
き
た
（
異
論
は
各
自
あ
っ
て
い
い
）。

　

ま
ず
は
本
誌
片
手
に
映
画
『
グ
ラ
ン
・
プ
リ
』、
観

て
み
ま
せ
ん
か
（
ア
マ
プ
ラ
と
Ｕ
ー
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
で
配
信

中
）。
次
は
、
50
年
代
だ
な
…
…
（
冗
談
で
す
）。 

f

2019年、来日したマックスがRA272（人生初のマニ
ュアルF1）を試走して歴史をアピールするの図。断続
的でも60年間やり続けてきたのには価値があるのだ。



大きめのA2変形サイズのカレンダー。ポスター感覚でマシンの迫力をいっぱいに体感できます。

2023年カレンダー

SUPER GT カレンダー 2023 2800円（税込）

2800円（税込）

https://as-web-shop.jp/

SUPER GT
卓上カレンダー 2023
1500円（税込）

はやくもはやくもセールセール実施中実施中

F1全盛期の1993年をフィーチャーしたアーカイブカレンダー。
セナ・プロスト・シューマッハなど懐かしい写真が満載です。

F1速報×ほぼ日手帳 2023

F1速報オリジナル「ほぼ日手帳」weeksが今年も登
場！表紙はカラフルなマシンで彩られ光沢感のある素
材がイラストを引き立たせています。もちろんおまけ
ページにはF1情報がもりだくさん。赤旗、黄旗を思わ
せる２色の栞もポイントです。

750円（税込）

1400円（税込）

2023 GPレトロアーカイブカレンダー

GOLDEN ERA“1993”
1100円

（税込）
2200円（税込）

1400円（税込）

毎年話題の壁掛け＆卓上カレンダー各種　ほぼ日手帳、F1アーカイブカレンダー etc...

全品半額
送料無料で
お届け！！
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SPARK

問：スパークジャパン
https://sparkmodel.co.jp

https://ja-jp.facebook.com/spark.jp/
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F1愛・ミニカー愛は世界を超える
というよりはレース愛、F1愛、そして地
元愛が何より優先しているように見える。
　そう、これらの「特注主」はドイツを拠
点に世界中へミニカーを通販するオンライ
ンのミニカーショップ「RACELAND（レ
ースランド）」だ。日本でも一部購入可能
だったりしてコレクターには広く知られた
存在であり、過去にはエントリー不受理の
地元選手ハンス・ハイヤーが無理やり予選
に出走したATSやモレノのユーロブルン、
マッカーシーのアンドレアモーダ、ドイツ
GPでのホンダRA301なども特注しており
本当にマニアック。本誌も脱帽だ。 F

　今日も今日とてスパークの手によるマニ
アックなF1モデルを紹介していく。……が、
今号のそれは「いつもの」比ではない。こ
こに並んだ７台はいずれもミニカーショッ
プによる特注品であり、全世界で300～
400個だけの限定生産品だ。1980年代に
は少なくなかった数戦限りのスポットスポ
ンサーカラー仕様や「●●GPの予選だけ
の仕様」といったレアな仕様がその中心で、
そうした細かなニーズにも応えられるスパ
ークの（もともとの）ラインナップの充実
ぶりと対応力の高さによる賜物なのは間違
いないが、そこには商機と見る眼力の高さ

82年にマスが駆ったマーチ821といえばロスマン
ズカラーが定番で、そちらはスパークが通常品と
して発売済み。こちら特注品は開幕戦キャラミ仕
様でウイングレスのノーズもしっかり再現。

83年のアロウズA6も通好みな一台。新人にして快走したブーツェン車（通常
品で各種モデル化済み）ではなく僚友マルク・スレールの29号車、それもイタ
リアGPでのスポットスポンサー仕様をチョイスしてくるあたりがニクい。



レーシングオン×エムエス・モデルズ

※実際の製品とは異なる場合があります。モデルはレジン製です。
※レースランド製品の取り寄せ・返品などはスパークジャパンではお取り扱いしておりません。97

今号は特集ドンピシャの新製品、ジム・クラークのロータス49が
発売してすぐ完売になってしまったので（!?）、目線を変えて
ドイツのショップが特注したマニアックなF1モデルたちをご紹介！

Text/Joe Kojima(MS-models)  Photos/SPARK/MINIMAX, Motorsport Images

91年のAGSは序盤戦の白／紺が印象的だが、中
盤戦から登場したこの派手な配色も実に「モデル
映え」して魅力的、極細なミラーステーにも注目！

「シューマッハー前夜」の
91年ドイツGP時点で走
ったロータス102Bはミ
ハエル・バーテルスが乗
車。地元の声援を受ける
も、結果は予選落ち。

レースランドはF1最
熱狂期にも強い。MB
コンビがドライブして
話題を集めた91年の
ブラバム・ヤマハBT60
Yは高速ドイツGP仕
様としてフラップレス
のリヤウイングが特徴。
剛性が心配になるほど
細く独特な形状のハイ
ノーズもバッチリ。

蒐集家の味方
レースランド！
レースランド自体は多くのミニカーブランド
を扱う通販サイトで、日本へも発送してくれ
るため個別に購入が可能だ（英語にも対応）。
特注品はF1以外にも魅力的な商品がズラリ。
コレクター諸氏はぜひアクセス＆購入を！
→ https://www.raceland.eu



98

「今こそ、彼のことを伝えてほしい」そんな読者からの一報がきっかけだった
日本のモータースポーツ黎明期に自らのチームを興し、自動車メーカーと対峙した

滝進太郎とタキ・レーシングの歩みを滝の没後25年の今、振り返ろう

Text/Yoshio Fujiwara  Photos/SAN-EI

レーシングチームを
ビジネスにした男

滝進太郎没後25年、
いま、タキ･レーシングの歩みを振り返る

特別企画
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残
念
な
が
ら
筆
者
は
、
滝
進
太
郎
さ
ん
に
お
会
い
し
た

こ
と
は
一
度
も
な
い
。
し
か
し
縁
あ
っ
て
滝
さ
ん
ゆ
か
り

の
マ
シ
ン
を
取
材
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
う
え
奥
様
の
初

恵
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
り
、
タ
キ
・
レ
ー
シ
ン
グ

・
チ
ー
ム
の
ド
ラ
イ
バ
ー
で
も
あ
っ
た
生
沢
徹
さ
ん
や
長

谷
見
昌
弘
さ
ん
、
メ
カ
ニ
ッ
ク
を
務
め
て
い
た
猪
瀬
良
一

さ
ん
、
小
倉
明
彦
さ
ん
か
ら
当
時
の
様
子
を
聞
く
機
会
に

も
恵
ま
れ
た
。
ま
た
芳
村
毅
さ
ん
が
書
き
記
し
た
『
タ
キ

・
レ
ー
シ
ン
グ
の
遺
産
（
上
下
巻
）』
を
は
じ
め
、
様
々

な
書
物
で
も
そ
の
足
跡
を
辿
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て

今
回
、
本
誌
読
者
の
加
藤
真
さ
ん
が
保
管
さ
れ
て
い
る
滝

さ
ん
と
タ
キ
・
レ
ー
シ
ン
グ
・
チ
ー
ム
の
メ
モ
ラ
ビ
リ
ア

に
出
会
い
、
そ
れ
ま
で
の
点
と
点
が
繋
が
っ
た
よ
う
な
感

覚
を
覚
え
た
。
そ
こ
で
改
め
て
日
本
初
の
本
格
的
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
レ
ー
シ
ン
グ
チ
ー
ム
で
あ
る
タ
キ
・
レ
ー
シ
ン
グ

・
チ
ー
ム
の
足
跡
を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

キ
ャ
リ
ア
の
は
じ
め
は
エ
ラ
ン
か
ら

　

１
９
６
０
年
代
後
半
に
Ｔ
Ｎ
Ｔ
（
ト
ヨ
タ
、
日
産
、
タ

キ
・
レ
ー
シ
ン
グ
）
対
決
と
呼
ば
れ
て
日
本
グ
ラ
ン
プ
リ

を
大
い
に
盛
り
上
げ
た
タ
キ
・
レ
ー
シ
ン
グ
・
チ
ー
ム
だ

が
、
そ
の
活
動
期
間
は
わ
ず
か
２
年
ほ
ど
、
そ
し
て
滝
自

64年にエランを購入し、
レースデビューを果たし
た滝。（上）65年３月に
川口オートレース場で開
催された第４回ナショナ
ルストックカーレースで
２位、（下）同年、船橋サ
ーキットで開催された全
日本自動車クラブ選手権
レース、いわゆる船橋
CCCでは７位に入るな
ど活躍を見せた。

65年９月、船橋で行なわれた第１回ゴールデンビーチトロフィーにおいて、同年に購入したばかりのレー
シング・エランで独走優勝を決めた滝。滝のレースキャリア初期においてエランは欠かせぬ存在であった。

身
の
レ
ー
シ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
も
４

年
ほ
ど
と
驚
く
ほ
ど
短
い
。
し
か
し
な
が
ら
彼
ら
が
遺
し

た
実
績
と
偉
業
は
実
に
大
き
く
、
濃
い
も
の
だ
っ
た
と
言

っ
て
い
い
。

　

滝
進
太
郎
は
１
９
３
７
年
10
月
15
日
、
愛
知
県
名
古
屋

市
で
繊
維
商
社
「
瀧
定
」
を
営
む
瀧
家
の
長
男
と
し
て
生

ま
れ
た
。
大
学
卒
業
後
、
東
京
世
田
谷
の
マ
ル
タ
カ
ス
ト

ア
ー
に
就
職
し
、
25
歳
で
経
営
者
と
な
っ
た
滝
は
、
64
年

５
月
に
見
学
し
た
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
の
ス
ポ
ー
ツ
走
行
に

刺
激
を
受
け
、
ロ
ー
タ
ス
・
エ
ラ
ン
Ｓ
１
を
購
入
す
る
と
、

８
月
16
日
に
川
口
オ
ー
ト
レ
ー
ス
場
で
開
催
さ
れ
た
第
３

回
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ト
ッ
ク
カ
ー
レ
ー
ス
に
出
場
す
る
。

　

初
戦
で
い
き
な
り
３
位
に
入
賞
を
果
た
し
た
滝
は
、
翌

65
年
か
ら
社
長
業
の
傍
ら
サ
ー
キ
ッ
ト
で
の
レ
ー
ス
に
も
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1266年、日本グランプリに初出場。同年に登場したばかりの
ポルシェ906でプリンスR380と互角に渡り合った。67年は
310月の鈴鹿1000㎞や4５月の日本グランプリに906で参戦
し、鈴鹿1000㎞では田中健二郎とコンビを組んで優勝。56
タキ・レーシング発足後の68年には生沢徹と契約。ワークスス
ペックのポルシェ910を手に入れ、生沢を搭乗させた。7また
ローラT70 Mk.Ⅲも新たに２台購入。これに906とローラT70 
MkⅡを加えて同年日本グランプリに挑んだものの、生沢の２位
が最高位だった。891169年の日本グランプリではポルシェワ
ークスとジョイント。ジョー・シフェール、ハンス・ヘルマン
というワークスドライバーとともに最新マシンの8917、
9908/02を走らせたが苦戦。また10910を購入した風戸裕も
長谷川弘と組んでタキ・レーシングよりエントリーしていた。

11

10

5 4

23

1

9 8 6

7
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本
格
的
に
参
戦
を
開
始
。
同
年
８
月
に
当
時
の
日
本
の
レ

ー
ス
界
で
は
最
新
、
最
強
の
ス
ポ
ー
ツ
レ
ー
サ
ー
と
言
え

る
レ
ー
シ
ン
グ
・
エ
ラ
ン
「
26
Ｒ
」
を
手
に
入
れ
る
と
船

橋
サ
ー
キ
ッ
ト
の
第
１
回
ゴ
ー
ル
デ
ン
ビ
ー
チ
ト
ロ
フ
ィ

ー
、
ゴ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
Ｇ
Ｔ
ク
ラ
ス
で
独
走
優
勝
。
そ
の

後
も
数
多
く
の
レ
ー
ス
で
ワ
ー
ク
ス
相
手
に
ポ
ー
ル
ポ
ジ

シ
ョ
ン
や
優
勝
を
手
に
し
、
そ
の
名
が
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

日
本
初
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
チ
ー
ム
の
誕
生

　

66
年
、
勢
い
に
乗
る
滝
は
オ
ー
プ
ン
し
た
て
の
富
士
ス

ピ
ー
ド
ウ
ェ
イ
で
行
な
わ
れ
る
第
３
回
日
本
グ
ラ
ン
プ
リ

の
た
め
に
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
三
和
自
動
車
を
通
じ
て
発
表
さ

れ
た
ば
か
り
の
最
新
鋭
グ
ル
ー
プ
４
マ
シ
ン
、
ポ
ル
シ
ェ

９
０
６
を
オ
ー
ダ
ー
す
る
大
勝
負
に
出
る
。

　

こ
の
レ
ー
ス
で
滝
は
４
台
の
プ
リ
ン
ス
Ｒ
３
８
０
を
相

手
に
孤
軍
奮
闘
。
予
選
12
位
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
プ
リ
ン
ス

の
チ
ー
ム
プ
レ
ー
に
苦
し
め
ら
れ
な
が
ら
も
25
周
目
に
は

砂
子
義
一
の
Ｒ
３
８
０
を
抜
き
去
り
、
ト
ッ
プ
を
快
走
し

て
み
せ
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
ピ
ッ
ト
で
の
給
油
の
ロ
ス
、

そ
の
後
の
ス
ピ
ン
と
ク
ラ
ッ
シ
ュ
で
リ
タ
イ
ア
に
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
こ
れ
を
機
に
滝
は
日
本
の
ト
ッ
プ

ド
ラ
イ
バ
ー
の
ひ
と
り
に
数
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
方
で
滝
は
「
普
通
に
市
販
さ
れ
て
い
る
ク
ル
マ
だ
か

ら
」
と
ダ
イ
ハ
ツ
の
杉
山
恒
敏
や
プ
リ
ン
ス
と
合
併
し
た

日
産
の
櫻
井
眞
一
郎
か
ら
の
要
望
を
受
け
入
れ
、
９
０
６

の
調
査
に
協
力
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
が
ダ
イ
ハ
ツ
Ｐ
５
、

日
産
Ｒ
３
８
０
Ⅱ
へ
と
結
び
つ
い
た
の
は
言
う
ま
で
も
な

い
。

　

67
年
の
第
４
回
日
本
グ
ラ
ン
プ
リ
。
エ
ン
ト
リ
ー
は
別

個
な
が
ら
、
同
じ
９
０
６
で
酒
井
正
、
そ
し
て
生
沢
徹
が

出
場
す
る
こ
と
と
な
り
、
日
産
の
Ｒ
３
８
０
Ⅱ
と
の
真
っ

向
勝
負
と
な
っ
た
。
こ
の
レ
ー
ス
で
滝
は
４
番
グ
リ
ッ
ド

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
５
位
入
賞
。
そ
の
一
方
で
急
激
に
拡
大

す
る
日
本
の
レ
ー
ス
界
に
お
い
て
個
人
で
エ
ン
ト
リ
ー
を

今回、「ぜひタキ・レーシングの企画を」
と編集部に連絡をくださった本誌読者
の加藤真さんが所蔵するコレクション
を取材させていただいた。伺ってみる
とP99上で紹介した川口や船橋で活躍
した個体そのものであるエランをはじ
め67年鈴鹿1000㎞の優勝トロフィー
など貴重な品がズラリ。さまざまな仕
様があるチームウェアなどにも使われ
ていた“ブラウン・ベア”のワッペン
やアルバムなど、各種メモラビリアが
きれいに整理され、保管されていた。

“タキ”の足跡、ここにあり
滝進太郎の貴重なアイテムを所蔵するコレクター宅を訪問！
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続
け
る
こ
と
の
限
界
も
感
じ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
彼
が
思
い
つ
い
た
の
が
レ
ー
ス
チ
ー
ム
を
法
人

化
し
運
営
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
ん
な
折
、
滝
は
レ
ー
シ

ン
グ
タ
イ
ヤ
の
開
発
協
力
の
た
め
に
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
と
契

約
。
８
月
の
全
日
本
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
レ
ー
ス
富
士
大
会
で

は
櫻
井
か
ら
依
頼
を
受
け
、
日
産
の
エ
ー
ス
の
ひ
と
り
で

あ
っ
た
田
中
健
二
郎
に
９
０
６
を
貸
し
出
し
た
。
そ
し
て

９
月
に
田
中
が
日
産
を
離
脱
す
る
と
、
早
速
田
中
に
チ
ー

ム
へ
の
加
入
を
直
訴
す
る
。

　

こ
う
し
て
67
年
11
月
に
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
の
も
と
滝
が
代
表
、
ド
ラ
イ
バ
ー
兼
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

田
中
、
そ
し
て
滝
の
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
で
女
優
の
魚
住
純

子
が
営
業
を
担
当
す
る
株
式
会
社
タ
キ
・
レ
ー
シ
ン
グ
・

オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）
を
設
立
。
日
本
初
の

本
格
的
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
レ
ー
シ
ン
グ
チ
ー
ム
と
し
て
の
活

動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

訪
れ
た
突
然
の
終
焉

　

68
年
に
入
る
と
メ
カ
ニ
ッ
ク
と
し
て
猪
瀬
良
一
、
小
倉

明
彦
、
根
本
成
治
が
加
入
。
ま
た
専
属
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し

て
、
田
中
の
推
薦
で
日
産
大
森
ワ
ー
ク
ス
か
ら
長
谷
見
昌

弘
が
移
籍
し
た
ほ
か
、
若
手
の
片
平
浩
と
も
契
約
。
さ
ら

に
イ
ギ
リ
ス
に
い
る
生
沢
と
も
水
面
下
で
交
渉
を
続
け
て

い
た
。

　

興
味
深
い
の
は
俳
優
の
江
原
達
怡
が
取
締
役
と
し
て
加

入
し
『
Ｔ
Ｒ
Ｏ
ラ
リ
ー
』
を
主
催
し
た
ほ
か
、
日
本
初
の

レ
ー
シ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
と
し
て
『
Ｔ
Ｒ
Ｏ
ス
ク
ー
ル
・
オ

ブ
・
モ
ー
タ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
』
を
開
催
。
チ
ー
ム
の
イ
メ

ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
ブ
ラ
ウ
ン
・
ベ
ア
』（
滝
の
茶
熊

と
い
う
あ
だ
名
か
ら
来
た
も
の
）
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
う
え
、

『
ブ
ラ
ウ
ン
・
ベ
ア
・
ク
ラ
ブ
・
オ
ブ
・
ス
ポ
ー
ツ
（
Ｂ

Ｃ
Ｃ
Ｓ
）』
と
い
う
ク
ラ
ブ
を
組
織
す
る
な
ど
、
レ
ー
シ

ン
グ
チ
ー
ム
だ
け
で
な
く
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
全
体
の
育

成
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
手
が
け
て
い
た
こ
と
だ
。

　

シ
ー
ズ
ン
イ
ン
と
と
も
に
活
動
を
開
始
し
た
タ
キ
・
レ

ー
シ
ン
グ
・
チ
ー
ム
は
５
月
の
日
本
グ
ラ
ン
プ
リ
を
見
据

え
ポ
ル
シ
ェ
９
１
０
を
オ
ー
ダ
ー
。
さ
ら
に
２
台
の
ロ
ー

ラ
Ｔ
70
Ｍ
ｋ
Ⅲ
も
購
入
す
る
。　

そ
の
後
、
酒
井
も
チ
ー

ム
に
加
わ
る
こ
と
に
な
り
日
本
グ
ラ
ン
プ
リ
の
メ
イ
ン
レ

ー
ス
に
は
５
台
、
前
座
の
日
本
ス
ピ
ー
ド
カ
ッ
プ
に
は
ブ

ラ
バ
ム
Ｂ
Ｔ
16
の
生
沢
と
中
村
正
三
郎
の
２
台
が
エ
ン
ト

リ
ー
す
る
大
所
帯
と
な
っ
た
。

　

レ
ー
ス
の
方
は
準
備
不
足
と
不
手
際
が
祟
り
、
メ
イ
ン

は
９
１
０
の
生
沢
が
２
位
、
９
０
６
の
片
桐
が
７
位
に
入

っ
た
以
外
は
序
盤
に
リ
タ
イ
ア
。
ス
ピ
ー
ド
カ
ッ
プ
も
中

村
が
５
位
に
入
り
生
沢
は
失
格
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
た

が
、
多
数
の
メ
デ
ィ
ア
に
露
出
し
タ
キ
・
レ
ー
シ
ン
グ
・

チ
ー
ム
の
名
は
広
く
一
般
に
も
知
れ
渡
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
ス
ポ
ン
サ
ー
マ
ー
ク
を
つ
け
た
お
揃
い
の
チ
ー
ム
ウ

エ
ア
や
ノ
ベ
ル
テ
ィ
を
用
意
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド

68年に開催された第１回東
京レーシングカーショーに展
示されたタキ・レーシングの
マシンたち。それを観賞する
観客の多さからもその人気ぶ
りがうかがえる。

69年には主催者となってフジ・スピードカップを開催。70年のタキ・レーシング解散後も90年代
には日本レースプロモーション（JRP）の代表取締役となるなど、日本のレース界に貢献し続けた。
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と
コ
ラ
ボ
を
す
る
な
ど
現
在
に
つ
な
が
る
レ
ー
ス
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
を
作
っ
た
意
義
も
大
き
い
と
い
え
る
。

　

こ
の
年
、
10
イ
ベ
ン
ト
に
出
場
し
た
タ
キ
・
レ
ー
シ
ン

グ
・
チ
ー
ム
は
１
月
の
鈴
鹿
３
０
０
㎞
、
８
月
の
全
日
本

ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
レ
ー
ス
、
そ
し
て
10
月
の
Ｎ
Ｅ
Ｔ
ス
ピ
ー

ド
カ
ッ
プ
で
い
ず
れ
も
長
谷
見
が
優
勝
。
３
９
７
６
万
円

の
収
入
に
対
し
83
万
円
の
黒
字
を
残
し
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

も
成
立
す
る
こ
と
を
証
明
し
て
み
せ
た
。

　

翌
69
年
、
酒
井
と
生
沢
が
離
脱
し
た
も
の
の
、
Ｒ
Ｓ
Ｃ

か
ら
永
松
邦
臣
が
加
入
。
５
月
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
Ｊ
Ａ
Ｆ 

Ｇ
Ｐ
に
は
ト
ヨ
タ
７
用
３
ℓ
エ
ン
ジ
ン
の

借
り
出
し
に
成
功
し
、
２
台
の
ブ
ラ
バ
ム
・
ト
ヨ
タ
〝
タ

キ
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
〞
で
の
参
戦
を
発
表
。
さ
ら
に
５
月
11

日
に
は
日
産
か
ら
の
依
頼
で
映
画『
栄
光
の
５
０
０
０
㎞
』

撮
影
の
た
め
に
Ｔ
Ｒ
Ｏ
主
催
の
フ
ジ
・
ス
ピ
ー
ド
カ
ッ
プ

を
開
催
。
そ
の
月
末
に
は
タ
レ
ン
ト
の
髙
橋
レ
ナ
と
結
婚

と
、
滝
は
時
代
の
寵
児
と
な
っ
た
。
し
か
し
好
事
魔
多
し

と
い
う
べ
き
か
、
Ｊ
Ａ
Ｆ 

Ｇ
Ｐ
は
シ
ャ
シ
ー
を
手
配
し

て
い
た
フ
ラ
ン
ク
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
の
不
義
理
で
欠
場
と

な
り
、
大
き
な
損
失
を
負
う
こ
と
と
な
る
。

　

10
月
に
行
な
わ
れ
た
日
本
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
オ
ー
プ
ン

ボ
デ
ィ
に
改
造
し
た
Ｔ
70
と
新
た
に
購
入
し
た
ポ
ル
シ
ェ

９
０
８
の
ほ
か
、
三
和
自
動
車
と
協
力
し
て
９
１
７
と
ポ

ル
シ
ェ
ワ
ー
ク
ス
の
面
々
を
招
聘
す
る
こ
と
に
成
功
。

　

と
こ
ろ
が
捲
土
重
来
を
狙
っ
て
巨
費
を
投
じ
た
こ
の
賭

け
も
９
１
７
が
６
位
、
９
０
８
が
７
位
と
惨
敗
に
終
わ
っ

た
。
唯
一
の
収
穫
は
９
１
０
を
購
入
し
タ
キ
・
レ
ー
シ
ン

グ
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
た
風
戸
裕
が
長
谷
川
弘
と
と
も
に

８
位
に
入
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
日
本
グ
ラ
ン
プ
リ
を
最
後
に
田
中
と
長
谷
見
が

チ
ー
ム
を
離
脱
。
70
年
１
月
の
鈴
鹿
３
０
０
㎞
で
は
永
松

が
９
０
８
で
初
優
勝
を
飾
る
が
、
チ
ー
ム
の
資
金
繰
り
は

急
激
に
悪
化
し
て
お
り
、
２
月
27
日
に
報
知
新
聞
上
で
滝

が
２
月
い
っ
ぱ
い
で
チ
ー
ム
を
解
散
す
る
こ
と
を
発
表
。

記
録
に
残
る
以
上
の
多
く
の
も
の
を
日
本
レ
ー
ス
界
に
も

た
ら
し
た
も
の
の
、
発
足
か
ら
わ
ず
か
２
年
余
り
で
あ
っ

け
な
く
、
そ
の
幕
を
閉
じ
た
の
で
あ
る
。 

f

　タキ・レーシングのメモラビリアのみならず、実はシングルナンバーを残し
たヒストリックカーのコレクターでもある加藤さん。その加藤さんのガレージ
でひときわ存在感を放っている１台を発見した。それがこの1966年型のトヨ
タ・スポーツ800だ。白く塗られた両サイドのドアに懐かしい「SW」のロゴ
からも分かるように、オープン間もない富士スピードウェイでサーキット走行
用のレンタカーやドライビングスクールの教習車として使われていた個体なの
である。
　果たして富士で何年間この車両が使用されていたかは定かではないが、しば
らく某所に展示された後、とあるショップの手にわたり保管されていたところ
を加藤さんが発見。長い交渉の末、2008年に譲り受けたのだという。
　それから機関の修理を経て、17年に変えられてしまっていた外装色をオリ
ジナルの教習車カラーに再塗装。この年の３月に行なわれた富士スピードウェ
イ開業50周年記念イベント「FUJI WONDERLAND FES!」に展示された。
　あらためて実車を見ると、一度も登録されることなく長期間保管されていた
こともあり内装やエンジンルームも完全にオリジナルを維持。ロールバー、メ
ガホンマフラー、オイルクーラー、タカタ製４点式シートベルト、スポーツサ
スペンション、ハイコンプ・ピストンを組んだオリジナルの２U型空冷フラッ
ト・ツインなど、今となってはお宝物の当時のトヨタ・スポーツコーナーのパ

トヨタ・スポーツ800
FISCOオフィシャルスクールカー

貴重な１台をコレクションで発見！

ーツがフルセットで組ま
れている。また最初から
燃焼式ヒーターを外して
あるため、室内への導入
口に目眩蓋が装着されて
いるなど、この個体なら
ではのディテールも確認
できた。

66年の富士開業当初から他のスポーツカーとともにレンタカーとして活躍した“ヨタハチ”。

発
足
か
ら
２
年
あ
ま
り
で
そ
の
幕
を
閉
じ
る
も

多
く
の
も
の
を
日
本
レ
ー
ス
界
に
も
た
ら
し
た
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 89C-Vが垣間見た頂
・ 最終期の“鬼子”はいかにして生まれたか 
 極秘資料に見るTS010の誕生
・ 新規定下での
 “旧型”ターボ車の活躍
雑誌コード：66731-08
定価：1760円

・  わずか４年で世界レベルに到達
 日産R382開発ものがたり
・ そして“伝説”は生まれた──
 ハコスカGT-R
 「王座死守への最終進化」
・ いま思い返す、ワークスでの日々
 国さんよ、永遠なれ
雑誌コード：66731-01
定価：1760円

No.522

 特集  嗚呼、栄光の日産ワークス
 ［グランプリ、ビッグマシン、そしてハコスカ伝説へ］

バックナンバーご注文方法

送料・手数料について
■クレジットカード払いの場合　送料：一回200円　手数料：無料
■代金引換払いの場合送料：一回200円　手数料：300円　
※ご注文金額が1000円以上の場合は、送料無料

 パソコンから https://shop.san-ei-corp.co.jp
 お電話で 03-5357-8802  通信販売センター（平日10：00～17：30）

 ケータイから

新 し い「 昔 」あ り ま す 。　 絶 賛 発 売 中 ！

株式会社 三栄　販売部　
〒163-1126 東京都新宿区西新宿6-22-1
新宿スクエアタワー 26F　
TEL. 03-6773-5250 （平日10:00～17:30）

人気のあった特集企画をまとめて１冊に
レーシングオン・アーカイブス
Vol.17

 特集  ウイングカーの時代
 ［異次元コーナリングを可能にした魔法のテクノロジー］

・ 先駆者ロータスの栄光と蹉跌
・ ロータスを追いかけた
 ライバルたち
・ F1ウイングカーカタログ
 ［1977-1982］  

  
雑誌コード：66731-05
定価：1980円



1名

1 1/43 スパーク ミニカー
1964 ホンダF1トランスポーター
提供：編集部

1名

7 1/43 ENIF ミニカー
日産シルビア パトロールカー
神奈川県警 交通機動隊 No.248
提供：キッドボックス本店　
https://www.kidbox.co.jp

各1名

6 1/24 プラモデルキット
a ZEXELスカイライン R32 1991 スパ24時間優勝車
b トヨタ セリカ 2000 1973 日本オールスターレース
提供：ハセガワ  www.hasegawa-model.co.jp
※希望の品の記号を明記してください

1名

4

ブリヂストン MS活動60周年記念
イラストボード＆カード（非売品）
提供：ブリヂストン

1名

3

1/43 キッドボックス特注 スパーク
アルファタウリAT02ホンダ 2021アメリカGP 
No.22 角田裕毅
提供：キッドボックス本店　
https://www.kidbox.co.jp

1名

2 1/43 エブロ ミニカー
ホンダRA273 1966 メキシコGP
提供：編集部

1名

5 1/43 エブロ ミニカー
NISSAN GT-R NISMO GT500 2020プロトタイプ
提供：エムエムピー　https://www.ebbro.jp

a

b
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読者プレゼント

R’on N
o.

52
4

応募
券

PCやスマートフォンからは、弊社が運営する『三栄ID』より応募できます。こ
ちらのQRコードもしくは下記URLよりアクセスをお願いします。登録後はサイ
ト内の指示に従って必要事項をご記入ください。その際、ご住所等は正確にご入
力いただきますよう、お願いします。

オンライン応募方法

オンライン応募締め切り  2023年５月31日（水）
オンライン応募コード    『Ron524』
※お預かりした各種データは、今後の誌面作りへの活用、プレゼント発送、
弊社刊行物のご案内発送以外の目的には使用いたしません。

https://id.san-ei-corp.co.jp/

宛先はこちら

ハガキでの応募方法
官製ハガキに左下の応募券を貼り、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号と①
希望プレゼント番号とプレゼント名②今号の特集（P８～94）で良かった記事と
その理由③特集以外で良かった記事ひとつとその理由④本誌へのリクエストや感
想を明記して、下のあて先「プレゼント応募」係へお送りください。締め切りは
2023年５月31日（当日消印有効）、当選者の発表は発送をもって代えさせてい
ただきます。

〒163-1126 東京都新宿区西新宿6-22-1 26F 
株式会社三栄 レーシングオン編集室 「プレゼント応募」係 

※ はがきに記載された個人情報はプレゼントの抽選および当選者への発送などに活用させていただきます。
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●電子版のご案内

※価格・購入方法は三栄オンライン通販をご利用ください。

●本誌バックナンバーのご案内
＜Racing on／レーシングオン＞

　No.506 JTCC PartⅢ
　No.507 WRC グループＡの時代
　No.508 F1革命車たち
　No.509 F1英雄たち
　No.510 ロータリーは死なず
　No.511 鈴木亜久里
　No.512 富士グランチャン／高橋国光
　No.513 マクラーレンvsウイリアムズ
　No.514 WRC グループＡの時代 その２

　

　No.515 GT500 ［2000-2007］
　No.516 日産NP35＆R390GT1
　No.517 F1デザイン論（付録クリアファイル付き）
　No.518 We Love Gr.C !
　No.519 スーパーシルエット Part 2
　No.520 WRC グループＢのテクノロジー
　No.521 F1サムライ列伝
　No.522 嗚呼、栄光の日産ワークス
　No.523 TOYOTA’s C

保管場所に困らず、誌面をダウンロードしてiPadやPC、
スマートフォンといった複数の端末で読むことができま
す。新刊からバックナンバーまでオートスポーツブック
ス「ASB電子雑誌書店」ほか、電子雑誌書店にて販売中。

ベントレーボーイズの活躍とメルセデスの悲劇
威信を賭けた大一番「実録：フォードvsフェラーリ」 
耐久王ポルシェはなぜ覇権を長く維持できたのか
各時代に生まれた名レースと名車を完全網羅

新世紀の頂上決戦、100周年大会の見どころ など

100周年記念・２号連続 総力特集

ル・マン24時間レース Part.1
積み重ねられた熱戦譜、その歴史

※内容は予告なく変更になる場合があります。

レーシングオン次号 No.525
刊行予定は 6月1日（木）

アカウント名は ➡ @Racingon_JP

➡ https://shop.san-ei-corp.co.jp/sp/tuhan/

レーシングオン
Twitter

はじめました
今さら

レー

は
公式
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